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Microsoft Corporation
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SQL Server 管理パック ガイドの概要
SQL Server 管理パックは、Microsoft SQL Server 2005、SQL Server 2008、SQL Server 2008 R2、および SQL Server 2012 の事前対応型および応答型の監視を提供します。データベース エンジン インスタンス、データベース、SQL Server エージェントなどの SQL Server コンポーネントを監視します。
この管理パックによる監視には、可用性と構成の監視、パフォーマンス データの収集、既定のしきい値が含まれます。サービス指向の監視シナリオに SQL Server コンポーネントの監視を統合できます。
ヘルス監視機能に加えて、この管理パックには、ダッシュボード表示、インライン タスクと各種ビューが組み込まれた幅広いナレッジが含まれており、ほぼリアルタイムの診断と検出された問題の解決が可能です。
ドキュメントのバージョン
このガイドは、バージョン 6.7.2.0 の管理パックに基づいて作成されました。
最新の管理パックと管理パック ドキュメントの入手
SQL Server 管理パックは、System Center Operations Manager カタログ (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=82105) で入手できます。このドキュメントの最新バージョンは、Microsoft TechNet (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=85414) で入手できます。
ガイドの履歴
	リリース日
	[変更点]

	2016 年 6 月 (バージョン 6.7.2.0)
	· 可用性レプリカのロールが変更されるか、データベース レプリカのロールが変更されたときに警告を行うためのルールを追加
· WOW64 SQL Server インスタンスのグループを作成し、これらのインスタンスの一部のワークフローの起動を無効化
· スクリプトによって生成される MP イベントに MP バージョンの行を追加
· 表示文字列とサポート技術情報の記事を修正
· インストールされているいくつかのインスタンスの 1 つが停止されたときに一部のスクリプトがデータを返さなかった問題を修正
· SPN 構成モニターが古いデータを使用していた問題を修正
· インスタンスの停止時にミラーリングの監視スクリプトでエラーが発生していた問題を修正

	2016 年 6 月 (バージョン 6.7.1.0)
	· Visualization Library を更新

	2016 年 5 月 (バージョン 6.7.0.0)
	· Always On データベース レプリカ検出の不適切な動作を修正。Always On ポリシーの検出と監視を修正
· データベース ポリシーの検出と監視を修正
· CPU 使用率監視スクリプトを修正し最適化 (この問題は、1 つしかコアが割り当てられていないときにのみ発生)
· CPU 使用率監視に 32 を超える数のプロセッサのサポートを追加。
· タスクで非推奨の SQLPS.EXE ではなく SQLPS モジュールの使用を開始
· FILESTREAM ファイル グループ監視を実装
· SQL Server の TCP/IP パラメーターで複数ポートのサポートを開始
· SQL Server の TCP/IP パラメーターでポートが指定されていないときに発生するエラーを修正
· ファイル グループの読み取り専用状態の検出を修正
· 一部のワークフローの実行プロファイルのマッピングを修正
· 接続ロジックに TLS 1.2 のサポートを実装
· 接続ロジックにさまざまなクライアント ドライバーのサポートを実装
· 接続ロジックのエラー ログを更新
· ミラーリング モニターに実行プロファイルを追加。ミラーリングの検出に関する問題を修正
· CPU 使用率モニターで CPU コア数に関する SQL Server の制限が無視されていた問題を修正
· 表示文字列とサポート技術情報の記事を修正
· スクリプトのエラー レポートを修正

	2016 年 3 月 (バージョン 6.6.7.6)
	· 一部のルールでの断続的な "データベースにログインできません" アラートを修正 
· SQL Express インスタンスのサポートを追加 
· サポート技術情報の記事を更新
· Windows 2008 R2 での Microsoft SQL Server 2012 x86: DB ファイル グループを検出できないときの問題を修正
· Win10 のサポート: “空の文字列であるために引数をパラメーター 'Path' にバインドできない“ 問題を修正
· SQL 構成マネージャーが正しくないバージョンのスナップインを開始したときの問題を修正
· Always On の無効な読み取り不可能なレプリカ検出を修正

	2015 年 11 月 (バージョン 6.6.4.0)
	· Visualization Library を更新

	2015 年 11 月 (バージョン 6.6.3.0)
	· Visualization Library を更新
· SQL DB 検出スクリプトのエラー メッセージを修正

	2015 年 10 月 (バージョン 6.6.2.0)
	· 無効にされている TCP/IP プロトコルのサポートを追加
· 一部のローカライズされたバージョンの Windows で発生するパフォーマンス メトリックスのエラーを修正
· SQL Server 概要ダッシュボードのモニター タイルの問題を修正
· トランザクション ログの空き領域モニターの不適切なパフォーマンスを修正
· 失敗した検出から新しいタイプのイベントを追加。このイベントを収集する新しいルールを追加
· さまざまなスクリプト タイムアウト エラーを防ぐための上書きを追加
· 概要ダッシュボードから一部の 1 x 1 タイルを削除
· FILESTREAM ファイル グループを検出から除外するように変更
· 2008/2012 の概要ダッシュボードのタイルを再構成

	2015 年 6 月 (バージョン 6.6.0.0)
	· ダッシュボードを新しいダッシュボードに置換
· レプリケーション機能のコンポーネントを廃止し、既定で無効化
· SPN モニターが分離された名前空間を正しく処理するように変更
· ファイルストリームとパーティション スキームを含むファイル グループのサポートを追加
· メモリ消費量モニターを修正
· バージョン 6.4.1.0 からのアップグレードをサポート
· SQL Server 2005 の CPU 使用率モニターおよびルールを追加
· バッファー キャッシュ ヒット率とページ予測保持期間モニターに ConsecutiveSamples 条件を追加
· Always On 検出を改訂
· 小さな修正

	2014 年 12 月 (バージョン 6.5.4.0)
	· SQL Server 2012 製品のミラーリング監視シナリオを追加
· SPN モニターにエンド ユーザーが LDAP かグローバル カタログを選択できる上書き可能な “検索範囲“ を追加
· Windows 2003 でブロックされていた DB 検出のエラーを修正
· CPU 使用率監視シナリオのタイムアウト エラーを修正 
· 独自ネットワーク インターフェイスと既定のポートを持つ同一サーバー上の SQL Server インスタンスの監視提供を開始
· アンダー スコアなどの許可されている特殊記号が名前に含まれる SQL Server インスタンスの監視を開始
· 小さな修正。

	2014 年 6 月 (バージョン 6.5.1.0)
	· SQL 2008 および SQL 2012 両方の新しいダッシュボード (インスタンス レベルおよびデータベース レベル)。
· Microsoft SQL Server のプレゼンテーション管理パックを統合。フォルダーとビューの構造を更新。
· ローカライズされたパフォーマンス カウンター (CPU、ディスクのメトリックス) のサポートを追加。
· サンプリング平均値ではなく連続するサンプルを使用するようにモニターを更新。
· 書き込みアクションから SQL の既定のアクション実行を削除。
· 既定以外のポートのサポートを追加
· 新しいプロパティ - サーバー ロールの種類
· 時間単位、日単位の集計データの精度を向上させるために、最適化されていないパフォーマンスの収集を使用するように、パフォーマンス収集ルールを更新。
· AllwaysOn 読み取りを目的としたエラーを修正、読み取りを目的とした監視はサポートしない。
· 多くのルールのパフォーマンス カウンター オブジェクト名を変更。
· Analysis Services と Reporting Services の検出を無効化。
· 多くのクラスのアイコンを更新。
· 小さな修正。

	2013 年 10 月 (バージョン 6.4.1.0)
	· CPU 使用率モニターを修正 
· WoW64 環境用の SQL Server シード検出を修正
· 平均待機時間モニターのアラートの重要度を警告に変更、ノイズを減らすために連続サンプリングを追加、しきい値を 250 に変更 
· SQL 再コンパイル モニターのアラートの重要を警告に変更、しきい値を 25 に変更。モニターを既定で無効化。
· 小さな修正

	2013 年 9 月 (バージョン 6.4.0.0)
	· SQL Server 2012 の DB に対応した新しいダッシュボードが導入されました。
· 新しいモニターとルールが追加されました (SQL 2008 と SQL 2012 のみ)。
· DB のアクティブな接続数の収集
· DB のアクティブな要求数の収集
· DB のアクティブなセッション数の収集
· DB のアクティブなトランザクション数の収集
· DB エンジンのスレッド数の収集
· スレッド数の監視
· トランザクション ログの空き領域 (%) の監視
· トランザクション ログの空き領域 (%) の収集
· DB エンジンの CPU 使用率 (%) の収集
· DB エンジンの CPU 使用率 (%) の監視
· バッファー キャッシュ ヒット率の監視
· DB エンジンのページ予測保持期間 (秒) の収集
· ページ予測保持期間の監視
· DB のディスク読み取り遅延 (ミリ秒) の収集
· DB のディスク書き込み遅延 (ミリ秒) の収集
· ディスク読み取り遅延の監視
· ディスク書き込み遅延の監視
· DB の 1 秒あたりのトランザクション数の収集
· DB エンジンの平均待機時間 (ミリ秒) の収集
· 平均待機時間の監視
· DB エンジンの流用されたサーバー メモリ (MB) の収集
· 流用されたサーバー メモリの監視
· DB の割り当て済み空き領域 (MB) の収集
· DB の使用領域 (MB) の収集
· DB のディスク空き領域 (MB) の収集
· SQL 再コンパイルの監視
· SPN モニターが強化されました。
· DB 名で特殊文字を使用できるようになりました。
· Always On のシード検出が強化されました。
· 実行の構成で SQL Server 2012 クラスターに対する低い特権の使用がサポートされるようになりました。
· Always On の検出のパフォーマンスが向上しました。
· カスタム ユーザー ポリシーの検出と監視のパフォーマンスが最適化されました。
· ダイアグラム ビューに AG ヘルス オブジェクトが表示されなくなりました。
· 細かい変更が行われました。

	2012 年 8 月 (バージョン 6.3.173.1)
	· DB ファイル グループの空き領域の問題が修正されました。

	2012 年 2 月 (バージョン 6.3.173.0。)
	· SQL Server 2012 のサポートが追加されました。
· SQL Server 2012 Always On 監視のサポートが追加されました。
· 多数のコンピューターの可用性グループ、可用性レプリカ、およびデータベース レプリカが自動的に検出されて監視されます。
· データベース レプリカから可用性レプリカにヘルスがロールアップされます。
· すべての重大なヘルス状態について、問題の早期解決を可能にする詳細な情報が提供されます。
· ポリシー ベースの管理 (PBM) とシームレスに統合されます。
· Always On コンポーネントとデータベース コンポーネントを対象とするカスタムの PBM ポリシーが自動的に検出されます。
· SQL 監視パック内でのポリシー実行のヘルスが拡張ヘルスでロールアップされます。
· SQL DB PBM の監視がサポートされます。
· SQL Server 2008 ミラーリングの監視のサポートが追加されました (SQL Server 2008 および 2008 R2 のバージョンの管理パックのみ)。
· ミラーリング データベース、ミラーリング監視、ミラーリング グループが検出されます。
· データベース ミラーの状態、データベース ミラーリング監視の状態、ミラーリング パートナーの状態が監視されます。
· カスタム ダイアグラム ビューでプライマリ データベースとミラー化データベースを視覚的に表現できます。
· SQL Server 2008 レプリケーションの監視のサポートが追加されました。
· 約 20 個のルールでレプリケーション イベントが検出されます。
· マウント ポイントのサポートにより、空き領域の監視が強化されました。
· SCOM 2012 のサポートが追加されました。
· 次の問題が解消されました。
· SQL 2005 と SQL 2008 の MP の表示文字列が同じスタイルになるように更新されました。
· SQL 2005、SQL 2008、および SQL 2012 の MP でシード検出が導入されました。
· 顧客から報告された DB の空き領域の監視に関する問題が解決されました。
· フルテキスト検索コンポーネントがインストールされていない場合の誤ったアラートに関連する問題が修正されました。 
· ブロック元セッション モニターが修正され、クエリに時間がかかる場合に先頭ブロックが表示されるようになりました。
· SQL MP の SQL クエリが効率的に実行できるように最適化されました。
· サービス プリンシパル名の監視が導入されました。 
· すべての SQL コンポーネントに対する専用のグループが作成されました。 
· データベースのバックアップ状態の監視が導入されました。
· マスター DB の場所のスクリプトでレジストリのパラメーターがスキャンされるようになりました。
· ナレッジ ベースと表示文字列について細かい修正を行いました。

	2011 年 5 月 (バージョン 6.1.400.00)
	· アカウント マッピングの実行プロファイルとターゲットの関係に関する記述を追加しました。
· 文字列リソースについて細かい修正を行いました。
· セキュリティを強化しました。

	2010 年 7 月 (6.1.314.35)
	· DMO インストール要件を削除しました。
· SQL Server 2008 R2 のサポートが追加され、SQL Server 2000 のサポートが廃止されました。
· セキュリティを強化しました。
· 低い特権の環境用の設定を記載しました。
· 新しいルールおよびモニターを導入し、既存のルールおよびモニターを更新しました。また、サポート技術情報が改善されています。
· 空だったアラートの説明を追記しました。
· データベース整合性確認の監視機能が強化され、'SQL Database' オブジェクトの詳細な構成を監視できる機能が導入されました。
· 自動拡張設定や、SQL Server の記憶域の階層の全レベル (DB ファイル、DB ログ ファイル、DB ファイル グループ、およびデータベース) を考慮して、空き領域の監視を再構成しました。
· 次の問題が解消されました。
· データベースが除外された場合にファイル グループの検出に失敗する。
· SQL DB エンジンのバージョンが正しくない。
· "最終実行状態" モニターによって状態が不適切に変更される。
· いくつかのジョブ プロパティが NULL である場合に SQL エージェント ジョブ検出に失敗する。
· "1 秒あたりのログイン数" ルールに対する既定の間隔が MPBA に準拠していない。
· "SQL Server の Windows サービス" モニターがサービスの再起動中に赤の状態になる。
· サービスが利用できない場合に警告 "スクリプト: ログインできませんでした" が発生する。
· DB ファイル、DB ファイル グループ、および DB ログ ファイルの検出が継続して実行されない。
· 変更頻度の高い DB プロパティが監視対象システムのパフォーマンスに影響する。
· "データベース エンジンのデータベースの検出"、"レプリケーション コンポーネントの検出"、および "SQL エージェント ジョブ検出" の検出間隔が MPBPA に準拠していない。
· フルテキスト検索サービスの開始または停止タスクが SQL 2008 クラスターで動作しない。
· 次のモニターとルールを無効化してノイズを軽減しました。
モニター:
· SQL Server フルテキスト検索サービス
· ブロック元のセッション
· 長時間実行ジョブ
· 自動終了構成
· 統計の自動作成構成
· 自動圧縮構成
· 統計の自動更新構成
· DB 組み合わせ構成
· DB 合計空き領域
· DB 空き領域比率の変化
ルール:
· SQL Server Service Broker またはデータベース ミラーリング トランスポートが停止しました
· 例外またはメモリ不足のため、SQL Server Service Broker の送信機能がシャットダウンしました
· SQL Server の Service Broker またはデータベース ミラーリングは、FIPS 準拠モードで実行されています
· SQL Server Service Broker またはデータベース ミラーリング トランスポートが無効になっているか、構成されていません
· SQL Server Service Broker プロシージャの出力結果
· Service Broker またはデータベース ミラーリング トランスポートが起動しました
· プロセスのワーカーが、スケジューラで応答を停止している可能性があります
· IO 完了リスナーのワーカーが、ノードで応答を停止している可能性があります
· SQL ジョブは、正常に完了できませんでした
· IS サービスが実行中のパッケージを停止しようとしました
· 次のルールとモニターは非推奨となりました。
モニター:
· DB 空き領域 (MB)
· DB ログ ファイル空き領域 (%)
· DB ログ ファイル空き領域 (MB)
· ディスクの空き領域
ルール:
· データベース サイズ (MB) の収集
· トランザクション ログの空き領域 (MB) の収集
· トランザクション ログの空き領域 (%) の収集
· トランザクション ログ サイズ (MB) の収集
· 対象のキューでメッセージの暗号化中に例外が発生しました
· データベースのオブジェクトの列が syscolumns に見つかりませんでした
· 実行された DBCC は、エラーを見つけて修復しました
· slotid が無効なため、RID を使ってページから行を取得できません
· 要求された RID がページの最後の RID よりも大きい数値であるため、RID を使ってページから行を取得できませんでした
· インデックス ID が示している非クラスター化インデックスが間違っています
· テーブル エラー: ページはページ ヘッダーにある別のオブジェクトに割り当てられています

	2009 年 10 月 (バージョン 6.0.6648.0)
	Windows Server 2003 オペレーティング システム上でクラスター化された SQL のクラスター化されたインスタンスでイベント ベースのワークフローが機能しない、SQL MP のすべてのバージョンの問題が修正されました。  この修正を Windows Server 2003 および Windows Server 2008 オペレーティン システムで完全に有効にするには、クラスター化されたノードのすべてのエージェントで、Operations Manager 2007 R2 または Operations Manager 2007 SP1 のどちらかを実行している必要があります (サポート技術情報の記事 959865「System Center Operations Manager 2007 Service Pack 1 のオペレーション マネージャー モジュール プログラムのロールアップ更新によって解決される問題」で更新プログラムをインストールしておく必要があります)。詳細については、「付録: 既知の問題とトラブルシューティング」の「イベント ログからのイベントに基づくルールおよびモニターが、クラスター化された SQL Server のインストールで確実に動作しない」を参照してください。


	2009 年 3 月 (6.0.6569.0)
	· Windows Management Instrumentation (WMI) クエリによる過度な CPU 使用率およびスクリプトのタイムアウトが原因で発生するパフォーマンスの問題を、次の管理パックで修正しました。SQL Server 2005 データベース エンジンの検出 (Windows Server)、SQL Server 2005 Reporting Services の検出 (Windows Server)、SQL Server 2005 Analysis Services の検出 (Windows Server)、SQL Server 2008 データベース エンジンの検出 (Windows Server)、SQL Server 2008 Reporting Services の検出 (Windows Server)、SQL Server 2008 Analysis Services の検出 (Windows Server)。
· SQL Server 2005 および SQL Server 2008 の Analysis Services および Reporting Services の検出で、データベース エンジンがインストールされていない SQL Server のインスタンスでこれらのオブジェクトが検出されない場合がある問題を修正しました。
· System、Temp、および Master の各データベースの監視を妨げる、ハードコードされた例外をルールとモニターから削除しました。
· データベースの検出で自動拡張を有効化した設定を認識する方法を強化しました。以前は、データベースの検出で "KB" の拡張設定のみが認識されていましたが、"KB" と "%" の拡張設定を両方とも認識できるようになりました。
· 製品ナレッジ内の誤字を修正し、テキストの品質を向上させました。

	2008 年 11 月 (バージョン 6.0.6460.0)
	· DB 検出スクリプトは [データベースのサイズ (MB) (数値)] および [ログのサイズ (MB) (数値)] に対応する値を INT としてキャストして、スクリプト内のオーバーフロー例外を回避します。
· DB 検出スクリプトは、[データベースのサイズ (MB) (数値)] および [ログのサイズ (MB) (数値)] の値のオーバーフローの可能性をチェックし、その発生を回避します。
· データベース クラスの数値プロパティは、2,147,483,647 MB (2,047 TB) に制限されています。データベースまたはログ ファイルがこのサイズを超えた場合、値は最大値の 2,147,483,647 MB に設定され、オーバーフローを回避します。このような場合は、[データベースのサイズ (MB) (文字列)] および [ログのサイズ (MB) (文字列)] で、より大きな値をサポートします。

	2008 年 10 月 (バージョン 6.0.6441.0)
	一般的な変更:
· 管理パックに、SQL Server 2008 の検出および監視の管理パックが含まれました。SQL Server 2008 の監視は SQL Server 2005 管理パックと同じで、このリリースで追加された SQL Server 2005 の監視用の新しい機能が含まれています。
· 間違った名前でパフォーマンス カウンターまたはインスタンスを収集しようとする、いくつかのパフォーマンス ルールの問題に対処しました。
· さまざまな検出、ルール、およびタスクを更新して、検出および監視に対する適切な実行プロファイルが使用されるようにしました。
· さまざまなイベントベースのルールの基準を更新して、アラートの量を減らすことができるように具体的な基準にしました。
· SQL DB エンジンの検出は、SQL ツールがインストールされていないシステムで動作するようになりました。
· SQL Server 2005 管理パックおよび SQL Server 2008 管理パックは、64 ビット オペレーティング システムにインストールされた SQL コンポーネントの 32 ビット インスタンスの検出および部分的な監視をサポートします。詳細については、このガイドの「サポートされている構成」で説明しています。
· すべてのモニターに、パブリック アクセシビリティが設定され、より詳細なカスタマイズができるようになりました。特に、カスタム診断およびカスタム復元を追加できるようになりました。
· 既に存在するプロパティの文字列形式に加えて、データベースの "データベース サイズ" プロパティと "ログのサイズ" プロパティを数値プロパティとして利用できるようになりました。
· さまざまなレポートの説明を更新しました。
· データベース スナップショットが、完全なデータベースと同じように検出および監視されることはなくなりました。
· すべての管理パックの "ブロック元の SPID" モニターで示される状態は、既定の上書きの動作に対応するように変更されました。 以前は、モニターの状態は "成功" または "警告" でした。 "警告" 状態は "エラー" に置き換えられました。
SQL Server 2000 管理パックの変更点
· [ジョブ期間] の既定のしきい値が変更されました。以前は分に対応する数字が整数でしたが、これには HHMMSS という形式が使用されるべきでした。 このモニターの情報が更新され、しきい値の形式がより明確になりました。
· SAPasswordMonitor.vbs スクリプトを実行する頻度を 24 秒から 24 時間に変更しました。
SQL Server 2005 管理パックの変更点:
· "ログ配布先の監視" モニターと "ログ配布元の監視" モニターを使用したログ配布の監視を追加しました。
· さまざまな箇所の製品ナレッジでいくつかの誤字および書式設定の問題を修正しました。

	2008 年 3 月
	一般的な変更:
· SQL Server 2000 と SQL Server 2005 の両方に対して、"トランザクション ログ空き領域 (%)" モニターがパブリックになったので、さらに詳細にカスタマイズできるようになりました。
· このガイドの「主要な監視シナリオ」にいくつかの修正を加え、詳細な説明を追加しました。
· SQL Server 2000 と SQL Server 2005 の両方に対して、固有の名前を持つジョブのハードコードされた例外を "SQL ジョブは、正常に完了できませんでした" ルールから削除しました。
· データベースの空き領域を計算するために使用するスクリプトの問題を修正しました。これは、連続した ID を持つデータベースを含まない SQL インストールで、一部のデータベースの空き領域が適切に監視されないという問題です。
· 誤字を修正しました。
SQL Server 2000 管理パックの変更点
· 一部の SQL Server 2000 データベースに対して空き領域の計算結果が正しくないという問題を修正しました。
SQL Server 2005 管理パックの変更点:
· Analysis Services の固有のインスタンスからのパフォーマンス データの収集に関する問題を修正しました。
· SQL Server 2005 管理パックの "データベースの状態" モニターに大幅な変更を加えました。このモニターには、良好、不良、またはそれ以外という 3 つの状態が用意されました。想定されるデータベースの状態をこれらのカテゴリに再調整しました。これにより、特にログ配布やデータベース バックアップが発生したときに、"偽陽性" のアラートの量を減らすことができます。

	2007 年 12 月
	一般的な変更:
· すべての SQL Server 管理パック内の誤字、欠落していた表示文字列、およびローカライズ問題を修正しました。
· 検出された SQL ジョブの "カテゴリ" および "所有者" に対して間違った値が設定される問題を修正しました。
· それぞれのバージョンに固有の SQL DB エンジン クラスを利用するために、両方の SQL Server 管理パックの "SQL Server 構成" レポートを更新しました。
· SetSQL2005DBState.js、GetSQL2000DBSpace.js、および SetSQL2000DBState.js の各スクリプトの問題を修正しました。
SQL Server 2000 管理パックの変更点:
· "GetSQL2005AgentJobStatus.vbs" スクリプトの SQL Server 2000 インスタンスの名前を、"GetSQL2000AgentJobStatus.vbs" に変更し、SQL Server 2000 で動作するようにスクリプトを更新しました。
· "SQL DB エンジン サービスのヘルス ロールアップ" ロールアップ モニターおよび "AD Helper のヘルス ロールアップ" ロールアップ モニターが、既定で無効に設定されています。
· "ユーザー接続ベースライン" モニターおよび "AD Helper サービス ビジー" モニターの状態の問題を修正しました。
· 以下のモニターをパブリックに設定し、カスタマイズできるようにました。
· "自動終了フラグ"
· "統計の自動作成フラグ"
· "自動圧縮フラグ"
· "自動更新フラグ"
· "DB 組み合わせフラグ"
SQL Server 2005 管理パックの変更点:
· "Lock Waits/sec" および "Lock Requests/sec" の最適化されたパフォーマンス収集ルールを追加しました。
· SQL Server 2005 データベース空き領域スクリプトのさまざまな問題を修正しました。
· SQL Server 2005 の SQL エージェント ジョブ検出のさまざまな問題を修正しました。
· エージェント ジョブの "ジョブ期間" モニターから無効なアラートが生成される原因となったスクリプトを修正しました。
· [SQL エージェント ジョブの状態] ビューのアクション パネル上に、欠落していた SQL Server 2005 エージェント タスクを追加しました。
· Locks:LockWaits および Locks:LockRequests を SQL Server ロックの分析レポートに追加しました。
· プッシュ サブスクリプションの検出のサポートを追加しました。


サポートされている構成
Operations Manager 用の SQL Server 管理パックは、以下のバージョンの System Center Operations Manager を想定して設計されています。
· System Center Operations Manager 2007 R2 (ダッシュボードを除く)
· System Center Operations Manager 2012 (ダッシュボードを除く)
· System Center Operations Manager 2012 SP1
· System Center Operations Manager 2012 R2
一般に、サポートされる構成は、次の場所で概説されています。
· マイクロソフト サポート ライフサイクル ポリシー
· Operations Manager 2007 R2 でサポートされている構成
· Operations Manager 2012 でサポートされている構成
監視対象コンピューターのパフォーマンスに影響を与える可能性のある、CPU 使用率の急激な増加を避けるために、エージェントごとの監視対象数をデータベースで 50 以下、データベース ファイルで 150 以下にすることをお勧めします。
Operations Manager 用の SQL Server 管理パックは、次の表に記載されているバージョンの SQL Server を監視するように設計されています。
	バージョン
	32 ビットの SQL Server + 32 ビットの OS
	32 ビットの SQL Server + 64 ビットの OS
	64 ビットの SQL Server + 64 ビットの OS

	SQL Server 2005
	Supported 
	サポートされていません
	サポート (SQL Server 2005 SP2 以降のみ)

	SQL Server 2008:
	Supported
	サポートされていません
	Supported

	SQL Server 2008 R2
	Supported
	サポートされていません
	Supported

	SQL Server 2012
	Supported
	サポートされていません
	Supported



SQL Server の各バージョンについて、次のエディションがサポートされます (該当する場合)。
•
Data Center
このエディションは、SQL Server 2008 R2 で新しく提供されるようになりました。
•
Enterprise
•
開発者
•
Standard

SQL Server 管理パックは、SQL Server DB エンジンのクラスター化されたインストールの監視も提供します。クラスター化されたインストールの監視のサポートには、次の制約が適用されます。
•
クラスター クォーラム ドライブへの SQL Server のインストールはサポートされていません。サポート技術情報の記事 280345 で説明されているように、この構成は推奨されていません。
•
SQL Server クラスター リソース グループに複数のネットワーク名リソースがあると、そのクラスター化された SQL Server リソースが監視されないことがあります。詳細については、サポート技術情報の記事 919594 を参照してください。
エージェントレスの監視はサポートされていません。クラスター化されたリソースの監視はサポートされています。
クラスター化された SQL Server リソースのセットアップ、構成、および監視の詳細な手順については、このガイドの「その他の要件」の「クラスター化されたリソースの監視の構成」を参照してください。
最新バージョンの管理パックでは、ミラーリング SQL Server 2008、SQL Server 2008 R2、および SQL Server 2012 の監視機能も提供されます。
SQL Server Express のいずれのエディション (SQL Server Express、SQL Server Express with Tools、SQL Server Express with Advanced Services) でも、SQL Server エージェント、ログ配布、Always On、OLAP Services とデータ マイニング、Analysis Services と Integration Services はサポートされていないことに注意してください。
また、SQL Server Express と SQL Server Express with Tools は、Reporting Services とフルテキスト検索をサポートしていません。SQL Server Express with Advanced Services はフルテキスト検索およびレポート作成サービスをサポートしていますが、一部制限があります。
SQL Server Express のすべてのエディションでは、監視サーバーとしてのデータベース ミラーリング、およびサブスクライバーとしてのみのレプリケーションがサポートされています。
使い方
SQL Server 管理パックを使用すると、SQL Server 2005、SQL Server 2008、SQL Server 2008 R2、および SQL Server 2012 のコンポーネントを監視できます。Operations Manager オペレーション コンソールの [作成] ウィンドウを使用して、これらのコンポーネントの検出を有効にできます。オブジェクトの検出の有効化の詳細については、Operations Manager ヘルプの「Operations Manager 2007 のオブジェクト検出」を参照してください。
管理パックをインポートする前に
ベスト プラクティスとして、使用しているオペレーティング システム用の Windows Server 管理パックをインポートすることをお勧めします。Windows Server 管理パックは、ディスク容量、ディスク パフォーマンス、メモリ使用率、ネットワーク アダプターの使用率、プロセッサのパフォーマンスなど、SQL Server を実行しているコンピューターのパフォーマンスに影響を与えるオペレーティング システムの側面を監視します。
この管理パックのファイル
このリリースには以下が含まれます。
•
2 つの SQL Server 2005 管理パック
•
4 つの SQL Server 2008 管理パック
•
2 つの SQL Server 2008 ミラーリング管理パック
· 4 つの SQL Server 2012 管理パック
· 2 つの SQL Server 2012 Always On 管理パック
· 2 つの SQL Server 2012 ミラーリング管理パック
· SQL Server Visualization Library 
•
SQL Server ライブラリ管理パック 
SQL Server 拡張ライブラリは、標準のシステム ビジュアル化ライブラリを拡張したもので、新しいウィジェットが含まれています。
SQL Server ライブラリ管理パックには、SQL Server 2005、SQL Server 2008、SQL Server 2008 R2、および SQL Server 2012 管理パックの基盤となるコンポーネントが用意されています。オペレーション コンソールの [管理] ウィンドウの [管理パックのインポート] ダイアログ ボックスを使用して、この管理パックのグループをインポートします。
次の表に、この管理パックに含まれているファイルを示します。
	ファイル
	表示名
	説明

	Microsoft.SQLServer.Library.mp
	Microsoft SQL Server コア ライブラリ
	SQL Server 2005、SQL Server 2008、SQL Server 2008 R2、および SQL Server 2012 に共通するオブジェクトの種類およびグループが含まれています。

	Microsoft.SQLServer.Visualization.Library.mpb
	Microsoft SQL Server Visualization Library
	この管理パックには、SQL Server ダッシュボードに必要な基本のビジュアル コンポーネントが含まれています。

	Microsoft.SQLServer.2005.Discovery.mp
	Microsoft SQL Server 2005 (検出)
	SQL Server 2005 に固有のオブジェクトの種類およびグループの定義が含まれています。SQL Server 2005 を実行するサーバーで型を定義されたすべてのオブジェクトを検出する検出ロジックを含んでいます。

	Microsoft.SQLServer.2005.Monitoring.mp
	Microsoft SQL Server 2005 (監視)
	SQL Server 2005 のすべての監視を提供します。
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注 
この管理パックをインポートするまで、SQL Server 2005 は監視されません。

	Microsoft.SQLServer.2008.Discovery.mp
	Microsoft SQL Server 2008 (検出)
	SQL Server 2008 および SQL Server 2008 R2 に固有のオブジェクトの種類およびグループの定義が含まれています。SQL Server 2008 および SQL Server 2008 R2 を実行するサーバーで型を定義されたすべてのオブジェクトを検出する検出ロジックを含んでいます。

	Microsoft.SQLServer.2008.Monitoring.mp
	Microsoft SQL Server 2008 (監視)
	SQL Server 2008 および SQL Server 2008 R2 のすべての監視を提供します。
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注 
この管理パックをインポートするまで、SQL Server 2008 および SQL Server 2008 R2 は監視されません。

	Microsoft.SQLServer.2008.Mirroring.Discovery.mp
	Microsoft SQL Server 2008 ミラーリング (検出)
	SQL Server 2008 に固有のオブジェクトの種類およびグループの定義が含まれています。ミラーリングを使用する SQL Server 2008 および SQL Server 2008 R2 を実行するサーバーで型を定義されたすべてのオブジェクトを検出する検出ロジックを含んでいます。

	Microsoft.SQLServer.2008.Mirroring.Monitoring.mp
	Microsoft SQL Server 2008 ミラーリング (監視)
	SQL Server 2008 および SQL Server 2008 R2 のミラーリングのすべての監視を提供します。
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注 
この管理パックをインポートするまで、SQL Server 2008 および SQL Server 2008 R2 のミラーリングは監視されません。

	Microsoft.SQLServer.2012.Discovery.mp
	Microsoft SQL Server 2012 (検出)
	SQL Server 2012 に固有のオブジェクトの種類およびグループの定義が含まれています。SQL Server 2012 を実行するサーバーで型を定義されたすべてのオブジェクトを検出する検出ロジックを含んでいます。

	Microsoft.SQLServer.2012.Monitoring.mp
	Microsoft SQL Server 2012 (監視)
	SQL Server 2012 のすべての監視を提供します。
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注 
この管理パックをインポートするまで、SQL Server 2012 は監視されません。

	Microsoft.SQLServer.2012.Mirroring.Discovery.mp
	Microsoft SQL Server 2012 ミラーリング (検出)
	SQL Server 2012 に固有のオブジェクトの種類およびグループの定義が含まれています。ミラーリングを使用する SQL Server 2012 を実行するサーバーで型を定義されたすべてのオブジェクトを検出する検出ロジックを含んでいます。

	Microsoft.SQLServer.2012.Mirroring.Monitoring.mp
	Microsoft SQL Server 2012 ミラーリング (監視)
	SQL Server 2012 のミラーリングのすべての監視を提供します。
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注 
この管理パックをインポートするまで、SQL Server 2008 および SQL Server 2008 R2 のミラーリングは監視されません。

	Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.Discovery.mp
	Microsoft SQL Server 2012 Always On (検出) 
	SQL Server 2012 Always On に固有のオブジェクトの種類およびグループの定義が含まれています。SQL Server 2012 Always On を実行するサーバーで型を定義されたすべてのオブジェクトを検出する検出ロジックを含んでいます。

	Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.Monitoring.mp
	Microsoft SQL Server 2012 Always On (監視)
	SQL Server 2012 Always On のすべての監視を提供します。
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注 
この管理パックをインポートするまで、SQL Server 2012 Always On (可用性グループ、可用性レプリカ、およびデータベース レプリカ) は監視されません。

	Microsoft.SQLServer.2012.Presentation.mp
	Microsoft SQL Server 2012 Presentation
	SQL Server 2012 プレゼンテーション管理パック。この管理パックは、SQL Server 2012 概要ダッシュボードを追加します。

	Microsoft.SQLServer.2008.Presentation.mp
	Microsoft SQL Server 2008 Presentation
	SQL Server 2008 プレゼンテーション管理パック。この管理パックは、SQL Server 2008 概要ダッシュボードを追加します。

	Microsoft.SQLServer.Generic.Dashboards.mp
	Microsoft SQL Server Generic Dashboards
	汎用ダッシュボード管理パック

	Microsoft.SQLServer.Generic.Presentation.mp
	Microsoft SQL Server Generic Presentation
	汎用プレゼンテーション管理パック。


管理パックには、Microsoft ソフトウェア ライセンス条項 (EULA.RTF)、データセンター ダッシュボード ガイド (SQLServerDashboards.doc)、および SQL Server 管理パック ガイド (SQLServerMPGuide.doc) も含まれています。
その他の要件
SQL Management Studio タスクおよび SQL Server Profiler タスクを実行するには、これらのタスクが使用されるすべての Operations Manager コンピューターに SQL Server Management Studio および SQL Server Profiler をインストールしている必要があります。
適切な機能をインストールせずにこれらのタスクのいずれかを実行しようとすると、"指定されたファイルが見つかりません" というエラー メッセージが生成されます。
検出と監視には SQL Server Management Studio または SQL Server Profiler は必要ありません。
クラスター化されたリソースの監視の構成
クラスター化されたリソースを監視するには、次のタスクを実行します。
1.
Operations Manager エージェントをクラスターの各物理ノードにインストールします。
2.
クラスターのメンバーであるサーバーにインストールされているすべてのエージェントに対し、エージェント プロキシ オプションを有効にします。その方法については、この後に説明する手順を参照してください。
3.
Windows クラスター アクション アカウントの実行プロファイルを、クラスターの構成時に作成されたクラスター サービス アカウントなどクラスターの管理者権限を持つアカウントに関連付けます。クラスター ノードの "既定のアクション アカウント" 実行プロファイルが、ローカル システム、またはクラスターの管理者アクセス許可を持つ別のアカウントに関連付けられている場合は、追加で関連付けを行う必要はありません。アカウントをプロファイルに関連付ける方法については、「Operations Manager 2007 で実行プロファイルに関連付けられている実行アカウントを変更する方法」を参照してください。
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重要 
クラスター化されたノードのすべてのエージェントで、Operations Manager 2007 R2 または Operations Manager 2007 SP1 を実行している必要があります (サポート技術情報の記事 959865「System Center Operations Manager 2007 Service Pack 1 のオペレーション マネージャー モジュール プログラムのロールアップ更新によって解決される問題」で更新プログラムをインストールしておく必要があります)。詳細については、「付録: 既知の問題とトラブルシューティング」の「イベント ログからのイベントに基づくルールおよびモニターが、クラスター化された SQL Server のインストールで確実に動作しない」を参照してください。
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エージェント プロキシ オプションを有効にするには
	1.
オペレーション コンソールを開き、[管理] ボタンをクリックします。
2.
[管理者] ウィンドウで [エージェントで管理] をクリックします。
3.
一覧内のエージェントをダブルクリックします。
4.
[セキュリティ] タブで、[このエージェントをプロキシとして動作させ、他のコンピューター上の管理オブジェクトを検出する] をクリックします。
5.
クラスター サーバーにインストールされている各エージェントに対し、手順 3. から手順 4. までを繰り返します。


検出が発生した後で、オペレーション コンソールの [エージェントで管理] ウィンドウにクラスターの各物理ノードが表示され、[エージェントレスで管理] ウィンドウにクラスターとそれぞれの名前付きアプリケーション インスタンスが表示されます。
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注 
SQL Server クラスター リソース グループに複数のネットワーク名リソースがあると、そのクラスター化された SQL Server リソースが監視されないことがあります。詳細については、サポート技術情報の記事 919594 を参照してください。
クラスター リソースの監視が適切に行われるようにするには、リソースをクラスターに追加するときに、クラスター アドミニストレーター ユーザー インターフェイスのリソースに既定で割り当てられた名前を変更しないでください。
管理パックのインポート
管理パックのインポートの詳細については、「Operations Manager 2007 で管理パックをインポートする方法」を参照してください。
監視を開始するには、使用しているバージョンの SQL Server 用の管理パック ファイル (ライブラリ、検出、および監視) をインポートします。
	SQL Server 2005

	ライブラリ
	Microsoft.SQLServer.Library.mp

	ジェネリック
	Microsoft.SQLServer.Generic.Presentation.mp

	ジェネリック
	Microsoft.SQLServer.Generic.Dashboards.mp

	検出
	Microsoft.SQLServer.2005.Discovery.mp

	監視
	Microsoft.SQLServer.2005.Monitoring.mp

	SQL Server 2008 および SQL Server 2008 R2

	ライブラリ
	Microsoft.SQLServer.Library.mp

	ジェネリック
	Microsoft.SQLServer.Generic.Presentation.mp

	ジェネリック
	Microsoft.SQLServer.Generic.Dashboards.mp

	検出
	Microsoft.SQLServer.2008.Discovery.mp

	監視
	Microsoft.SQLServer.2008.Monitoring.mp

	ライブラリ
	Microsoft.SQLServer.Visualization.Library.mpb

	効果
	Microsoft.SQLServer.2008.Presentation.mp

	SQL Server 2008 および SQL Server 2008 R2 のミラーリング

	ライブラリ
	Microsoft.SQLServer.Library.mp

	ジェネリック
	Microsoft.SQLServer.Generic.Presentation.mp

	ジェネリック
	Microsoft.SQLServer.Generic.Dashboards.mp

	検出
	Microsoft.SQLServer.2008.Discovery.mp

	検出
	Microsoft.SQLServer.2008.Mirroring.Discovery.mp

	監視
	Microsoft.SQLServer.2008.Mirroring.Monitoring.mp

	SQL Server 2012

	ライブラリ
	Microsoft.SQLServer.Library.mp

	ジェネリック
	Microsoft.SQLServer.Generic.Presentation.mp

	ジェネリック
	Microsoft.SQLServer.Generic.Dashboards.mp

	検出
	Microsoft.SQLServer.2012.Discovery.mp

	監視
	Microsoft.SQLServer.2012.Monitoring.mp

	ライブラリ
	Microsoft.SQLServer.Visualization.Library.mpb

	効果
	Microsoft.SQLServer.2012.Presentation.mp

	SQL Server 2012 ミラーリング

	ライブラリ
	Microsoft.SQLServer.Library.mp

	ジェネリック
	Microsoft.SQLServer.Generic.Presentation.mp

	ジェネリック
	Microsoft.SQLServer.Generic.Dashboards.mp

	検出
	Microsoft.SQLServer.2012.Discovery.mp

	検出
	Microsoft.SQLServer.2012.Mirroring.Discovery.mp

	監視
	Microsoft.SQLServer.2012.Mirroring.Monitoring.mp

	SQL Server 2012 Always On

	ライブラリ
	Microsoft.SQLServer.Library.mp

	ジェネリック
	Microsoft.SQLServer.Generic.Presentation.mp

	ジェネリック
	Microsoft.SQLServer.Generic.Dashboards.mp

	検出
	Microsoft.SQLServer.2012.Discovery.mp

	監視
	Microsoft.SQLServer.2012.Monitoring.mp

	Always On 検出
	Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.Discovery.mp

	Always On 監視
	Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.Monitoring.mp
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監視のノイズを回避するには
	1.
以前のバージョンからアップグレードする場合は、必要に応じてインストールをロールバックできるように、現在の管理パック (すべてのカスタマイズを含む) をエクスポートして保存します。
2.
ライブラリ ファイルをインポートします。
3.
実行アカウントを定義します。
4.
検出ファイルをインポートします。
5.
必要なオブジェクトが検出されていることを確認してください。セキュリティの警告が生成された場合は、実行アカウントを調整します。検出されたオブジェクトの一覧が予測どおりではない場合は、管理グループの検出を有効または無効にします。
6.
監視ファイルをインポートします。
7.
管理パックをカスタマイズします。


カスタマイズ用の新しい管理パックの作成
SQL Server 管理パックは封印されているので、管理パック ファイルの元の設定は一切変更できません。ただし、上書き、新しい監視オブジェクトなどのカスタマイズを作成し、それらを別の管理パックに保存することができます。Operations Manager の既定では、すべてのカスタマイズは既定の管理パックに保存されます。ベスト プラクティスとして、代わりに、カスタマイズする封印された管理パックごとに、別の管理パックを作成することをお勧めします。
上書きを格納する新しい管理パックを作成することにより、次の利点を得ることができます。 
•
テスト環境や運用前の環境で作成したカスタマイズを運用環境にエクスポートするプロセスが簡単になります。たとえば、複数の管理パックのカスタマイズを格納している既定の管理パックをエクスポートする代わりに、単一の管理パックのカスタマイズを格納している管理パックだけをエクスポートできます。
•
既定の管理パックを先に削除しなくても、元の管理パックを削除できるようになります。カスタマイズを格納する管理パックは元の管理パックに依存します。この依存関係のため、カスタマイズを含む管理パックを先に削除しないと、元の管理パックは削除できません。すべてのカスタマイズが既定の管理パックに保存されている場合、元の管理パックを削除するには、あらかじめ既定の管理パックを削除しておく必要があります。
•
個々の管理パックに対するカスタマイズの追跡および更新が簡単になります。
封印された管理パックと封印されていない管理パックの詳細については、「管理パックの形式」を参照してください。管理パックのカスタマイズおよび既定の管理パックの詳細については、「管理パックについて」を参照してください。
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カスタマイズ用の新しい管理パックを作成するには
	1.
オペレーション コンソールを開き、[管理] ボタンをクリックします。
2.
[管理パック] を右クリックし、[新しい管理パックの作成] をクリックします。
3.
名前を入力して (例: ADMP カスタマイズ)、[次へ] をクリックします。
4.
[作成] をクリックします。


SQL Server 管理パックのカスタマイズ
次の推奨事項に従うことにより、不必要なアラートを減らすことができます。
•
SQL Server フルテキスト検索サービスがインストールされていない SQL Server 2005 のインスタンスを監視する場合は、SQL Server フルテキスト検索サービス モニターを無効化します。
•
SQL Server フルテキスト フィルター デーモン ランチャー サービスがインストールされていない SQL Server 2008 のインスタンスを監視する場合は、SQL Server フルテキスト検索サービス モニターを無効化します。
•
この管理パックのいくつかのモニターはサービスの状態をチェックします。これらのモニターは、[サービスのスタートアップの種類が [自動] の場合にのみ警告] パラメーターが既定で True になっています。つまり、自動的に開始されるように設定されているサービスをチェックします。クラスター内のサービスで、サービスのスタートアップの種類は [手動] に設定されています。SQL Server クラスターを監視する場合は、次のモニターに対して [サービスのスタートアップの種類が [自動] の場合にのみ警告] パラメーターを false に設定します。
•
SQL Server の Windows サービス (SQL DB エンジンの場合)
•
SQL Server Reporting Services の Windows サービス
•
SQL Server Analysis Services の Windows サービス
•
SQL Server Integration Services の Windows サービス
•
SQL Server フルテキスト検索サービス モニター
•
SQL Server エージェントの Windows サービス
オプションの構成
SQL Server 管理パックをインポートした後で、[監視] ウィンドウのナビゲーション ウィンドウに自動的に検出されるオブジェクトの種類が表示されます。オブジェクトの種類の詳細については、「管理パックで検出されるオブジェクト」を参照してください。SQL Server 管理パックにより検出されるオブジェクトの既定の検出構成を変更できます。Operations Manager の上書き機能を使用して、構成設定を変更します。
自動的に検出されないオブジェクトの種類に対して、オペレーション コンソールの [作成] ウィンドウで自動検出の設定を有効化できます。
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上書きを使用して自動検出の設定を変更するには
	1.
[作成] ウィンドウで [管理パック オブジェクト] を展開し、[オブジェクト検出] をクリックします。
2.
Operations Manager のツール バーの [スコープ] をクリックします。次に、SQL Server オブジェクトだけが表示されるように、詳細ウィンドウに表示されるオブジェクトをフィルターします。
3.
詳細ウィンドウで、設定を変更するオブジェクトの種類をクリックします。
4.
Operations Manager のツール バーで、[上書き] をクリックし、[オブジェクト検出の上書き] をクリックします。次に、[種類: <オブジェクトの種類の名前> のすべてのオブジェクト]、[グループ] の順にクリックするか、[種類: <オブジェクトの種類の名前> の特定のオブジェクト] をクリックするか、または [次の種類以外のすべてのオブジェクト] をクリックします。
5.
[上書きのプロパティ] ダイアログ ボックスで、変更する [有効] パラメーターの [上書き] ボックスをクリックします。
6.
[管理パック] の下の [新規] クリックして、封印されていないバージョンの管理パックを作成し、[OK] をクリックします。


上書きの設定を変更した後は、このオブジェクトの種類が自動検出されて [Microsoft SQL Server] の下の [監視] ウィンドウに表示されるようになります。
設定の上書きの詳細については、「Operations Manager 2007 の上書き機能」(http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=86870) を参照してください。
次の監視シナリオでは、手動の構成が必要になる場合があります。これらの要件の詳細については、「主要な監視シナリオ」を参照してください。
•
データベースの構成の監視
•
DB ファイルの監視
•
DB ファイル グループの監視
•
監視からのデータベースの除外
•
監視からの DB エンジン インスタンスの除外
•
パブリケーション コンポーネントの監視
•
サービス パック準拠
•
サブスクリプション コンポーネントの監視
セキュリティに関する考慮事項
SQL Server 管理パック パッケージの 2009 年 10 月のリリース以降、エージェントレス監視はサポートされなくなりました。この変更は、クラスター化されたリソースの監視を完全にサポートするために加えられました。
管理パックのカスタマイズが必要な場合があります。低い特権の環境では実行できないアカウントや、最低限の権限を持つ必要があるアカウントがあります。
このセクションの内容は次のとおりです。
•
実行プロファイル
· 低い特権の環境
•
グループ
· TLS 1.2 保護

実行プロファイル
SQL Server コア ライブラリ管理パックが最初にインポートされるときに、3 つの新しい実行プロファイルが作成されます。
· SQL Server の既定のアクション アカウント
· SQL Server 検出アカウント
このプロファイルは、すべての検出に関連付けられています。
· SQL Server 監視アカウント
このプロファイルは、すべての監視およびタスクに関連付けられています。
既定では、SQL Server 管理パックで定義されたすべての検出、監視、およびタスクは、"既定のアクション アカウント" 実行プロファイルで定義されたアカウントを使用します。システムの既定のアクション アカウントに SQL Server のインスタンスの検出または監視に必要な権限がない場合は、必要なアクセス権を持つ、SQL Server 実行プロファイルの特定の資格情報に、これらのシステムをバインドできます。
SQL Server 用の実行プロファイルを構成する手順を次に示します。
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実行プロファイルを構成するには
	1.
既定のアクション アカウントの権限が SQL Server の監視には不十分であるターゲット コンピューターの名前を識別します。
2.
各システムに対して既存の資格情報のセットを使用するか、または新規に作成します。この資格情報に必要な最小限の SQL Server 権限については、この管理パック ガイドの「低い特権の環境」を参照してください。
3.
手順 2. で識別した資格情報のセットに対して、それぞれに対応する実行アカウントが管理グループに存在することを確認します。必要に応じて実行アカウントを作成します。
4.
各実行プロファイルの [実行アカウント] タブで、ターゲットと実行アカウントのマッピングを設定します。 マッピングについては、次の表を参照してください。
実行プロファイル
対象サーバー
SQL Server 検出アカウント
クラス:
· Windows Server
SQL Server 2005 DB エンジン
· SQL Server 2008 DB エンジン
· SQL Server 2012 DB エンジン
· SQL Server 2005 エージェント
· SQL Server 2008 エージェント
· SQL Server 2012 エージェント
· SQL Server 2008 ミラーリング DB
· SQL Server 2008 ミラーリング監視
· SQL Server 2012 ミラーリング DB
· SQL Server 2012 ミラーリング監視
グループ:
· SQL 2005 コンピューター
· SQL 2008 コンピューター
· SQL 2012 コンピューター
· SQL Server 2008 ミラーリング グループ
· SQL Server 2012 ミラーリング グループ
· SQL 2005 DB エンジン グループ
· SQL 2008 DB エンジン グループ
· SQL 2008 R2 DB エンジン グループ
· SQL 2012 DB エンジン グループ
SQL Server 監視アカウント
クラス:
· SQL Server 2005 DB エンジン
· SQL Server 2008 DB エンジン
· SQL Server 2012 DB エンジン
· SQL Server 2005 DB
· SQL Server 2008 DB
· SQL Server 2012 DB
· SQL Server 2005 DB ファイル
· SQL Server 2008 DB ファイル
· SQL Server 2012 DB ファイル
· SQL Server 2005 DB ログ ファイル
· SQL Server 2008 DB ログ ファイル
· SQL Server 2012 DB ログ ファイル
· SQL Server 2005 エージェント
· SQL Server 2008 エージェント
· SQL Server 2012 エージェント
· SQL Server 2005 エージェント ジョブ
· SQL Server 2008 エージェント ジョブ
· SQL Server 2012 エージェント ジョブ
· SQL Server 2005 DB ファイル グループ
· SQL Server 2008 DB ファイル グループ
· SQL Server 2012 DB ファイル グループ
· SQL Server 2005 Analysis Services
· SQL Server 2008 Analysis Services
· SQL Server 2012 Analysis Services
· SQL Server 2005 Integration Services
· SQL Server 2008 Integration Services
· SQL Server 2012 Integration Services
グループ:
· SQL 2005 DB エンジン グループ
· SQL 2008 DB エンジン グループ
· SQL 2008 R2 DB エンジン グループ
· SQL 2012 DB エンジン グループ
SQL Server の既定のアクション アカウント
クラス:
· SQL Server 2005 DB エンジン
· SQL Server 2008 DB エンジン
· SQL Server 2012 DB エンジン
· SQL Server 2005 エージェント
· SQL Server 2008 エージェント
· SQL Server 2012 エージェント
· SQL Server 2005 Analysis Services
· SQL Server 2008 Analysis Services
· SQL Server 2012 Analysis Services
· SQL Server 2005 Integration Services
· SQL Server 2008 Integration Services
· SQL Server 2012 Integration Services
· SQL Server 2005 DB
· SQL Server 2008 DB
· SQL Server 2012 DB
· SQL Server 2005 Reporting Services
· SQL Server 2008 Reporting Services
· SQL Server 2012 Reporting Services
· SQL Server 2005 エージェント ジョブ
· SQL Server 2008 エージェント ジョブ
· SQL Server 2012 エージェント ジョブ
グループ:
· SQL 2005 DB エンジン グループ
· SQL 2008 DB エンジン グループ
· SQL 2008 R2 DB エンジン グループ
· SQL 2012 DB エンジン グループ



詳細については、「Operations Manager 2007 の実行アカウントと実行プロファイル」および「低い特権の環境」を参照してください。
低い特権の環境
このセクションでは、監視対象の SQL Server インスタンスとホスト オペレーティング システムの両方に対する低い特権のアクセス (検出、監視、およびアクション) 用に SQL Server 管理パックを構成する方法について説明します。 このセクションの手順に従うと、SQL Server 管理パックをホストするヘルス サービスは、対象となる SQL Server インスタンスとそのインスタンスが実行されているオペレーティング システムに対する低い特権のアクセスを使用してすべてのワークフローを実行します。
詳細については、「実行プロファイル」を参照してください。
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注 
ミラーリング監視は、低い特権の構成でサポートされています。ただし、検出スクリプトにミラーリング インスタンスの管理者権限が必要なパーツが含まるとすぐに、高い特権の下でだけ動作します。
低い特権の環境のセットアップ
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注 
次の手順は、SQL Server 管理パックの低い特権の検出、監視、およびアクションを構成するのに必要な手順について説明したものです。この低い特権の構成は、非クラスター化 SQL Server 環境のみでサポートされています。
クラスター化された SQL Server インスタンスの低い特権での監視は、System Center Operations Manager 2012 から監視される SQL Server 2008 以前のバージョンではサポートされません。特別な構成が必要です。詳細については、「クラスターのエージェント コンピューターで低い特権の環境を構成するには」の手順 3 を参照してください。クラスター化された SQL Server インスタンスの低い特権での監視は、SQL Server 2012 以降のバージョンではサポートされます。
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Active Directory で低い特権の環境を構成するには
	1.
Active Directory で、対象となるすべての SQL Server インスタンスに低い特権でアクセスする際に通常使用する次の 3 つのドメイン ユーザーを作成します。
a.
SQLDefaultAction
b.
SQLDiscovery
c.
SQLMonitor
2.
SQLMPLowPriv というドメイン グループを作成し、次のドメイン ユーザーを追加します。
a.
SQLDiscovery
b.
SQLMonitor
3.  特別な権限として、読み取り専用ドメイン コントローラーの "読み取り権限" を SQLMPLowPriv に付与します。 
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エージェント コンピューターで低い特権の環境を構成するには
	1.
エージェント コンピューターで、SQLDefaultAction および SQLMonitor ドメイン ユーザーを "Performance Monitor Users" ローカル グループに追加します。
2.
エージェント コンピューターのオペレーティング システムが Windows Server 2008 以上である場合は、SQLDefaultAction および SQLMonitor ドメイン ユーザーを "EventLogReaders" ローカル グループに追加します。 
•
エージェント コンピューターのオペレーティング システムが Windows Server 2003 または Windows Server 2003 R2 の場合は、アプリケーション イベント ログおよびシステム イベント ログへの読み取りアクセス権が SQLDefaultAction および SQLMonitor にあることを確認します。詳細については、「Windows Server 2003 のイベント ログのセキュリティをローカルまたはグループ ポリシーで設定する方法」を参照してください。
3.
SQLDefaultAction ドメイン ユーザーおよび SQLMPLowPriv ドメイン グループをローカルの Users グループのメンバーとして追加します。
4.
"ローカル ログオン" ローカル セキュリティ ポリシー設定を構成して、SQLDefaultAction ドメイン ユーザーおよび SQLMPLowPriv ドメイン グループ ユーザーにローカル ログオンを許可します。
5.  HKLM:\Software\Microsoft\Microsoft SQL Server レジストリ パスに対する読み取り権限を SQLDefaultAction と SQLMPLowPriv に付与します。
6.  "メソッドの実行"、"アカウントの有効化"、"リモートの有効化"、"セキュリティの読み取り" の権限
      (対象の WMI 名前空間は root、root\cimv2、root\default、root\Microsoft\SqlServer\ComputerManagement11) を SQLDefaultAction と SQLMPLowPriv に付与します
7.  HKLM:\Software\Microsoft\Microsoft SQL Server\[InstanceID]\MSSQLServer\Parameters レジストリ パスに対する読み取り権限を各監視対象インスタンスの SQLMPLowPriv に付与します。
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注 
監視アカウントのユーザーには、"C:\Windows\Temp" フォルダーに対する次の権限が必要です。
· [変更]
· 読み取りと実行
· フォルダー内容の一覧表示
· 読み取り
· Write
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クラスターのエージェント コンピューターで低い特権の環境を構成するには
1.  DCOMCNFG を使用して、SQLMPLowPriv および SQLDefaultAction に "リモートからの起動" と 
      "リモートからのアクティブ化" の DCOM 権限を付与します。
2.  Windows ファイアウォールを経由した Windows リモート管理を許可します。   
3.  フェールオーバー クラスター マネージャーを使用して、クラスターに対する “読み取り“ アクセスと “フルコントロール” 権限を SQLMPLowPriv に付与します (“フルコントロール” 権限は SQL Server 2008 以前の古いバージョンのみに必要です)。
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SQL Server Management Studio でインスタンスを監視対象として構成するには
	1.
SQL Server Management Studio で、エージェント コンピューターで監視されるすべての SQL Server インスタンスに "SQLMPLowPriv" のログインを作成し、各 "SQLMPLowPriv" ログインに次の権限を付与します。
a.
VIEW ANY DEFINITION
b.
VIEW SERVER STATE
c.   VIEW ANY DATABASE
d.   SELECT ON SYS.DATABASE_MIRRORING_WITNESSES
2.
既存のユーザー データベース、master、msdb、model のそれぞれについて、SQLMPLowPriv ログインにマップする SQLMPLowPriv ユーザーを作成します。このユーザーを model データベースに設定することによって、今後ユーザーが作成するすべてのデータベースには SQLMPLowPriv ユーザーが自動的に作成されます。以下のコード サンプルを参照してください。アタッチされたデータベースと復元されたデータベースについては、ユーザーを手動で準備する必要があります。
3.
msdb の SQLMPLowPriv ユーザーを SQLAgentReaderRole データベース ロールに追加します。
4.  msdb の SQLMPLowPriv ユーザーを PolicyAdministratorRole データベース ロールに追加します。
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SQL Server Management Studio でインスタンスを既定のアクション向けに構成するには
	1.
SQL Server Management Studio で、エージェント コンピューターで監視されるすべての SQL Server インスタンスに SQLDefaultAction のログインを作成し、各 SQLDefaultAction ログインに次の権限を付与します。
a.
VIEW ANY DEFINITION
b.
VIEW SERVER STATE
c.  VIEW ANY DATABASE
d.   SELECT ON SYS.DATABASE_MIRRORING_WITNESSES
2.
既存のユーザー データベース、master、msdb、model のそれぞれについて、SQLDefaultAction ログインにマップする SQLDefaultAction ユーザーを作成します。このユーザーを model データベースに設定することによって、今後ユーザーが作成するすべてのデータベースには SQLDefaultAction ユーザーが自動的に作成されます。以下のコード サンプルを参照してください。アタッチされたデータベースと復元されたデータベースについては、ユーザーを手動で準備する必要があります。
3.
msdb の SQLDefaultAction ユーザーを SQLAgentReaderRole データベース ロールに追加します。
4.  msdb の SQLDefaultAction ユーザーを PolicyAdministratorRole データベース ロールに追加します。


System Center Operations Manager のオプションのタスクの中には、実行対象のエージェント コンピューターおよびデータベースに対する、より高い特権が必要となるものがあります。 次の準備手順は、System Center Operations Manager コンソールのオペレーターに対処してもらうエージェント コンピューターまたはデータベースでのみ実行するようにしてください。
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データベース オブジェクトに対して System Center Operations Manager タスクを実行できるようにするには
	1.
DB エンジン サービス、SQL Server エージェント サービス、SQL フルテキスト検索サービス、Analysis Services、Integration Services、Reporting Services など、NT サービスの開始または停止を伴うタスクに関して、エージェント コンピューターで NT サービスを開始または停止できる権限を SQLDefaultAction ユーザーに付与します。これには、サービスのセキュリティ記述子の設定も含まれます。詳細については、「Sc sdset」を参照してください。
基本的なプロセスとしては、sc sdshow を使用してサービスに対する既存の権限を読んでから、そのサーバーに対する追加の権限を SQLDefaultAction ユーザーに付与します。  たとえば、SQL Server サービスの SC sdshow コマンドの結果が次であったと仮定しましょう。
D:(A;;CCLCSWRPWPDTLOCRRC;;;SY)(A;;CCDCLCSWRPWPDTLOCRSDRCWDWO;;;BA)(A;;CCLCSWLOCRRC;;;IU)(A;;CCLCSWLOCRRC;;;SU)S:(AU;FA;CCDCLCSWRPWPDTLOCRSDRCWDWO;;;WD)
このような場合、次のコマンド ラインでは、SQL Server サービスを開始および停止するのに十分なアクセス権を SQLDefaultAction に付与します (斜体の値を適宜置き換え、すべてを 1 行で記述します)。
sc sdset SQL Server service name D:(A;;GRRPWP;;;SID for SQLDefaultAction)(A;;CCLCSWRPWPDTLOCRRC;;;SY)(A;;CCDCLCSWRPWPDTLOCRSDRCWDWO;;;BA)(A;;CCLCSWLOCRRC;;;IU)(A;;CCLCSWLOCRRC;;;SU)S:(AU;FA;CCDCLCSWRPWPDTLOCRSDRCWDWO;;;WD)
2.
SQL Server Management Studio で、以下のチェックを行う各データベースの db_owner データベース ロールに "SQLDefaultAction" を追加します。
a.
"カタログのチェック (DBCC)"
b.
"データベースのチェック (DBCC)"
c.
"ディスクのチェック (DBCC)" (DBCC CHECKALLOC を呼び出します)
3.
状態を設定する各データベースの SQLDefaultAction に ALTER 特権を許可します。
a.
"データベースをオフラインに設定します"
b.
"データベースを緊急状態に設定します"
4.
ALTER ANY DATABASE 特権を SQLDefaultAction ログインに付与して、"データベースをオンラインに設定します" のタスクを実行します。
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System Center Operations Manager を構成するには 
	1.
SQL Server 管理パックがまだインポートされていない場合は、SQL Server 管理パックをインポートします。
2.
"Windows" アカウント タイプの実行アカウント SQLDefaultAction、SQLDiscovery、および SQLMonitor を作成します。実行アカウントの作成方法の詳細については、「Operations Manager 2007 で実行アカウントを作成する方法」または「Operations Manager 2012 で実行アカウントを作成する方法」を参照してください。実行アカウントの種類の詳細については、「Operations Manager 2007 の実行アカウントと実行プロファイル」または「実行アカウントと実行プロファイルの管理」を参照してください。
3.
System Center Operations Manager コンソールで、次のように、SQL Server 管理パックの実行プロファイルを構成します。
a.
SQLDefaultAction 実行アカウントを使用するように "SQL Server の既定のアクション アカウント" 実行プロファイルを設定します。
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警告 
注: SQLDefaultAction を管理サーバーで "SQL Server の既定のアクション アカウント" にする場合は、Operations Manager データベースへのアクセスを許可する必要があります。
i.
SQLDefaultAction に Operations Manager データベースへの CONNECT 権限を許可します。
ii.
dbmodule_users データベース ロールに "SQLDefaultAction" を追加します。
b.
SQLDiscovery 実行アカウントを使用するように "SQL Server 検出アカウント" 実行プロファイルを設定します。
c.
SQLMonitor 実行アカウントを使用するように "SQL Server 監視アカウント" 実行プロファイルを設定します。


次のコードは、インスタンスに SQLMPLowPriv ログインを準備する例を示しています。
use master
go
create login [yourdomain\SQLMPLowPriv] from windows
go
grant view server state to   [yourdomain\SQLMPLowPriv]
grant view any definition to [yourdomain\SQLMPLowPriv]
grant view any database to [yourdomain\SQLMPLowPriv]
grant select on sys.database_mirroring_witnesses to [yourdomain\SQLMPLowPriv]
go
次のコード例では、Transact-SQL の準備スクリプトを生成する方法を示しています。 生成されたスクリプトにより、SQLMPLowPriv ユーザーが現在のユーザー データベースに加え、model データベースにも準備されます (これにより、今後作成されるデータベースでは準備が自動化されます)。
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警告 
このクエリの結果は、テキスト形式で出力する必要があることに注意してください。
SELECT 'use ' + name + ' ;' 
+ char(13) + char(10)
+ 'create user [yourdomain\SQLMPLowPriv] FROM login [yourdomain\SQLMPLowPriv];'
+ char(13) + char(10) + 'go' + char(13) + char(10) 
FROM sys.databases WHERE database_id = 1 OR database_id >= 3
UNION
SELECT 'use msdb; exec sp_addrolemember @rolename=''SQLAgentReaderRole'', @membername=''yourdomain\SQLMPLowPriv''' 
+ char(13) + char(10) + 'go' + char(13) + char(10)
UNION
SELECT 'use msdb; exec sp_addrolemember @rolename=''PolicyAdministratorRole'', @membername=''yourdomain\SQLMPLowPriv''' 
+ char(13) + char(10) + 'go' + char(13) + char(10)
グループ
SQL Server 管理パックをインポートすると、次のグループが追加されます。
•
SQL 2005 コンピューター
•
SQL 2005 DB エンジン グループ
•
SQL 2005 レプリケーション コンピューター
•
SQL 2008 コンピューター
•
SQL 2008 DB エンジン グループ
•
SQL 2008 レプリケーション コンピューター
•
SQL 2008 ミラーリング グループ
•
SQL 2008 R2 コンピューター
•
SQL 2008 R2 DB エンジン グループ
•
SQL 2008 R2 レプリケーション コンピューター
•
SQL 2012 ミラーリング グループ
•
SQL 2012 コンピューター
•
SQL 2012 DB エンジン グループ
•
SQL コンピューター
•
SQL インスタンス
TLS 1.2 保護
SQL Server の接続の保護動作は、TLS プロトコルによって提供されます。TLS 1.2 プロトコルを使用できるようにするには、次の前提条件を満たした環境であることが必要です。
1. SQL Server を、TLS 1.2 をサポートするバージョンに更新する必要があります。
2. 次の SQL Server ドライバーを、TLS 1.2 をサポートするバージョンに更新する必要があります。
· SQL Server Native Client <バージョン>
· Microsoft SQL Server 用 ODBC Driver 11
3. 次の表に示す前提条件を満たした環境であることを確認してください。
	OS バージョン
	SCOM バージョン
	.NET バージョン
	PowerShell バージョン

	Windows 2012 以降
	最低限サポートされているバージョン以上**
	TLS 1.2 に更新済みの 2.0 ～ 4.0* および TLS 1.2 に更新済みの 4.0 ～ 4.6*
	3.0 以上

	Windows 2012 以降
	最低限サポートされているバージョン以上**
	TLS 1.2 に更新済みの 2.0 ～ 4.0* および 4.6 以上
	3.0 以上

	Windows 2008 R2 以下
	SCOM 2012 SP1 UR10 以降
SCOM 2012 R2 UR7 以降
	TLS 1.2 に更新済みの 2.0 ～ 4.0* および 4.6 以上
	2.0 以上

	Windows 2008 R2 以下
	SCOM 2012 SP1 UR10 以降
SCOM 2012 R2 UR7 以降
	TLS 1.2 に更新済みの 2.0 ～ 4.0* および TLS 1.2 に更新済みの 4.0 ～ 4.6* 
	2.0 以上

	Windows 2008 R2 以下
	最低限サポートされているバージョン** ～ SCOM 2012 SP1 UR9 または SCOM 2012 R2 UR6
	TLS 1.2 に更新済みの 2.0 ～ 4.0*
	2.0


* .NET Framework TLS 1.2 の更新プログラムは、「Microsoft SQL Server 用の TLS 1.2 サポート」ページ (「クライアント コンポーネントのダウンロード」セクション) からダウンロードできます。
** 最低限サポートされている SCOM バージョンは、「サポートされている構成」セクションに記載されています。
SQL Server 2008 および SQL Server 2012 ミラーリング管理パックについて
このセクションのトピックは次のとおりです。
管理パックで検出されるオブジェクト
ヘルスのロールアップのしくみ
主要な監視シナリオ
Operations Manager コンソールによる情報の表示
継承クラス図
SQL Server 2008 ミラーリング - 継承クラス図
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リレーションシップ クラス図
SQL Server 2008 ミラーリング - リレーションシップ クラス図
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注 
SQL Server 2012 ミラーリング MP は、名前が '2008' が ‘2012’.に変更されただけで、クラス構造は論理的に同じです。
管理パックで検出されるオブジェクト
SQL Server 2008 ミラーリング MP と SQL Server 2012 ミラーリング MP を使用して、SQL Server 2008、SQL Server 2008 R2、および SQL Server 2012 データベース ミラーリングのコンポーネントを監視できます。オペレーション コンソールの [作成] ウィンドウを使用して、自動的に検出されないコンポーネントの検出を有効化できます。オブジェクトの検出の有効化の詳細については、Operations Manager ヘルプの「Operations Manager 2007 でのオブジェクト検出」を参照してください。
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注 
同じ手順を使用して、任意のオブジェクトの検出の設定を上書きできます。
MP は、次の表に記載されているオブジェクトの種類を検出します。すべてのオブジェクトが自動的に検出されるとは限りません。自動的に検出されないオブジェクトを検出するには、上書きを使用します。
	カテゴリ
	オブジェクトの種類
	自動検出

	SQL Server ミラーリング コンポーネント
	SQL Server 2008 ミラーリング データベース
	はい

	SQL Server ミラーリング コンポーネント
	SQL Server 2008 ミラーリング監視
	可

	SQL Server ミラーリング コンポーネント
	SQL Server 2008 ミラーリング監視ロール
	可

	SQL Server ミラーリング コンポーネント
	SQL Server 2008 ミラーリング サービス
	はい

	SQL Server ミラーリング コンポーネント
	SQL Server 2008 ミラーリング グループ
	はい


ヘルスのロールアップのしくみ
SQL Server 2008/2012 ミラーリング管理パックは、階層構造のヘルス モデルを使用しています。SQL Server データベースと、SQL Server MP のその他の関連オブジェクトは、ミラーリング機能のヘルスに影響を与えます。
ヘルス ロールアップ図
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注 
依存関係モニターを作成することによって、ヘルス ロールアップをカスタマイズできます。自分の構成のヘルス ロールアップ図を表示するには、オブジェクトを選択し、[アクション] ウィンドウの [ヘルス エクスプローラー] をクリックします。
次の図は、有効化されるオブジェクトと無効化されるオブジェクトを示しています。
有効化されるオブジェクトの図
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主要な監視シナリオ
Operations Manager 用の SQL Server ミラーリング管理パックには、構成できる主要な監視シナリオが多数含まれています。その例を次に示します。
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注 
このリストは管理パック機能の完全なマニフェストではありません。
ミラーリング コンポーネントの検出
それぞれの SQL Server インスタンスについて、次のオブジェクトが検出されます。
· ミラーリングが有効なデータベースとミラーリングの監視に必要なすべてのプロパティ
· ミラーリングが有効な一連のデータベースとプライマリおよびミラーの役割の識別に必要なプロパティを含むミラーリング グループ
· ミラーリング監視ロールとミラーリング監視
· ダイアグラム ビューでミラーリングのデータ フローを示すために必要なミラーリング セッションの方向
次の検出に上書きを適用して、検出で対象外とするデータベース名の "除外リスト" (コンマ区切り形式) を指定できます。
· SQL 2008/2012 ミラー化 DB 検出プロバイダー
パフォーマンスの低下を防ぐために必要な処置については、SQL Server 管理パックのオブジェクトの場合とほぼ同じです。
データベース ミラー同期状態の監視
このモニターは、SQL Server から報告されたデータベース ミラーの状態を確認します。ミラー データベースの可用性に加え、その SYNCHRONIZED 状態も確認できます。このモニターは、さらに次の警告状態についても確認します。
SYNCHRONIZING - ミラー データベースの内容はプリンシパル データベースの内容よりも古いものです。プリンシパル サーバーからミラー サーバーにログ レコードを送信しています。ミラー サーバーでは、ミラー データベースをロールフォワードするために変更を適用しています。データベース ミラーリング セッションの開始時、データベースは同期中状態にあります。プリンシパル サーバーはデータベースとして機能しており、ミラー サーバーは遅延を解消しようとしています。
SUSPENDED - データベースのミラー コピーは使用できない状態です。プリンシパル データベースがミラー サーバーにログを送信せずに、実行されています。この状態を不安定な実行と呼びます。この状態はフェールオーバー後に発生します。また、セッションは、再実行エラーの結果として、または管理者がセッションを一時停止した場合、中断状態になることがあります。中断状態は持続状態であり、パートナーがシャットダウンや起動を行っても保持されます。
PENDING_FAILOVER - この状態は、フェールオーバーが開始された後、サーバーがまだミラーの役割に移行していない状態であり、プリンシパル サーバーだけで発生します。フェールオーバーが開始されると、プリンシパル データベースはフェールオーバー保留中状態になり、すべてのユーザー接続をすばやく終了し、その後すぐにミラーの役割を引き継ぎます。
ミラーリング監視の状態の監視
このモニターは、SQL Server から報告されたデータベース ミラーリング監視の状態を確認します。ミラーリング構成にミラーリング監視が含まれる場合に備え、ミラーリング パートナーとミラーリング監視サーバーの間の接続を使用できるかどうかを確認します。
ミラーリング パートナーの状態の監視
このモニターは、SQL Server から報告されたデータベース ミラーリング セッションの状態を確認します。異常な状態とは、SQL Server データベース ミラーリング セッションが動作状態でないことを示します。
Operations Manager コンソールによる情報の表示
SQL Server 配置のオブジェクトの種類の概要を参照できます。
表示には、オブジェクトの長い一覧を含むことができます。Operations Manager ツールバーの [スコープ]、[検索]、および [検索] ボタンを使用して、特定のオブジェクトまたはオブジェクトのグループを見つけることができます。詳細については、Operations Manager ヘルプの「スコープおよび検索を使用してデータの監視を管理する方法」を参照してください。
以下のビューは、オペレーション コンソールの [監視] ウィンドウ内の [Microsoft SQL Server] ノードの [Mirroring] フォルダーに表示されます。ほとんどのビューの情報は、次の表に記載されています。
•
アクティブなアラート: 解決していないすべてのアラートの集約を表示します。
•
ミラーリング ダイアグラム: ミラーリング コンポーネントとそれらの関係を示すダイアグラムを表示します。
ミラーリング状態のビュー
	ビュー名
	説明

	ミラーリング グループ
	検出されたすべてのミラーリング グループと、ミラー化されたデータベースおよびミラーリング監視オブジェクトへのリンクが表示されます。


ミラーリング ダイアグラム
ミラーリング ダイアグラムには、ミラーリング セッションに参加する主要なオブジェクトが表示されます。これには、ミラーリング データベース、ミラーリング グループ、ミラーリング サービス、ミラーリング監視ロールとミラーリング監視が含まれます。ミラーリング ダイアグラムには、ホスト関係や含有関係などのコンポーネント間の一般的なリレーションシップに加え、ミラーリング データ フローの方向を示す参照タイプのリレーションシップも表示されます。フェールオーバーが発生すると、新しい方向を反映するようにその参照が変更されますが、これには時間がかかることがあります。更新されるまでの時間を短縮するには、その種類のリレーションシップの検出に対する上書きを構成します。
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SQL Server 2012 Always On 管理パックの概要
このセクションでは、SQL Server 2012 Always On 管理パックについて説明します。
この管理パックのスコープは次のとおりです。
· Always On が有効な SQL Server 2012 インスタンスでの Always On オブジェクト (可用性グループ、可用性レプリカ、およびデータベース レプリカ) の検出。
· SQL Server PowerShell プロバイダー (SQLPS モジュールの一部) から PBM (ポリシー ベースの管理) ポリシーの状態を収集することによる Always On オブジェクトのヘルスの監視。
· 可用性レプリカとデータベース レプリカのパフォーマンス データの収集。
· SQL Server Management Studio および SQLPS コンソールで実行するタスク。
前提条件
SQL PowerShell のタスクをオペレーション コンソールから呼び出せるように、オペレーション コンソールがインストールされたコンピューターに SQL Server 2012 Management Studio をインストールする必要があります。
必須の構成
•
必須の管理パックをインポートします。
· Always On セッションに参加するサーバーにインストールされているすべてのエージェントに対し、エージェント プロキシ オプションを有効にします。その方法については、この後に説明する手順を参照してください。
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エージェント プロキシ オプションを有効にするには
	1.
オペレーション コンソールを開き、[管理] ボタンをクリックします。
2.
[管理者] ウィンドウで [エージェントで管理] をクリックします。
3.
一覧内のエージェントをダブルクリックします。
4.
[セキュリティ] タブで、[このエージェントをプロキシとして動作させ、他のコンピューター上の管理オブジェクトを検出する] をクリックします。


低い特権
Always On の監視に対する低い特権の構成は、SQL Server の監視に対する必須の構成に含まれています。そのため、Always On に対して低い特権を明示的に構成する必要はありません。
· Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.DiscoveryAccount プロファイルを SQLDiscovery 実行アカウントにマップする
· Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.MonitoringAccount プロファイルを SQLMonitor 実行アカウントにマップする 
詳細については、「低い特権の環境のセットアップ」を参照してください。
SQL Server 2012 Always On 管理パックの概要 
SQL Server 2012 管理パックの目的は、PBM ポリシーの状態を反映して SQL Server 2012 AlwaysOn オブジェクト (可用性グループ、可用性レプリカ、およびデータベース レプリカ) を検出および監視することです。また、この管理パックには、Always On オブジェクトのパフォーマンス データを収集する機能や、コンソールのタスクを呼び出すことで SQL Server Management Studio および SQL PowerShell を呼び出す機能もあります。
このセクションの内容:
· 監視シナリオ
· ヘルスのロールアップのしくみ
この管理パックに含まれる検出、ルール、モニター、ビュー、レポートの詳細については、「付録: Always On 管理パックの内容」を参照してください。
主要な監視シナリオ
可用性グループ、可用性レプリカ、およびデータベース レプリカの検出 
次のオブジェクトが自動的に検出されます。
· 可用性グループ – SMO の可用性グループ オブジェクトを表します。識別および監視に必要なすべてのプロパティが含まれます。
· 可用性レプリカ – SMO の可用性レプリカ オブジェクトを表します。識別および監視に必要なすべてのプロパティが含まれます。
· データベース レプリカ – Always On のデータベース レベルのオブジェクトを表します。SMO オブジェクトの可用性データベース プロパティとデータベース レプリカ状態プロパティが含まれます。 
· 可用性グループ ヘルス – エージェントから可用性グループ レベルへのヘルスのロールアップに使用される隠しオブジェクトです。 
可用性グループ、可用性レプリカ、およびデータベース レプリカのヘルスの監視
このシナリオでは、各オブジェクトの PBM ポリシーの状態を読み取る SQL Server PowerShell プロバイダーを使用して、対象の SQL Server インスタンスにある使用可能なすべての Always On オブジェクトのヘルスを収集します。
この監視パックには、Windows アプリケーション ログに次のイベントが出現したときにアラートを通知するためのイベント ルールが 2 つあります。
· イベント ID 1480: データベース レプリカのロールが変更されている
· イベント ID 19406: 可用性レプリカのロールが変更された
既定では SQL Server でのこれらのイベントは無効になっていることに注意してください。有効にするには、次の TSQL スクリプトを実行します。
· sp_altermessage 1480, 'with_log', 'true'
· sp_altermessage 19406, 'with_log', 'true'
可用性グループ、可用性レプリカ、およびデータベース レプリカのパフォーマンスの監視
このシナリオでは、対象のコンピューターおよび SQL インスタンスにある可用性レプリカとデータベース レプリカのパフォーマンス カウンターを確認します。
カスタム ユーザー ポリシーの監視
Always On のモニターでは、どのモニターでも、PBM (ポリシー ベースの管理) で提供される API を使用して、システム ポリシーのリーダーの状態に基づいて状態が反映されます。Always On 管理パックには、システム ポリシーに加え、ユーザーが定義したカスタム ユーザー ポリシーを監視する機能もあります。
Always On 管理パックでは、SQL Server 管理パックの CUP (カスタム ユーザー ポリシー) の監視機能を拡張し、データベースをファセットとして持つポリシーだけでなく、次のオブジェクトをファセットとして持つポリシーも監視できるようになっています。
· 可用性グループ
· 可用性レプリカ
· データベース レプリカ
対応するファセットのそれぞれについて、2 種類の CUP モニターがあります。
· "警告" 重大状態を持つ 2 状態モニター。<object> をファセットとして持ち、定義済みの警告カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つカスタム ユーザー ポリシーの状態を反映するために使用される。
· "エラー" 重大状態を持つ 2 状態モニター。<object> をファセットとして持ち、定義済みのエラー カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つカスタム ユーザー ポリシーの状態を反映するために使用される。
ヘルスのロールアップのしくみ
次の図に、オブジェクトのヘルス状態がこの管理パックでロールアップされるしくみを示します。
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セキュリティの構成 
	実行プロファイル名
	関連付けられるルールとモニター
	注

	Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.DiscoveryAccount
	· Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.GeneralAlwaysOnDiscovery
· Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.GeneralUserPolicyDiscovery
	

	Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.MonitoringAccount
	· Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.ClusterStateMonitor
· Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.AvailabilityGroupOnline
· Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.AutomaticFailoverReadiness
· Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.AvailabilityReplicasSynchronizing
· Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.AvailabilityReplicasSynchronizationState
· Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.AvailabilityReplicaRoleState
· Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.AllAvailabilityReplicasAreConnected
· Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.RoleOfAvailabilityReplicaIsHealthy
· Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.AvailabilityReplicaIsConnected
· Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.AvailabilityReplicaDataSynchronizationHealth
· Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.AvailabilityReplicaIsJoined
· Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.DbrDataSynchronizationState
· Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.DbrJoinState
· Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.DbrSuspendState
· Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.AvailabilityGroupErrorPolicyStateMonitor
· Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.AvailabilityGroupWarningPolicyStateMonitor
· Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.AvailabilityReplicaErrorPolicyStateMonitor
· Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.AvailabilityReplicaWarningPolicyStateMonitor
· Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.DatabaseReplicaErrorPolicyStateMonitor
· Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.DatabaseReplicaWarningPolicyStateMonitor
	


;
SQL Server 管理パックについて
このセクションのトピックは次のとおりです。
管理パックで検出されるオブジェクト
ヘルスのロールアップのしくみ
主要な監視シナリオ
Operations Manager コンソールによる情報の表示
継承クラス図
継承クラス図
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リレーションシップ クラス図
リレーションシップ クラス図
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管理パックで検出されるオブジェクト
SQL Server 管理パックを使用すると、SQL Server 2005、SQL Server 2008、SQL Server 2008 R2、および SQL Server 2012 のコンポーネントを監視できます。オペレーション コンソールの [作成] ウィンドウを使用して、自動的に検出されないコンポーネントの検出を有効化できます。オブジェクトの検出の有効化の詳細については、Operations Manager ヘルプの「Operations Manager 2007 でのオブジェクト検出」を参照してください。
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注 
同じ手順を使用して、任意のオブジェクトの検出の設定を上書きできます。
SQL Server 管理パックで検出されるオブジェクトの種類を、次の表で説明します。すべてのオブジェクトが自動的に検出されるとは限りません。自動的に検出されないオブジェクトを検出するには、上書きを使用します。
	カテゴリ
	オブジェクトの種類
	自動検出

	SQL Server ロール
	SQL Server 2008 R2 DB エンジン
	はい

	SQL Server ロール
	SQL Server 2008 DB エンジン
	はい

	SQL Server ロール
	SQL Server 2005 DB エンジン
	可

	SQL Server ロール
	SQL Server 2012 DB エンジン
	はい

	SQL Server ロール
	SQL Server 2008 R2 Analysis Services
	はい

	SQL Server ロール
	SQL Server 2008 Analysis Services
	可

	SQL Server ロール
	SQL Server 2005 Analysis Services
	はい

	SQL Server ロール
	SQL Server 2012 Analysis Services
	可

	SQL Server ロール
	SQL Server 2008 R2 Reporting Services
	可

	SQL Server ロール
	SQL Server 2008 Reporting Services
	可

	SQL Server ロール
	SQL Server 2005 Reporting Services
	はい

	SQL Server ロール
	SQL Server 2012 Reporting Services
	はい

	SQL Server ロール
	SQL Server 2008 R2 Integration Services
	はい

	SQL Server ロール
	SQL Server 2008 Integration Services
	はい

	SQL Server ロール
	SQL Server 2005 Integration Services
	はい

	SQL Server ロール
	SQL Server 2012 Integration Services
	はい

	レプリケーション コンポーネント
	SQL Server 2008 R2 ディストリビューター
	いいえ

	レプリケーション コンポーネント
	SQL Server 2008 ディストリビューター
	いいえ

	レプリケーション コンポーネント
	SQL Server 2005 ディストリビューター
	いいえ

	レプリケーション コンポーネント
	SQL Server 2012 ディストリビューター
	いいえ

	レプリケーション コンポーネント
	SQL Server 2008 R2 パブリッシャー
	いいえ

	レプリケーション コンポーネント
	SQL Server 2008 パブリッシャー
	いいえ

	レプリケーション コンポーネント
	SQL Server 2005 パブリッシャー
	いいえ

	レプリケーション コンポーネント
	SQL Server 2012 パブリッシャー
	いいえ

	レプリケーション コンポーネント
	SQL Server 2008 R2 サブスクライバー
	いいえ

	レプリケーション コンポーネント
	SQL Server 2008 サブスクライバー
	いいえ

	レプリケーション コンポーネント
	SQL Server 2005 サブスクライバー
	いいえ

	レプリケーション コンポーネント
	SQL Server 2012 サブスクライバー
	いいえ

	レプリケーション コンポーネント
	SQL Server 2008 R2 サブスクリプション
	いいえ

	レプリケーション コンポーネント
	SQL Server 2008 サブスクリプション
	いいえ

	レプリケーション コンポーネント
	SQL Server 2005 サブスクリプション
	いいえ

	レプリケーション コンポーネント
	SQL Server 2012 サブスクリプション
	いいえ

	他のオブジェクトの種類
	SQL Server 2008 R2 DB
	はい

	他のオブジェクトの種類
	SQL Server 2008 DB
	はい

	他のオブジェクトの種類
	SQL Server 2005 DB
	可

	他のオブジェクトの種類
	SQL Server 2012 DB
	可

	他のオブジェクトの種類
	SQL Server 2008 ミラーリング DB
	はい

	他のオブジェクトの種類
	SQL Server 2008 ミラーリング監視
	可

	他のオブジェクトの種類
	SQL Server 2008 R2 エージェント
	はい

	他のオブジェクトの種類
	SQL Server 2008 エージェント
	可

	他のオブジェクトの種類
	SQL Server 2005 エージェント
	はい

	他のオブジェクトの種類
	SQL Server 2012 エージェント
	はい

	他のオブジェクトの種類
	SQL Server 2008 R2 エージェント ジョブ
	いいえ

	他のオブジェクトの種類
	SQL Server 2008 エージェント ジョブ
	いいえ

	他のオブジェクトの種類
	SQL Server 2005 エージェント ジョブ
	いいえ

	他のオブジェクトの種類
	SQL Server 2012 エージェント ジョブ
	いいえ

	他のオブジェクトの種類
	SQL Server 2008 R2 DB ファイル グループ
	はい

	他のオブジェクトの種類
	SQL Server 2008 DB ファイル グループ
	はい

	他のオブジェクトの種類
	SQL Server 2005 DB ファイル グループ
	はい

	他のオブジェクトの種類
	SQL Server 2012 DB ファイル グループ
	可

	他のオブジェクトの種類
	SQL Server 2012 DB FILESTREAM ファイル グループ
	はい

	他のオブジェクトの種類
	SQL Server 2008 R2 DB ファイル
	はい

	他のオブジェクトの種類
	SQL Server 2008 DB ファイル
	はい

	他のオブジェクトの種類
	SQL Server 2012 DB ファイル
	はい

	他のオブジェクトの種類
	SQL Server 2005 DB ファイル
	はい

	他のオブジェクトの種類
	SQL Server 2012 DB ポリシー
	いいえ


検出されるオブジェクト
SQL Server 2005 エージェント ジョブの自動検出を有効化する例として、次の手順を使用してください。
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上書きを使用して自動検出の設定を変更するには
	1.
[作成] ウィンドウで [管理パック オブジェクト] を展開し、[オブジェクト検出] をクリックします。
2.
Operations Manager のツール バーの [スコープ] をクリックします。次に、SQL Server オブジェクトだけが表示されるように、詳細ウィンドウに表示されるオブジェクトをフィルターします。
3.
Operations Manager のツール バーで、[スコープ] を使用してオブジェクトの一覧をフィルターし、[SQL Server エージェント ジョブ] をクリックします。
4.
Operations Manager のツール バーで、[上書き]、[オブジェクト検出の上書き]、[種類: SQL 2005 エージェントのすべてのオブジェクト]、[グループ] の順にクリックします。
5.
[上書きのプロパティ] ダイアログ ボックスで、[有効] パラメーターの [上書き] ボックスをクリックします。
6.
[管理パック] の [新規] をクリックし、封印されていないバージョンの管理パックを作成して、[OK] をクリックするか、この上書きを保存するために以前に作成した封印されていない管理パックを選択します。ベスト プラクティスとして、上書きを既定の管理パックに保存しないことをお勧めします。


上書きの設定を変更した後は、このオブジェクトの種類が自動検出されて [SQL Server] の下の [監視] ウィンドウに表示されるようになります。
検出失敗アラート レポート 
次の表には、検出と、特定のルールによって収集されてそれぞれ表示される検出エラーの一覧が含まれています。
	検出名
	エラー イベント ID

	SQL Server 2005 エージェント ジョブの検出
	7101

	データベース エンジンのデータベースの検出
	

	ファイル グループの検出
	

	ファイルの検出
	

	SQL Server 2008 エージェント ジョブの検出
	7102

	データベース エンジンのデータベースの検出
	

	ファイル グループの検出
	

	ファイルの検出
	

	データベース エンジンのミラー化データベースの検出
	

	ミラー化データベース監視サーバーの検出
	

	SQL Server 2012 エージェント ジョブの検出
	7103

	データベース レプリカ Always On 検出
	

	汎用 Always On 検出
	

	全般的カスタム ユーザー ポリシー検出
	

	データベース エンジンのデータベースの検出
	

	SQL Server 2012 データベースのカスタム ユーザー ポリシーの検出
	

	ファイル グループの検出
	

	ファイルの検出
	

	データベース エンジンのミラー化データベースの検出
	

	ミラー化データベース監視サーバーの検出
	


ヘルスのロールアップのしくみ
SQL Server 管理パックでは、SQL Server コンポーネントが層構造に分類されます。この構造では、ある層のヘルスが下位層のヘルスに依存する場合があります。
最上位レベル
このモデルの最上位レベルには Windows Server が含まれます。SQL Server アプリケーションが正常でない場合は、Windows Server も正常ではありません。
第 2 レベル
	第 2 レベルにはこれらのコンポーネントが含まれます。
	•
データベース エンジン
•
Reporting Services (下位レベルのコンポーネントは含まれません)
•
Analysis Services (下位レベルのコンポーネントは含まれません)
•
Integration Services (下位レベルのコンポーネントは含まれません)
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注 
上記の各コンポーネントのヘルスは、Windows Server のヘルスに直接影響します。


データベース エンジン
	データベース エンジンには、これらの下位レベルのコンポーネントが含まれます。
	•
データベース (下位レベルのコンポーネントを含むのはデータベースのみです)
•
ディストリビューター
•
パブリッシャー
•
サブスクライバー (Subscriber)


データベース
データベースには、次の下位レベルのコンポーネントが含まれます。
	データベース ファイル 
	ファイル グループ コンポーネントのヘルスに影響し、さらに、データベースのヘルスにも影響します。

	SQL Server エージェント 
	SQL Server エージェント ジョブという下位レベルのコンポーネントが 1 つ含まれています。SQL Server エージェント ジョブが正常でない場合は、SQL Server エージェントが正常ではなくなるため、データベース エンジンも正常ではなくなります。

	パブリケーション 
	データベースにロールアップしますが、下位レベルのコンポーネントはありません。

	サブスクリプション
	データベースにロールアップしますが、下位レベルのコンポーネントはありません。

	データベース ポリシー
	データベースにマップされたカスタム ユーザー ポリシーの状態をロールアップします。


ヘルス ロールアップ図
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注 
依存関係モニターを作成することによって、ヘルス ロールアップをカスタマイズできます。自分の構成のヘルス ロールアップ図を表示するには、オブジェクトを選択し、[アクション] ウィンドウの [ヘルス エクスプローラー] をクリックします。
次の図は、有効化されるオブジェクトと無効化されるオブジェクトを示しています。
有効化されるオブジェクトの図
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主要な監視シナリオ
Operations Manager 用の SQL Server 管理パックには、構成できる主要な監視シナリオが多数含まれています。その例を次に示します。
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注 
このリストは管理パック機能の完全なマニフェストではありません。
カスタム ユーザー ポリシー (CUP - ユーザーが定義した PBM ポリシー) の監視
SQL Server 2012 向けに、ポリシー ベースの管理の機能に基づく新しい監視機能が追加されています。データベースがファセットとして使用される場合に、ユーザーが定義したポリシーの状態を監視することができます。
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注 

データベースが復元状態の場合、そのデータベースを対象とする CUP は監視されません。
CUP の状態が反映されるモニターは 2 種類あります。
· "エラー" 重大状態を持つ 2 状態モニター。データベースをファセットとして持ち、定義済みのエラー カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つカスタム ユーザー ポリシーの状態を反映するために使用される。
· "警告" 重大状態を持つ 2 状態モニター。データベースをファセットとして持ち、定義済みのエラー カテゴリ以外のいずれかのカテゴリをポリシー カテゴリとして持つカスタム ユーザー ポリシーの状態を反映するために使用される。
SQL Server 2008 と SQL Server 2008 R2 用に区別された構成
SQL Server 2008 と SQL Server 2008 R2 に異なる監視または検出の設定を構成するには、定義済みのコンピューター グループに上書きを適用してください。
•
SQL Server 2008 DB エンジン グループ - SQL Server 2008 および SQL Server 2008 SP1 のインスタンスを含む
•
SQL Server 2008 R2 DB エンジン グループ - SQL Server 2008 R2 のインスタンスを含む
データ ファイルとログ ファイルの領域監視
管理パック ルールは、データ ログの合計とログ ファイルの空き領域を収集します。この情報を調査するためのレポートは、問題管理や容量計画などの目的で、複数のデータベースを対象に、なおかつ長期間にわたって使用できます。管理パックのモニターでは、データ ファイル、ファイル グループ、およびデータベースという 3 つのレベルで空き領域の監視が行われます。
詳細については、「ユニット モニター」および「ヘルス ロールアップ図」の空き領域モニターの階層および上書き可能なパラメーターを参照してください。次のパフォーマンス カウンターは、空き領域の監視をサポートするために用意されています。
1.
データベース レベル
a.
データベースの合計空き領域 (MB/%) の収集
このデータベースのすべてのファイル グループにあるすべてのファイルに対する、データベース内の残りの領域のサイズ (MB 単位または % 単位)。自動拡張が有効にされた、ファイルをホストしているメディア上の残りの領域も含まれます。
2.
DB ファイル グループ レベル
a.
DB ファイル グループの空き領域 (MB/%) の収集
このファイル グループのすべてのファイルに対する、残りの領域のサイズ (MB 単位または % 単位)。自動拡張が有効にされた、ファイルをホストしているメディア上の残りの領域も含まれます。
b.
DB ファイル グループの残りの割り当て領域 (MB/%) の収集
このファイル グループのすべてのファイルに対する、残りの領域のサイズ (MB 単位または % 単位)。自動拡張が有効にされた、ファイルをホストしているメディア上の残りの領域は含まれません。
3.
SQL DB ファイル レベル
a.
DB ファイルの空き領域 (MB/%) の収集
ファイル内の残りの領域のサイズ (MB 単位または % 単位)。自動拡張が有効にされた、ファイルをホストしているメディア上の残りの領域も含まれます。
b.
DB ファイルの残りの割り当て領域 (MB/%) の収集
ファイル内の残りの領域のサイズ (MB 単位または % 単位)。自動拡張が有効にされた、ファイルをホストしているメディア上の残りの領域は含まれません。
4.
SQL DB ログ ファイル レベル
a.
DB ログ ファイルの空き領域 (MB/%) の収集
このデータベースのすべてのログ ファイルの残りの領域のサイズ (MB 単位または % 単位)。自動拡張が有効にされた、ファイルをホストしているメディア上の残りの領域も含まれます。
b.
DB ログ ファイルの残りの割り当て領域 (MB/%) の収集
このデータベースのすべてのログ ファイルの残りの領域のサイズ (MB 単位または % 単位)。自動拡張が有効にされた、ファイルをホストしているメディア上の残りの領域は含まれません。
既定では、次のレベルの空き領域の監視が有効になっています。
•
データベース
•
ファイル グループ
•
ファイル
ご利用の環境が増加した負荷の影響を受けやすい場合は、ファイル グループ レベルおよびファイル レベルでの監視の無効化を検討してください。ファイル グループ レベルの監視を無効にするには、次のルールを無効にする必要があります。
•
DB ファイル グループの残りの割り当て領域 (%) の収集
•
DB ファイル グループの残りの割り当て領域 (MB) の収集
•
DB ファイル グループの空き領域 (%) の収集
•
DB ファイル グループの空き領域 (MB) の収集
ファイル レベルの監視を無効にするには、次のルールとモニターを無効にする必要があります。
ルール
•
DB ファイルの残りの割り当て領域 (%) の収集
•
DB ファイルの残りの割り当て領域 (MB) の収集
•
DB ファイルの空き領域 (%) の収集
•
DB ファイルの空き領域 (MB) の収集
•
DB ログ ファイルの残りの割り当て領域 (%) の収集
•
DB ログ ファイルの残りの割り当て領域 (MB) の収集
•
DB ログ ファイルの空き領域 (%) の収集
•
DB ログ ファイルの空き領域 (MB) の収集
モニター
•
DB ファイル空き領域モニター
•
DB ログ ファイル空き領域モニター
同じドライブ上の多数のデータベース
いくつものデータベースのデータ ファイルまたはログ ファイルが同じドライブ上にあり、なおかつ、自動拡張が "オン" に設定されている環境の場合、既定の空き領域監視設定ではノイズが多くなります。このような環境では、ハード ドライブの空き領域がしきい値に達すると、各データベースについてアラートが生成されます。ノイズを低減するには、データ ファイルとログ ファイルについて、空き領域の監視を無効にし、ベース OS 管理パックを使用して、ハード ドライブ上の領域を監視します。
SQL Server 長時間実行エージェント ジョブ
既定では、このシナリオは SQL Server エージェントごとの管理パックで完全に有効になっています。これは、監視する各 SQL Server エージェントに対して、最大ジョブ期間をしきい値と比較して、1 つのジョブの実行時間が長すぎる場合にアラートが生成されることを示します。
さらに、ジョブごとにより詳細な監視が管理パックに用意されていますが、SQL Server エージェント ジョブの検出は既定では無効になっています。次のオブジェクト検出を有効にします。
· SQL Server 2012: SQL Server 2012 エージェント ジョブの検出
· SQL Server 2008: SQL Server 2008 エージェント ジョブの検出
· SQL Server 2005: SQL Server 2005 エージェント ジョブの検出
ジョブの失敗
失敗したジョブのアラートを取得するには、"SQL ジョブは、正常に完了できませんでした" というルールを有効にし、監視するすべてのジョブに [Windows アプリケーション イベント ログに書き込む] と [ジョブ失敗時] オプションを選択していることを確認します。
詳細については、MSDN ライブラリの「[ジョブのプロパティ]/[新しいジョブ] ([通知] ページ)」を参照してください。
ブロック元のセッション
モニターは、各データベース エンジン インスタンスでアクティブなセッション (SPID) の一覧について定期的にクエリを実行し、長時間実行されているブロックが発生しているかどうかをチェックします。ブロックが検出され、指定されたしきい値を超えている場合は、状態が変更され、アラートが生成されます。
上書きを適用して、ブロックが長時間実行されているかどうかを判断するために使用される期間の値を変更できます。既定の期間の値は 1 分です。
SQL Server データベース エンジン インスタンスの検出
管理されるすべてのシステムにおける SQL Server データベース エンジン ロールのスタンドアロンおよびクラスター化されたインスタンスの検出は、データベース エンジンの特定のインスタンスを除外するように構成できます。
次の検出に上書きを適用して、検出で対象外とする SQL Server データベース エンジン インスタンス名の "除外リスト" (コンマ区切り形式) を指定できます。
· SQL Server 2012: SQL Server 2012 データベース エンジンの検出 (Windows Server)
· SQL Server 2008: SQL Server 2008 データベース エンジンの検出 (Windows Server)
· SQL Server 2005: SQL Server 2005 データベース エンジンの検出 (Windows Server)
データベース検出と状態の監視
各マネージ データベース エンジンに対して、さまざまなルールとモニターを使用してデータベースが検出され、監視されます。モニターベースの機能に関する情報は、このテーブルの他の領域で提供されます。
次の検出に上書きを適用して、検出で対象外とするデータベース名の "除外リスト" (コンマ区切り形式) を指定できます。
•
SQL Server 2012: データベース エンジンのデータベースの検出
•
SQL Server 2008: データベース エンジンのデータベースの検出
•
SQL Server 2005: データベース エンジンのデータベースの検出
この管理パックの一部のルールとモニターは、スクリプト GetSQL2005DBSpace.js を使用します。そのスクリプトを使用するすべてのルールとモニターのパラメーターが一致する場合は、ルールとモニターのグループ全体に対して、スクリプトの 1 つのインスタンスのみが実行されます。そのスクリプトを使用するルールまたはモニターのパラメーター値が異なる場合は、他と異なるパラメーター値を持つ各ルールまたはモニターに対して、スクリプトの別のインスタンスおよびスクリプト ホストが同時に実行されます。GetSQL2005DBSpace.js はすべての SQL データベースをスキャンするので、頻繁に実行するとパフォーマンスの問題が発生する可能性があります。
パフォーマンスの問題を回避するには、次の一覧にあるルールとモニターが同じパラメーター値を使用することを確認します。これらのルールまたはモニターのパラメーターを上書きする場合、同じ上書きをすべてに適用する必要があります。
以下は、SQL Server 2005 のルールとモニターの一覧です。
•
ルール:
•
Microsoft.SQLServer.2005.Database.DBSpaceFree.Collection  DISABLED
•
Microsoft.SQLServer.2005.Database.DBSpaceFreePercent.Collection  DISABLED
•
Microsoft.SQLServer.2005.Database.DBSize.Collection  ENABLED
•
Microsoft.SQLServer.2005.Database.TransactionLogSpaceFree.Collection DISABLED
•
Microsoft.SQLServer.2005.Database.TransactionLogSpaceFreePercent.Collection DISABLED
•
Microsoft.SQLServer.2005.Database.TransactionLogSize.Collection  DISABLED
•
モニター:
•
Microsoft.SQLServer.2005.Database.DBSizePercentMonitor  DISABLED
•
Microsoft.SQLServer.2005.Database.DBSizeMegabytesMonitor  DISABLED
•
Microsoft.SQLServer.2005.Database.TransactionLogSizePercentMonitor DISABLED
これらのルールまたはモニターに関連するパフォーマンスの問題が発生した場合は、これらすべてのルールおよびモニターについて、"タイムアウト (秒)" パラメーターを変更して間隔を減らすことを検討してください。
DB エンジンの再起動
DBEngine の可用性は、オブジェクト "SQL DB エンジン" のモニター "SQL Server の Windows サービス" により監視されます。このモニターは、サービスの再起動を反映しません。
DBEngine の再起動ごとに通知が行われるようにするには、ルール "SQL Server <version> DB エンジンの再起動" を有効にします (<version> は 2012、2008、または 2005 にすることができます)。
SQL DB エンジンの CPU の監視
CPU 使用率を監視するモニターでは、SQL Server のプロセス スレッドで実際に動作しているプロセッサを測定し、割り当て済みのすべての CPU が SQL Server タスクの処理でビジー状態になるとアラートを生成します。この監視シナリオでは、SQL DB エンジンの現在の関係マスクが考慮されます。
DB ストレージの待機時間の監視
DB ストレージのパフォーマンスは、"ディスク読み取り遅延" と "ディスク書き込み遅延" の 2 つのモニターで監視されます。ストレージのパフォーマンスが大幅に低下すると、アラートが生成されます。これらのモニターは既定では無効になっています。これらのモニターは、ストレージのパフォーマンスを監視する必要がある DB に対してのみ有効にします。また、待機時間はデータベースのダッシュボードでも確認できます。
無効化されたルール
管理パックの一部のルールは、ノイズを低減するために、既定では無効となるように変更されました。自分の環境で利用価値があると思われるルールは有効にしてください。次のルールは既定では無効になっています。
•
SQL ジョブは、正常に完了できませんでした
•
SQL Server Service Broker プロシージャの出力結果
•
Service Broker/データベース ミラーリング トランスポートの操作中に、SNI 呼び出しが失敗しました
•
SQL Server restarted
•
SQL Server Service Broker マネージャーがシャットダウンしました
•
SQL Server の Service Broker またはデータベース ミラーリングは、FIPS 準拠モードで実行されています
•
SQL Server Service Broker またはデータベース ミラーリング トランスポートが停止しました
•
例外またはメモリ不足のため、SQL Server Service Broker の送信機能がシャットダウンしました
•
システムのシャットダウンにより SQL Server が終了します
•
テーブル: 次の列の統計を作成しています
•
Service Broker またはデータベース ミラーリング トランスポートが起動しました
•
SQL Server Service Broker またはデータベース ミラーリング トランスポートが無効になっているか、構成されていません
Operations Manager コンソールによる情報の表示
SQL Server 配置のオブジェクトの種類の概要を参照できます。
表示には、オブジェクトの長い一覧を含むことができます。Operations Manager ツールバーの [スコープ]、[検索]、および [検索] ボタンを使用して、特定のオブジェクトまたはオブジェクトのグループを見つけることができます。詳細については、Operations Manager ヘルプの「スコープおよび検索を使用してデータの監視を管理する方法」を参照してください。
以下のビューは、オペレーション コンソールの [監視] ウィンドウ内の [Microsoft SQL Server] ノードのすぐ下に表示されます。ほとんどのビューの情報は、次の表に記載されています。
•
アクティブなアラート: 解決していないすべてのアラートの集約を表示します。
•
コンピューター: SQL Server を実行しているすべてのコンピューターの状態ビューを表示します。
•
タスクの状態: 利用可能なすべてのタスクの状態ビューを表示します。
•
データベース
•
ヘルス状態の監視
•
パフォーマンス
•
レプリケーション
•
サーバー ロール
•
SQL 2005
•
SQL 2008
•
SQL 2008 R2
•
SQL 2012
•
SQL エージェント
データベース ビュー
	ビュー名
	説明

	データベースの空き領域
	[凡例] ウィンドウには、監視対象の各データベースのカウンターの一覧が表示されます。
グラフは、[凡例] ウィンドウ内の情報を示します。

	データベース状態
	監視対象のデータベースとそれらの現在の状態の一覧を表示します。
[詳細表示] ウィンドウには、上で選択したデータベースのプロパティが表示されます。

	トランザクション ログの空き領域
	[凡例] ウィンドウには、トランザクション ログ ファイルの一覧が表示されます。

	SQL Server 2012 データベース概要ダッシュボード
	SQL Server 2012 データベースとそれらの状態の一覧を表示します。選択されたデータベースに関する詳細情報を提供します。
データベース ウィジェットを使用して、データベースを選択します。DB アラート ウィジェットでは、データベースを対象とするアラートおよび警告が表示されます。
空き領域ウィジェットでは、使用済み領域、割り当て済み領域、およびディスク空き領域の 3 つの系列のデータが表示されます。ただし、自動拡張が無効に設定されている場合は、2 つの系列のデータ (使用済み領域と割り当て済み領域) だけが表示されます。このウィジェットには、線形スケールと対数スケールの 2 種類のスケールがあります。Y 軸の上にマウス ポインターを移動すると、それらのスケールが切り替わります。赤色と黄色の行は、DB 合計空き領域モニターに設定されている上限と下限のしきい値を表します。
[パフォーマンス] セクションには、8 つのパフォーマンス収集ルールが含まれています。そのうちの 4 つをモニターにリンクすることができます。リンクされたモニターが無効になっている場合は、ヘルス状態は表示されず、パフォーマンス収集データだけが表示されます。DB のアクティブなセッション数、DB のアクティブな要求数、DB のアクティブな接続数、および DB の 1 秒あたりのトランザクション数については、モニターがないため、ヘルス状態は表示されません。トランザクション ログの空き領域 (%)、DB 合計空き領域、ディスク読み取り遅延、およびディスク書き込み遅延の各モニターは、上位 4 つのパフォーマンス ウィジェットにリンクされます。
空き領域ウィジェットとパフォーマンス ウィジェットの時間範囲は、パーソナル化オプションで選択できます。既定では 2 日間に設定されています。


ヘルス状態の監視ビュー
	ビュー名
	説明

	エージェント ヘルス
	これは、SQL エージェントのヘルスと、各エージェントに対する未解決のアラートを表示するダッシュボード ビューです。
エージェント ジョブを検出した場合は、それらもこのビューに含まれます。
[詳細表示] ウィンドウには、[SQL エージェントの状態] ウィンドウで選択したエージェントのプロパティが表示されます。

	データベース エンジンのヘルス
	これは、各データベース エンジン インスタンスのヘルスを表示するダッシュボード ビューです。そのデータベース エンジン インスタンスおよびそのインスタンスに含まれているオブジェクトの未解決のアラートの一覧も表示されます。
[詳細表示] ウィンドウには、選択したデータベース エンジン インスタンスのプロパティが表示されます。


パフォーマンス ビュー
	ビュー名
	説明

	すべてのパフォーマンス データ
	[凡例] ウィンドウには、データを収集するオブジェクトの一覧が表示されます。

	データベースの空き領域
	[凡例] ウィンドウには、データベースの一覧が表示されます。

	User Connections
	[凡例] ウィンドウには、SQL ユーザー接続のルールで管理されているオブジェクトの一覧が表示されます。

	トランザクション ログの空き領域
	[凡例] ウィンドウには、トランザクション ログ ファイルの一覧が表示されます。


レプリケーション ビュー
	ビュー名
	説明

	ディストリビューターの状態
	レプリケーション ディストリビューターの状態を表示します。

	パブリケーションの状態
	レプリケーション パブリケーションの状態を表示します。

	パブリッシャーの状態
	レプリケーション パブリッシャーの状態を表示します。

	サブスクリプションの状態
	レプリケーション サブスクリプションの状態を表示します。


サーバー ロール ビュー
	ビュー名
	説明

	Analysis Services
	SQL Server Analysis Services がインストールされているインスタンスの一覧を表示します。

	データベース エンジン
	SQL Server データベース エンジンがインストールされているインスタンスの一覧を表示します。

	Integration Services
	SQL Server Integration Services がインストールされているインスタンスの一覧を表示します。

	Reporting Services
	SQL Server Reporting Services がインストールされているインスタンスの一覧を表示します。


SQL Server エージェントのビュー
	ビュー名
	説明

	SQL エージェント ジョブの状態
	[SQL Server エージェント ジョブの状態] ウィンドウには、エージェント ジョブの一覧が表示されます。
[詳細表示] ウィンドウには、SQL Server エージェント ジョブのプロパティが表示されます。


	SQL 状態
	SQL Server エージェントの一覧を表示します。エージェント ジョブが検出された場合、各エージェント ジョブとそれぞれのヘルス状態の列も含まれます。
[詳細表示] には、SQL Server エージェントのプロパティが表示されます。


ダッシュボード
この監視パックには、SQL Server データベース エンジン (インスタンス) とデータベースに関する詳細情報を提供する豊富なダッシュボードのセットが含まれています。
[image: image45.png]


注 
詳細については、SQLServerDashboards.doc を参照してください。
付録: 既知の問題とトラブルシューティング
SQL Server 2008/2008 R2 と SQL Server 2012 を同じサーバーにインストールすると、WMI エラーが発生する場合がある。
問題: モジュールは WMI クエリの途中でにエラーをスローすることができます。
解決策: SQL Server 2008/2008 R2 を最新の service pack にアップデートします。
データベース バックアップ状態モニターが、Always On グループのセカンダリ レプリカで偽陽性のアラートを生成する。
問題: データベース バックアップ状態モニターには、データベースがセカンダリ レプリカであるかどうかを追跡するロジックがありません。含まれているデータベースのうち少なくとも 1 つのデータベースのバックアップを必要とする拡張バックアップ ロジックが AOG にあるため、モニターが偽陽性のアラートを生成します。
解決方法: 既定では、モニターは無効になっており、ご使用の環境でモニター シナリオを有効にする場合、データベース バックアップの保存に使用しないすべてのサーバーのモニターを無効のままにしておくことをお勧めします。今後、AON MP の特定のシナリオが実装される可能性があります。
ミラーリング図がバージョン固有である。
問題: ミラーリング図には、SQL ミラーリング 2008、2012、2014 の 3 つがあります。それぞれの図には、特定のバージョンのオブジェクトが表示され、他のバージョンの SQL Server でホストされている関連オブジェクトは表示されません。
解決方法: 構成されている SQL Server ミラーリングで、異なるバージョンの SQL Server が使用されている場合は、選択したバージョンに関連するすべてのビューを監視する必要があります。
OpsMgr イベント ログで “パフォーマンス カウンターが見つかりません“ エラーが発生する。
問題: 必要なパフォーマンス カウンターがパフォーマンス モニターに登録されていない場合は、管理パックの監視シナリオは必要な情報を取得できず、エラーで終了します。
解決方法: カウンターを登録します。詳細はこちらをご覧ください。
SQL Server を実行するすべてのコンピューターで SQL Server 2005 シードが検出される。
問題: マシンに SQL Server 2005 が存在することを検出する明確な方法がないため、SQL Server を実行するすべてのコンピューターでシードを作成することが決定されました。
解決方法: シードはサービス エンティティであり、エンド ユーザーによる使用は意図されていないので、解決方法はありません。
空き領域ウィジェットでデータが正しく表示されない   
問題: 空き領域ウィジェットでは、3 つのパフォーマンス収集ルールからデータが表示されます。 
1.SQL 2012 DB の使用領域 (MB) のパフォーマンス収集ルール
2.MSSQL 2012: DB の割り当て済み空き領域 (MB) の収集
3.MSSQL 2012: DB の使用領域 (MB) の収集
これらのルールの間隔が同期されていないと、グラフが正しく表示されず、データの系列が入れ替わったり重なったりして表示されることがあります。
解決方法: ルールの間隔を同じにします。間隔を同期した時点から、グラフが正しく表示されるようになります。ただし、以前に収集されたデータは修正されず、正しくない状態のまま表示されます。
SQL Server 2012 データベース概要ダッシュボードで何も選択していない場合にすべてのアクティブなアラートが表示される
問題: 現時点では、ダッシュボードで何も選択していないと、すべてのアクティブなアラートが表示されます。これは、既定のアラート ウィジェットの標準のクエリ メカニズムです。
解決方法: 少なくとも 1 つの DB スイートをフィルター選択オプションとして設定します。
DB 名に中かっこなどの特殊文字が含まれている場合にパフォーマンス データが表示されない
問題: 既定のパフォーマンス ウィジェットと SQL Server 2012 データベース概要ダッシュボードでは、名前に中かっこが含まれているデータベースについてはパフォーマンス データが表示されません。これは SCOM の既知の問題です。
解決方法: 現時点では回避策はありません。
SQL Server 2012 データベース概要ダッシュボードを長時間開いたままにしておくと更新されなくなることがある
問題: ダッシュボードに相当な数のウィジェットが含まれている場合、SCOM コンソールのメモリ リークが問題になることがあります。メモリ リークが発生すると、使用可能なすべてのメモリが作成コンソールで消費され、ウィジェットが更新されなくなる場合があります。
解決方法: 
作成コンソールを再起動します。
インスタンス名にアジア言語の文字が含まれている場合に関数が失敗する
問題: インスタンス名にアジア言語の文字が含まれていると、関数は SQL Server 2008 で正常に動作しません。この状況は、対象のコンピューターで検出スクリプトからヘルス サービスにデータを渡すときに使用される、System Center Operations Manager 2007 および System Center Operations Manager 2007 SP1 の SCOM.ScriptAPI オブジェクトの既知の問題により発生します。このオブジェクトは、Variant から BSTR データ型への変換を正常に行いません。詳細については、Microsoft TechNet の System Center Operations Manager 作成のフォーラムを参照してください。
解決方法: この問題は、System Center Operations Manager 2007 R2 では解決されています。ローカライズしたインスタンス名を持つ SQL Server を監視するユーザーは、Operations Manager 2007 R2 に更新する必要があります。
64 ビット オペレーティング システムで実行している SQL Server の 32 ビット インスタンスを含むシステムで、"ヘルスサービス モジュール" からの 10102 イベントが生成され、"PerfDataSource" でカウンターを解決できなかったことが示される
問題: エージェントで管理されたシステムで、SQL Server の 32 ビット インスタンスが 64 ビット オペレーティング システムにインストールされている場合、多数の 10102 エラー イベントが Operations Manager ログに生成され、PerfDataSource で多くのカウンターを解決できなかったこと、およびモジュールがアンロードされることが示されます。これらのイベントの直後に、HealthService からの 1103 イベントが続き、1 つ以上のルールまたは 1 つ以上のモニターが失敗したこと、および失敗したルールまたはモニターがアンロードされたことが示されます。
解決方法: 解決策はありません。64 ビット オペレーティング システム上で監視される SQL Server の 32 ビット インストールについては、一部の監視のみが機能します。その理由は、SQL Server プロセスが 32 ビットで、Operations Manager エージェント プロセスが 64 ビットだからです。また、アーキテクチャ全体でパフォーマンス データを収集する際は制限があります。これらの制限については、サポート技術情報 891238 を参照してください。
"ヘルスサービス モジュール" からの 11771 イベントが、SQL Server フルテキスト検索サービス モニターを実行している、SQL Server 2005 または SQL Server 2008 管理パックのシステムで報告される
問題: エージェントで管理されたシステムは、SQL Server 管理パックを実行中であり、多数の 11771 イベントが報告されます。例については、次の 11771 イベントを参照してください。
	Log
	Operations Manager

	ソース
	ヘルスサービス モジュール

	イベント ID
	11771

	レベル
	警告

	説明
	サービスの状態の取得時にエラーが発生
エラー: 0x8007007b
詳細: ファイル名、ディレクトリ名、またはボリューム ラベル構文が正しくない。


解決方法: SQL Server フルテキスト検索サービス モニターは、実行中の SQL Server フルテキスト検索サービスを監視するようになっています。SQL Server フルテキスト検索サービスを実行していない場合、管理パックは 11771 イベントを生成します。11771 イベントを受け取らないようにするために、SQL Server フルテキスト検索サービス モニターを無効にすることができます。
クラスター化された SQL Server 管理パックの検出スクリプトが、SQL Server データベース エンジン、SQL Server Analysis Services、および SQL Server Reporting Services に対してタイムアウトする 
問題: クラスターに複数のクラスター化された SQL Server インスタンスがある場合、管理パックの検出スクリプトがデータベース エンジン、Analysis Services、および Reporting Services に対してタイムアウトする場合があります。次の例に示すようなイベントが発生します。
	ログ名:
	Operations Manager

	ソース:
	ヘルスサービス モジュール

	日付:
	1/8/2009 5:33:23 PM

	イベント ID:
	21402

	タスク カテゴリ: 
	なし

	レベル:
	警告

	キーワード:
	クラシック

	ユーザー :
	なし

	コンピューター:
	SQL-Ex88S22.MPLAB.com

	説明:
	5:28:24 PM に開始された次のプロセスは、構成されたタイムアウトの 300 秒を超えて実行されていたため、強制的に終了します。

	実行されたコマンド:
	"C:\Windows\system32\cscript.exe" /nologo "DiscoverSQL2008DBEngineDiscovery.vbs" {32FBB1E4-C6D1-0517-2F47-3DDA67D46A3B} {D1C9D03B-AAAE-D1FF-5ECA-6AF1981FE271} SQL-Ex88S22.MPLAB.com SQL-Ex88S22.MPLAB.com SQL-Ex88S22 "Exclude:"

	作業ディレクトリ:
	C:\Program Files\System Center Operations Manager 2007\Health Service State\Monitoring Host Temporary Files 3\796\

	説明:
	これにより 1 つ以上のワークフローが影響を受けました。
ワークフロー名: Microsoft.SQLServer.2008.DBEngineDiscoveryRule.Server
インスタンス名: SQL-Ex88S22.MPLAB.com
インスタンス ID: {D1C9D03B-AAAE-D1FF-5ECA-6AF1981FE271}
管理グループ: MOMGroup1


解決方法: 上書きを使用して、タイムアウト値を大きくします。新しいタイムアウト値を判断するには、次のガイドラインを使用します。(物理ノードのデータベース エンジン インスタンスの数× 25 秒*) + (物理ノードの Analysis Services インスタンスの数× 25 秒*) + (物理ノードの Reporting Services インスタンスの数× 25 秒*)。
*この数は、スクリプトの実行にかかるおおよその時間です。使用しているシステムによってスクリプトの実行にかかる時間は異なります。
たとえば、クラスター化された SQL Server 環境で、各物理ノードのデータベース エンジンのインスタンス数は 12、各物理ノードの Analysis Services のインスタンス数は 10、各物理ノードの Reporting Services のインスタンス数は 8 であるとします。新しいタイムアウトの推定値は、(12 × 25 秒) + (10 × 25 秒) + (8 × 25 秒) の計算に基づきます。タイムアウトの既定値は 300 秒です。この場合、新しいタイムアウト値は 750 秒です。
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上書きを使用して検出スクリプトの新しいタイムアウト値を入力するには
	1.
オペレーション コンソールを開き、[作成] をクリックします。
2.
[作成] ウィンドウの左側のナビゲーション領域で、[管理パック オブジェクト] をクリックし、[オブジェクト検出] をクリックします。[オブジェクト検出] ウィンドウに、管理パックが検出するオブジェクトの一覧が表示されます。
3.
変更する検出を右クリックし、[上書き]、[オブジェクト検出の上書き]、[種類: Windows Server のすべてのオブジェクト] の順にクリックします。[上書きのプロパティ] ダイアログ ボックスが表示されます。
4.
[上書き制御されたパラメーター] で、[タイムアウト (秒)] パラメーターの横にある [上書き] ボックスを選択し、[上書き値] で新しい値を入力して既定の秒数を増やします。
5.
[管理パック] の [目的の管理パックの選択] で、矢印をクリックして一覧から管理パックを選択するか、[新規] をクリックして、上書きやその他のカスタマイズを格納するための新しい管理パックをウィザードの指示に従って作成します。カスタマイズ用に新しい管理パックを作成する方法については、「カスタマイズ用に新しい管理パックを作成する」を参照してください。


データ ファイルとログ ファイルの空き領域および空き領域比率の収集ルールとモニターが、間違ったサイズ値を返すことがある
問題: エージェントで管理されたシステムに 2 TB 以上のデータベースがある場合または SQL Server 2000 からアップグレードされたデータベースがある場合、空き領域および空き領域比率の収集ルールとモニターが、データ ファイルとログ ファイルのサイズについて間違った値を返すことがあります。SQL Server 2005、SQL Server 2008、および SQL Server 2012 について、次のルールとモニターが影響を受けていると報告されています。
データベース サイズ プロバイダー (最適化)
•
データベースの空き領域 (MB) の収集
•
データベースの空き領域 (%) の収集
•
データベース サイズ (MB) の収集
•
トランザクション ログの空き領域 (MB) の収集
•
トランザクション ログの空き領域 (%) の収集
•
トランザクション ログ サイズ (MB) の収集
データベース/ログの空き領域
•
データベースの空き領域 (%)
•
データベースの空き領域 (MB)
•
トランザクション ログの空き領域 (%)
•
トランザクション ログの空き領域 (MB)
データベースの空き領域比率の変化
•
データベースの使用領域率の変化
解決方法: この問題が発生した場合は、SQL Server 2008 オンライン ブック (2009 年 2 月) の説明に従い、影響を受けたデータベースに対して DBCC Update usage (Transact-SQL) コマンドを実行します。
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注 
このコマンドを実行すると、データベースのパフォーマンス全体に影響を与える場合があります。実稼働ワークロードに悪影響を与えないようなタイミングでコマンドを実行するようにスケジュール設定することをお勧めします。
その他の回避策はありません。問題が解消されない場合は、カスタマー サポート サービスに問い合わせるか、影響を受けるルールまたはモニターを無効にしてください。
イベント ログからのイベントに基づくルールおよびモニターが、クラスター化された SQL Server のインストールで確実に動作しない 
問題: クラスター化された SQL Server のインストールで、イベント ログからのイベントに基づくルールおよびモニターが確実に動作しません。この問題が発生する理由は、クラスター化された SQL Server のインストールに対してイベント ログに生成されるイベントが、オペレーティング システムのバージョンに応じて異なるからです。
解決方法: この問題を解決するには、次の前提条件を満たす必要があります。
1.
インポートする SQL Server 管理パックのバージョンが、6.0.6648.0 以降であることを確認します。
2.
管理グループのバージョンを確認します。
•
管理グループが Operations Manager 2007 を実行している場合は、Operations Manager 2007 SP1 にアップグレードし、サポート技術情報の記事 959865「System Center Operations Manager 2007 Service Pack 1 のオペレーション マネージャー モジュール プログラムのロールアップ更新によって解決される問題」から更新プログラムをインストールします。
•
管理グループが Operations Manager 2007 SP1 を実行している場合は、サポート技術情報の記事 959865「System Center Operations Manager 2007 Service Pack 1 のオペレーション マネージャー モジュール プログラムのロールアップ更新によって解決される問題」から更新プログラムをインストールします。
•
管理グループが Operations Manager 2007 R2 を実行している場合、追加の更新は必要ありません。
OpsMgr イベント ログに “ルール/モニター "<Rule/Monitor ID> は初期化できないため、読み込まれません」というエラーが記録される。
問題: 6.6.7.6 以降のバージョンの SQL Server 用 System Center 管理パックがインストールされていると、"Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.TransactionDelay" ルールが失敗していました。この問題は、“許容範囲“ と “最大サンプル数“ が廃止され削除されたために発生します。SQL Server 用 System Center 管理パック更新前に最適化が使用されていたその他のモニター/ルールの同様の問題
	ログ名:
	Operations Manager

	ソース:
	HealthService

	日付:
	1/8/2015 10:44:20 AM

	イベント ID:
	1102

	タスク カテゴリ: 
	ヘルス サービス

	レベル:
	[エラー]

	キーワード:
	クラシック

	ユーザー :
	なし

	コンピューター:
	

	説明:
	ルール/モニター インスタンス "xxxx" で実行される "Microsoft.SQLServer.2012.AlwaysOn.TransactionDelay" (ID:"{284FC6CA-2A7F-3720-8D87-4DA0CAC6E288}") は初期化できないため、読み込まれません。管理グループ "SCOM 2012 製品"


解決方法: このルールの上書きを作成し、ヘルス サービスを再起動します。
SQL ユーザー接続のパフォーマンス モニターが失敗する
問題: SQL Server データベース エンジンのユーザー接続ベースライン モニターがエラーで失敗することがあります。
解決方法: 不明
ミラー化データベース監視サーバーの検出エラー
問題: 6.6.2.0 以上のバージョンの MP をインストールすると、次のエラー メッセージを受信します。
管理グループ: スクリプト: DiscoverSQL2012MirroringWitness.vbs。インスタンス: xxxxx: インスタンス 'xxxxx' のミラーリング監視サーバー スクリプト 'DiscoverSQL2012MirroringWitness.vbs' が失敗しました。
解決方法: 既定では、ローカル システム アカウントに sys.database_mirroring_witnesses の権限はありません。状況に応じて、ローカル システム アカウントに対応する権限を付与する必要があります (詳細は「低い特権の環境のセットアップ」セクションを参照してください)。セキュリティの構成を変更しない (またはミラーリングを一切使用しない) 場合で、このようなメッセージを受け取らないようにする場合は、この検出を無効にすることができます。ミラーリングがなく、使用する予定もない場合は、この検出と対応する監視ファイルをシンプルにアンインストールします。
SQL 構成マネージャーが正しくないバージョンのスナップインを開始する
問題: SQL 構成マネージャーが正しくないバージョンのスナップインを開始します。例: SQL Server 2012 タスクが SQL Server 2008 の sqlservermanager10.msc スナップインを開始します。
解決方法: コンソール タスクを起動するサーバーに、ターゲットの SQL Server インスタンスに対応する管理ツールをインストールする必要があります。
“サービスのスタートアップの種類が [自動] の場合にのみ警告“ の上書きパラメーターが "FALSE" に設定されている場合に SQL DB エンジン サービス モニターが失敗することがある
問題: “サービスのスタートアップの種類が [自動] の場合にのみ警告“ の上書きパラメーターが手動で "FALSE" に設定され、この文字列が大文字である場合に、SQL DB エンジン サービス モニターが失敗することがあります。
解決方法: 上述のパラメーターを上書きするときに、文字列を小文字にします。
データベース名に引用符が含まれている場合にデータベース バックアップ状態モニターが失敗することがある。
問題: データベース名に 2 つの連続する単一引用符が含まれている場合、データベース バックアップ状態モニターが失敗することがあります。
解決方法: 解決策はありません。
一部のイベント ログ ルールが SQL デッドロックに関するアラートを生成しないことがある
問題: SQL Server は既定ではイベント ログとエージェントが多くなりすぎないように特定の SQL デッドロックをログに記録しないため、一部のイベント ログ ルールがこのようなイベントについて Operations Manager でアラートを生成しないことがあります。
解決方法: 上記で説明したイベントのログ記録をオンにするには、SQL Server Management Studio で次のコマンドを実行します。
Exec sp_altermessage [event ID], 'WITH_LOG', 'true'
Select * from sys.messages where message_id=[event ID]
この操作は、イベント ログとエージェントのオーバーランを招く可能性があることに注意してください。そのため、このようなイベントのログ記録が不要な場合は、忘れずにオフにしてください。
「付録: デッドロック イベント ログ ルール」に対応するイベント ID の一覧を示します。
付録: モニター
この管理パックには、次のモニターが付属します。
SQL Server 2005/2008/2012 DB エンジン - ユニット モニター
SQL フルテキスト フィルター デーモン ランチャー サービス
このモニターは、SQL フルテキスト フィルター デーモン ランチャー サービスの状態を確認します。SQL フルテキスト検索機能は SQL Server Express with Advanced Services 以外の SQL Server Express エディションでは使用できないことに注意してください。このモニターは既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、有効にしてください (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
	
	
	

	
	名前
説明

既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
いいえ
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
サービスのスタートアップの種類が [自動] の場合にのみ警告
この値は、'true' または 'false' にのみ設定できます。 'false' に設定されていると、設定されているスタートアップの種類に関係なく警告が発生します。 既定値は 'true' です。
True

	

	
	
	


ページの予測保持期間
2008/2012 DB エンジンのページの予測保持期間 (秒)
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
可
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
300
サンプル数
測定値が何回しきい値に違反すると状態変更が生じるかを示します。
6
しきい値
しきい値
300

	

	
	
	


平均待機時間
2008/2012 DB の平均待機時間の監視
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
可
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
300
サンプル数
パラメーターしきい値超過数がサンプル数を超えるか等しい場合、モニターは異常な状態になります
6
しきい値
警告しきい値
250
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


Service Pack 準拠
データベース エンジンの Service Pack レベルを準拠設定に従って監視します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
可
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
43200
SQL Server の最小 Service Pack レベル
企業ポリシーに基づく最小 Service Pack レベル。既定では、0 (整数) にされます。
1 (SQL 2008)、
0 (SQL 2012、SQL 2008 R2)

	

	
	
	


CPU 使用率 (%)
2005/2008/2012 DB エンジンの CPU 使用率 (%)
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
キャッシュの有効時間
ワークフローでキャッシュからの情報を使用できる最大有効期間を指定します。省略可能です。
43200
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
300
サンプル数
パラメーターしきい値超過数がサンプル数を超えるか等しい場合、モニターは異常な状態になります
6
同期時刻
24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
00:00 (SQL 2005)、
00:06 (SQL 2008、2012)
しきい値
しきい値
95
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
200

	

	
	
	


サービス プリンシパル名の構成の状態
このモニターは、Microsoft® SQL Server™ インスタンスのサービス プリンシパル名の構成の状態を確認します (SQL 2008、SQL 2012)。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
可
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
検索範囲
検索範囲がドメインまたは組織単位の場合は、LDAP 検索を使用します。
検索範囲がフォレストの場合は、グローバル カタログ (GC) 検索を使用して、クエリを任意のパーティション内で解決できます。
値の一覧:
LDAP
GC (GC)
LDAP
同期時刻
24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


SQL 再コンパイル
2008/2012 DB エンジンの SQL 再コンパイル
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
いいえ
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
300
サンプル数
しきい値の比較前に平均するサンプルの数
6
同期時刻
24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
00:10 (SQL 2008)、
00:02 (SQL 2012)
しきい値
SQL 再コンパイルと SQL コンパイルの比率がこのしきい値を超える場合、警告が生成されます
25
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
200

	

	
	
	


SQL ユーザー接続のパフォーマンス
このモニターは、SQL データベース エンジンへのユーザー接続を長時間にわたり分析し、最初の学習期間全体のベースラインを計算します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
いいえ
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
内部感度
ベースライン エンベロープの内部感度値
2.81
外部感度
ベースライン エンベロープの外部感度値
3.31

	

	
	
	


ブロック元のセッション
SQL インスタンスでブロックされているセッションを監視します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
いいえ
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
300
ブロックされているセッションの数
ブロックされているセッションの数。
1
同期時刻
24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300
待機時間 (分)
ブロックされた SPID の分析用として判断されるまでの最小処理実行期間。
1

	

	
	
	


Buffer Cache Hit Ratio
2008/2012 DB エンジンのバッファー キャッシュ ヒット率
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
可
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
300
サンプル数
測定値が何回しきい値に違反すると状態変更が生じるかを示します。
6
しきい値
しきい値
0

	

	
	
	


スレッド数
2008/2012 DB エンジンのスレッド数
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
可
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
キャッシュの有効時間
ワークフローでキャッシュからの情報を使用できる最大有効期間を指定します。省略可能です。
43200
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
300
最小空きスレッド数
データ ソースでは、各 DB のエンジン プロセスのしきい値とスレッド数が特定され、現在のスレッド数をしきい値から引いた値が空きスレッド数よりも少ないか等しい場合に警告が生成されます
10
サンプル数
しきい値の比較前に平均するサンプルの数
6
同期時刻
24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
00:06
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
200

	

	
	
	


流用されたサーバー メモリ
2008/2012 DB エンジンの流用されたサーバー メモリ
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
300
サンプル数
しきい値の比較前に平均するサンプルの数
6
同期時刻
24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
00:12(SQL 2008)、
00:00(SQL 2012)
しきい値
流用されたサーバー メモリと SQL Server の最大メモリの比率がこのしきい値を超える場合、警告が生成されます
70
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
200

	

	
	
	


SQL Server の Windows サービス
このモニターは、SQL データベース エンジン サービス (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012) の状態を確認します。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
サービスのスタートアップの種類が [自動] の場合にのみ警告
この値は、'true' または 'false' にのみ設定できます。 'false' に設定されていると、設定されているスタートアップの種類に関係なく警告が発生します。 既定値は 'true' です。
True
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
60
使用できない時間 (秒)
サービスが利用不可になってから異常であると判断されるまでの最小期間。
900

	

	
	
	


SQL Server 2005/2008/2012 DB エンジン - 依存関係 (ロールアップ) モニター
データベース パフォーマンス (ロールアップ)
データベース パフォーマンスをインスタンスにロールアップします。
データベース ユニット モニター
SQL Server 2005/2008/2012 DB - ユニット モニター
ディスク読み取り遅延
2008/2012 DB のディスク読み取り遅延の監視
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
いいえ
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
300
サンプル数
パラメーターしきい値超過数がサンプル数を超えるか等しい場合、モニターは異常な状態になります
6
同期時刻
24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
00:08(SQL 2008)、
00:04(SQL 2012)
しきい値
しきい値
40
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
200

	

	
	
	


ページ確認構成
データベースのページ確認設定を監視します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
いいえ
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
SQL Express のチェックを無効にする
SQL Express バージョンのチェックを有効または無効にします。
False
予期された値
使用可能な値のセットを表示するには、このモニターに関する説明の「構成」セクションを参照してください。
CHECKSUM
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
43200
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


信頼可能構成
データベースの信頼可能設定を監視します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
いいえ
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
SQL Express のチェックを無効にする
SQL Express バージョンのチェックを有効または無効にします。
False
予期された値
使用可能な値のセットを表示するには、このモニターに関する説明の「構成」セクションを参照してください。
OFF
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
43200
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


自動終了構成
データベースの自動終了設定を監視します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
いいえ
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
SQL Express のチェックを無効にする
SQL Express バージョンのチェックを有効または無効にします。
True
予期された値
使用可能な値のセットを表示するには、このモニターに関する説明の「構成」セクションを参照してください。
OFF
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
43200
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


ディスク書き込み遅延
2008、2012 DB のディスク書き込み遅延の監視
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
いいえ
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
300
サンプル数
パラメーターしきい値超過数がサンプル数を超えるか等しい場合、モニターは異常な状態になります
6
同期時刻
24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
00:08(SQL 2008)、
00:04(SQL 2012)
しきい値
しきい値
25
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
200

	

	
	
	


トランザクション ログの空き領域 (%)
2012 DB のトランザクション ログの空き領域 (%) の監視
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
いいえ
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
しきい値
警告しきい値
10
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


ログ配布先
このモニターは、ログ配布構成の一部として定義されているしきい値内で、ログ配布先がログを復元していない状況を検出します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
SQL Server Express のいずれのエディションでもすべてのログ配布がサポートされていないことに注意してください。
DB 組み合わせ構成
データベースの DB 組み合わせ設定を監視します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
いいえ
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
SQL Express のチェックを無効にする
SQL Express バージョンのチェックを有効または無効にします。
False
予期された値
使用可能な値のセットを表示するには、このモニターに関する説明の「構成」セクションを参照してください。
OFF
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
43200
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


復旧モデルの構成
データベースの復旧モデル設定を監視します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
いいえ
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
SQL Express のチェックを無効にする
SQL Express バージョンのチェックを有効または無効にします。
False
予期された値
使用可能な値のセットを表示するには、このモニターに関する説明の「構成」セクションを参照してください。
FULL
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
43200
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


統計の自動更新構成
データベースに関する統計の自動更新設定を監視します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
いいえ
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
SQL Express のチェックを無効にする
SQL Express バージョンのチェックを有効または無効にします。
False
予期された値
使用可能な値のセットを表示するには、このモニターに関する説明の「構成」セクションを参照してください。
ON
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
43200
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


SQL Server の Windows サービス
このモニターは、SQL データベース エンジン サービス (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012) の状態を確認します。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
可
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
False
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
60

	

	
	
	


DB 合計空き領域
データベースと、データベースをホストしているメディアで、利用可能な空き領域の割合を監視します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
このモニターでは、FILESTREAM ファイル グループの空き領域がカウントされないことに注意してください (SQL 2012 のみ)。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
いいえ
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
下限しきい値
このモニターの下限しきい値。
10
同期時刻
24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300
上限しきい値
このモニターの上限しきい値。
20

	

	
	
	


データベースの状態
このモニターは、Microsoft® SQL Server™ から報告されたデータベースの状態を確認します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
可
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
3600
同期時刻
24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


データベース バックアップ状態
このモニターは、Microsoft® SQL Server™ から報告されたデータベース バックアップの状態を確認します (SQL 2008、SQL 2012)。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
いいえ
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
バックアップ期間 (日)
バックアップ期間
7
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
86400
同期時刻
24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


統計の自動作成構成
データベースに関する統計の自動作成設定を監視します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
いいえ
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
SQL Express のチェックを無効にする
SQL Express バージョンのチェックを有効または無効にします。
False
予期された値
使用可能な値のセットを表示するには、このモニターに関する説明の「構成」セクションを参照してください。
ON
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
43200
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


ログ配布元
このモニターは、ログ配布構成の一部として定義されているしきい値内でログ配布元がログをバックアップしていない状況を検出します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
SQL Server Express のいずれのエディションでもすべてのログ配布がサポートされていないことに注意してください。
DB 空き領域比率の変化
設定されたサンプル期間中、データベースの空き領域の値に大きな変化があるかどうかを監視します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
いいえ
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
下限しきい値
このモニターの下限しきい値。
25
サンプル数
測定値が何回しきい値に違反すると状態変更が生じるかを示します。
5
同期時刻
24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300
上限しきい値
このモニターの上限しきい値。
45

	

	
	
	


自動圧縮構成
データベースの自動圧縮設定を監視します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
いいえ
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
SQL Express のチェックを無効にする
SQL Express バージョンのチェックを有効または無効にします。
False
予期された値
使用可能な値のセットを表示するには、このモニターに関する説明の「構成」セクションを参照してください。
OFF
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
43200
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


統計の非同期的自動更新構成
データベースの統計の非同期的自動更新の設定を監視します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
いいえ
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
SQL Express のチェックを無効にする
SQL Express バージョンのチェックを有効または無効にします。
False
予期された値
使用可能な値のセットを表示するには、このモニターに関する説明の「構成」セクションを参照してください。
OFF
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
43200
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


SQL Server 2005/2008/2012 DB - 集計モニター
データベース拡張ヘルス状態
データベース拡張ヘルス全体状態モニター (SQL 2012)。
DB ログ ファイル空き領域
ログ ファイルの総空き領域の状態を監視します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
自動構成
データベースの集計自動構成の状態を監視します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
DB 空き領域
データベースの総空き領域の状態を監視します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
復旧構成
データベースの復旧構成の状態を監視します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
外部アクセス構成
データベースの集計外部アクセス構成の状態を監視します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
SQL Server 2005/2008/2012 DB - 依存関係 (ロールアップ) モニター
DB ファイル グループ空き領域 (ロールアップ)
ファイル グループの空き領域の状態をデータベースにロール アップします (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
データベース警告ポリシー
データベース ヘルス警告カスタム ユーザー ポリシー状態モニター (SQL 2012)。
DB FILESTREAM ファイル グループ空き領域 (ロールアップ)
この依存関係モニターは、全体的な空き領域の正常性をデータベース FILESTREAM ファイル グループからデータベースにロール アップします (SQL 2012)。
データベース重大ポリシー
データベース ヘルス重大カスタム ユーザー ポリシー状態モニター (SQL 2012)。
DB ログ ファイル空き領域 (ロールアップ)
ログ ファイルで使用可能な空き領域を監視します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
DB ファイル空き領域
SQL Server 2005/2008/2012 DB ファイル - ユニット モニター
(非推奨) ディスクの空き領域
ディスク ドライブに残っている空き領域の割合 (%) を監視します (SQL 2005、SQL 2008)。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
いいえ
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
頻度 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
3600
しきい値
5

	


DB ファイル空き領域
データベース ファイル、およびファイルをホストしているメディアで利用可能な空き領域の割合を監視します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
False
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
下限しきい値
このモニターの下限しきい値。
10
同期時刻
24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300
上限しきい値
このモニターの上限しきい値。
20

	


DB ログ ファイル空き領域
SQL Server 2005/2008/2012 DB ログ ファイル - ユニット モニター
DB ログ ファイル空き領域
ログ ファイル、およびログ ファイルをホストしているメディアで利用可能な空き領域の割合を監視します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
False
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
下限しきい値
このモニターの下限しきい値。
10
同期時刻
24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300
上限しきい値
このモニターの上限しきい値。
20

	


エージェント ユニット モニター
SQL Server 2005/2008/2012 エージェント - ユニット モニター
長時間実行ジョブ
このモニターは、SQL Server の長時間実行エージェント ジョブを確認します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
SQL Server エージェントの Windows サービスは、SQL Server Express のいずれのエディションでもサポートされていないことに注意してください。検出される適切なオブジェクトは存在しません。このモニターは既定では無効になっています。必要に応じて上書きを使用し、有効にしてください。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
いいえ
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
間隔 (秒)
このモニターでは、長時間実行しているジョブの監視を実行するためのスクリプトを使用します。 これは、スクリプトを実行する間隔 (秒) です。
600
下限しきい値 (分)
このモニターの下限しきい値 (分)。 既定では、このしきい値を超えると、モニターが少なくとも警告状態に変わります。
60
同期時刻
24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300
上限しきい値 (分)
このモニターの上限しきい値 (分)。 既定では、このしきい値を超えると、モニターが重大な状態に変わります。 このしきい値と下限しきい値の間 (両方のしきい値を含む) にあると、(既定では) モニターが警告状態になります。
120

	

	
	
	


SQL Server エージェントの Windows サービス
このモニターは、この SQL Server インスタンスの SQL エージェント サービスの状態を確認します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
SQL Server エージェントの Windows サービスは、SQL Server Express のいずれのエディションでもサポートされていないことに注意してください。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
サービスのスタートアップの種類が [自動] の場合にのみ警告
この値は、'true' または 'false' にのみ設定できます。 'false' に設定されていると、設定されているスタートアップの種類に関係なく警告が発生します。 既定値は 'true' です。
True

	

	
	
	


SQL Server 2005/2008/2012 エージェント - 依存関係 (ロールアップ) モニター
エージェント ジョブ パフォーマンス (ロールアップ)
このモニターは SQL エージェント ジョブから SQL エージェントにパフォーマンスの状態をロールアップします (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
SQL Server エージェントの Windows サービスは、SQL Server Express のいずれのエディションでもサポートされていないことに注意してください。検出される適切なオブジェクトは存在しません。
エージェント ジョブ可用性 (ロールアップ)
このモニターは SQL エージェント ジョブから SQL エージェントに可用性の状態をロールアップします (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
SQL Server エージェントの Windows サービスは、SQL Server Express のいずれのエディションでもサポートされていないことに注意してください。検出される適切なオブジェクトは存在しません。
エージェント ジョブ ユニット モニター
SQL Server 2005/2008/2012 エージェント ジョブ - ユニット モニター
ジョブ期間
エージェント ジョブ期間を監視します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
SQL Server エージェントの Windows サービスは、SQL Server Express のいずれのエディションでもサポートされていないことに注意してください。検出される適切なオブジェクトは存在しません。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
False
間隔 (秒)
このモニターでは、長時間実行しているジョブの監視を実行するためのスクリプトを使用します。 これは、スクリプトを実行する間隔 (秒) です。
600
下限しきい値 (分)
このモニターの下限しきい値 (分)。 既定では、このしきい値を超えると、モニターが少なくとも警告状態に変わります。
60
同期時刻
24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300
上限しきい値 (分)
このモニターの上限しきい値 (分)。 既定では、このしきい値を超えると、モニターが重大な状態に変わります。 このしきい値と下限しきい値の間 (両方のしきい値を含む) にあると、(既定では) モニターが警告状態になります。
120

	

	
	
	


最終実行状態
SQL 2012 エージェント ジョブの最終実行状態モニター。SQL エージェント ジョブの最終実行状態を監視します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
SQL Server エージェントの Windows サービスは、SQL Server Express のいずれのエディションでもサポートされていないことに注意してください。検出される適切なオブジェクトは存在しません。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
可
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
False
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
600
同期時刻
24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	


Analysis Services ユニット モニター
SQL Server 2005/2008/2012 Analysis Services - ユニット モニター
SQL Server Analysis Services の Windows サービス
このモニターは、SQL Analysis Services サービスの状態を確認します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
SQL Analysis Services サービスは、SQL Server Express のいずれのエディションでもサポートされていないことに注意してください。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
サービスのスタートアップの種類が [自動] の場合にのみ警告
この値は、'true' または 'false' にのみ設定できます。 'false' に設定されていると、設定されているスタートアップの種類に関係なく警告が発生します。 既定値は 'true' です。
True

	


Integration Services ユニット モニター
SQL Server 2005/2008/2012 Integration Services - ユニット モニター
SQL Server Integration Services の Windows サービス
このモニターは、SQL Integration Services サービスの状態を確認します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
すべての SQL Express エディションでは、組み込みのデータ ソース コネクタと共に、SQL Server インポートおよびエクスポート ウィザードのみがサポートされることに注意してください。適切な検出されたオブジェクト (サービス) はありません。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
可
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
サービスのスタートアップの種類が [自動] の場合にのみ警告
この値は、'true' または 'false' にのみ設定できます。 'false' に設定されていると、設定されているスタートアップの種類に関係なく警告が発生します。 既定値は 'true' です。
True

	


Reporting Services ユニット モニター
SQL Server 2005/2008/2012 Reporting Services - ユニット モニター
SQL Server Reporting Services の Windows サービス
このモニターは、SQL Reporting Services サービスの状態を確認します (SQL 2005、SQL 2008、SQL 2012)。
SQL Server Reporting Services Windows サービスは、SQL Server Express with Advanced Services 以外のいずれの SQL Server Express エディションでもサポートされないことに注意してください。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
サービスのスタートアップの種類が [自動] の場合にのみ警告
この値は、'true' または 'false' にのみ設定できます。 'false' に設定されていると、設定されているスタートアップの種類に関係なく警告が発生します。 既定値は 'true' です。
True

	


付録: レポート
SQL Server 管理パックのレポートを使用して、日、週、または月単位で傾向または変更を追跡できます。使用できる SQL Server レポートを次の表に示します。
能力情報レポート
	レポート
	クラス
	説明

	SQL Broker パフォーマンス 
	Microsoft.SQLServer.2005.DBEngine
Microsoft.SQLServer.2008.DBEngine
Microsoft.SQLServer.2012.DBEngine
	次のパフォーマンス項目のグラフを表示します。
•
呼び出されたアクティブ化ストアド プロシージャの 1 秒あたりの統計
•
アクティブ化タスク制限の到達
•
アクティブ化タスク制限の到達の 1 秒あたりの統計
•
アクティブ化タスクの中止
•
キューに格納された 1 秒あたりのメッセージの数
•
キューに格納された 1 秒あたりのトランスポート メッセージの数
•
1 秒あたりの SQL RECEIVE
•
1 秒あたりの SQL SEND
•
1 秒あたりに開始されるタスク数
•
合計トランザクション ロールバック数
•
1 秒あたりのトランスポート メッセージ RECEIVE の数
•
トランスポート メッセージ数
•
開いたトランスポート接続数の統計
•
1 秒あたりのトランスポート受信 I/O
•
1 秒あたりのトランスポート送信 I/O

	SQL Server データベース カウンター
	Microsoft.SQLServer.2005.DBEngine
Microsoft.SQLServer.2008.DBEngine
Microsoft.SQLServer.2012.DBEngine
	次のパフォーマンス項目のグラフを表示します。
•
Buffer cache hit ratio
•
1 秒あたりのロック タイムアウト数
•
1 秒あたりのデッドロック数
•
1 秒あたりの SQL の再コンパイル数
•
1 秒あたりのトランザクション数


操作情報レポート
	レポート
	クラス
	説明

	SQL Server 構成
	Microsoft.SQLServer.2005.DBEngine
Microsoft.SQLServer.2008.DBEngine
Microsoft.SQLServer.2012.DBEngine
	提供されたオブジェクトの種類が SQL DB エンジンの場合は、次の検出プロパティが表示されます。
•
監査レベル
•
認証モード
•
クラスター
•
エラー報告を有効にする
•
エラー ログの場所
•
言語
•
master データベースの場所
•
master データベース ログの場所
•
サービス パックのバージョン
•
レプリケーション ディストリビューション データベース
•
レプリケーション作業ディレクトリ
•
バージョン

	SQL Server ロックの分析
	Microsoft.SQLServer.2005.DBEngine
Microsoft.SQLServer.2008.DBEngine
Microsoft.SQLServer.2012.DBEngine
	提供されたオブジェクトが SQL DB エンジンの種類の場合は、"1 秒あたりのデッドロック数" というパフォーマンス項目を含むグラフが表示されます。

	SQL Server Service Pack
	Microsoft.SQLServer.2005.DBEngine
Microsoft.SQLServer.2008.DBEngine
Microsoft.SQLServer.2012.DBEngine
	提供されたオブジェクトが SQL DB エンジンまたは ServicePackVersion の種類の場合は、次の検出プロパティが表示されます。
•
Service Pack のバージョン
•
バージョン

	SQL ユーザー アクティビティ 
	Microsoft.SQLServer.2005.DBEngine
Microsoft.SQLServer.2008.DBEngine
Microsoft.SQLServer.2012.DBEngine
	選択した各オブジェクトについて、"1 秒あたりのログイン数" というパフォーマンス項目を含むグラフが表示されます。データは日付ごとに集計されます。

	上位 5 つのデッドロックしたデータベース
	Microsoft.SQLServer.2005.DBEngine
Microsoft.SQLServer.2008.DBEngine
Microsoft.SQLServer.2012.DBEngine
	上位 5 つのデッドロックしたデータベースを示すグラフ、およびデータベースとそのカウンター値の詳細を示す表を表示します。

	日別のユーザー接続
	Microsoft.SQLServer.2005.DBEngine
Microsoft.SQLServer.2008.DBEngine
Microsoft.SQLServer.2012.DBEngine
	提供されたオブジェクトが SQL DB エンジンの種類の場合、選択した各オブジェクトについて、パフォーマンス項目、SQL ユーザー接続を含むグラフが表示されます。

	ピーク時間別のユーザー接続
	Microsoft.SQLServer.2005.DBEngine
Microsoft.SQLServer.2008.DBEngine
Microsoft.SQLServer.2012.DBEngine
	提供されたオブジェクトが SQL DB エンジンの種類の場合、選択した各オブジェクトについて、"SQL ユーザー接続" というパフォーマンス項目を含むグラフが表示されます。データは日付ごとに集計されます。


傾向情報レポート
	レポート
	クラス
	説明

	SQL データベース領域レポート
	Microsoft.SQLServer.2005.DBEngine
Microsoft.SQLServer.2008.DBEngine
Microsoft.SQLServer.2012.DBEngine
	提供されたオブジェクトが SQL データベースの種類の場合、または SQL データベースから派生した種類の場合は、選択した各オブジェクトについて、次のパフォーマンス項目を含むグラフが表示されます。
•
データベースの空き領域 (MB)
•
データベースの空き領域 (%)
•
データベースの領域 (MB)
•
トランザクション ログの空き領域 (MB)
•
トランザクション ログの空き領域 (%)
•
トランザクション ログの領域 (MB)
データは日付ごとに集計されます。


付録: ミラーリング管理パックの内容
SQL 2008/2012 ミラー化 DB
Microsoft SQL Server 2008 ミラー化データベース
SQL 2008/2012 ミラー化 DB - 検出
データベース エンジンのミラー化データベースの検出
このオブジェクト検出は、SQL Server 2008/2012 DB エンジンの特定のインスタンスに対して実行されているすべてのミラー化データベースを検出します。既定では、すべてのミラー化データベースが検出され、監視されます。除外リストを使用すると、検出を上書きして、1 つ以上のデータベースを検出から除外できます。このリストでは、データベース名のコンマ区切りの一覧を使用します。または、* ワイルドカードを使用してすべてのデータベースを除外します。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
除外リスト
検出から除外するデータベース名のコンマ区切りの一覧。ワイルドカード * を使用して、すべてのデータベースを除外できます。
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
14400
同期時刻
24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


SQL 2008/2012 ミラー化 DB - ユニット モニター
データベース ミラー監視サーバーの状態
このモニターは、データベース ミラー監視サーバーがアクセス可能かどうかを調べます (SQL 2008、SQL 2012)。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
可
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
同期時刻
24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


データベース ミラーの状態
このモニターは、データベース ミラーが同期しているかどうかを調べます (SQL 2008、SQL 2012)。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
同期時刻
24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


SQL 2008/2012 ミラー化 DB 監視サーバー
Microsoft SQL Server 2008/2012 ミラー化データベース監視サーバー
SQL 2008/2012 ミラー化 DB 監視サーバー - 検出
ミラー化データベース監視サーバーの検出
このオブジェクト検出は、SQL Server 2008/2012 DB エンジンの特定のインスタンスに対して実行されているすべてのミラー化データベース監視サーバーを検出します。既定では、すべてのミラー化データベースの監視サーバーが検出され、監視されます。除外リストを使用すると、検出を上書きして、1 つ以上のデータベースを検出から除外できます。このリストでは、データベース名のコンマ区切りの一覧を使用します。または、* ワイルドカードを使用してすべてのデータベースを除外します。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
除外リスト
検出から除外するデータベース名のコンマ区切りの一覧。ワイルドカード * を使用して、すべてのデータベースを除外できます。
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
14400
同期時刻
24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


SQL 2008/2012 ミラー化 DB 監視サーバー - ユニット モニター
データベース ミラーリング パートナーの状態
このモニターは、データベース ミラーが同期しているかどうかを調べます (SQL 2008、SQL 2012)。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
可
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
True
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
同期時刻
24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


SQL 2008/2012 ミラーリング グループ
Microsoft SQL Server 2008/2012 ミラーリング グループ
SQL 2008/2012 ミラーリング グループ - 検出
ミラー化データベース監視サーバーの検出
このオブジェクト検出は、SQL Server 2008/2012 DB エンジンの特定のインスタンスに対して実行されているすべてのミラー化データベース監視サーバーを検出します。既定では、すべてのミラー化データベースの監視サーバーが検出され、監視されます。除外リストを使用すると、検出を上書きして、1 つ以上のデータベースを検出から除外できます。このリストでは、データベース名のコンマ区切りの一覧を使用します。または、* ワイルドカードを使用してすべてのデータベースを除外します。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
除外リスト
検出から除外するデータベース名のコンマ区切りの一覧。ワイルドカード * を使用して、すべてのデータベースを除外できます。
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
14400
同期時刻
24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


データベース エンジンのミラー化データベースの検出
このオブジェクト検出は、SQL Server 2008/2012 DB エンジンの特定のインスタンスに対して実行されているすべてのミラー化データベースを検出します。既定では、すべてのミラー化データベースが検出され、監視されます。除外リストを使用すると、検出を上書きして、1 つ以上のデータベースを検出から除外できます。このリストでは、データベース名のコンマ区切りの一覧を使用します。または、* ワイルドカードを使用してすべてのデータベースを除外します。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
除外リスト
検出から除外するデータベース名のコンマ区切りの一覧。ワイルドカード * を使用して、すべてのデータベースを除外できます。
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
14400
同期時刻
24 時間形式で指定した同期時刻。省略可能です。
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


SQL 2008/2012 ミラーリング グループ - 依存関係 (ロールアップ) モニター
ミラーリング監視可用性のロールアップ
このモニターは、ミラーリング監視サーバー可用性のヘルスをミラーリング グループにロールアップします (SQL 2008、SQL 2012)。
ミラー化データベース構成のロールアップ
このモニターは、ミラー化データベース構成のヘルスをミラーリング グループにロールアップします (SQL 2008、SQL 2012)。
ミラー化データベース可用性のロールアップ
このモニターは、ミラーリング グループのヘルスをミラーリング グループにロールアップします (SQL 2008、SQL 2012)。
ミラー化データベース パフォーマンスのロールアップ
このモニターは、ミラー化データベース パフォーマンスのヘルスをミラーリング グループにロールアップします (SQL 2008、SQL 2012)。
SQL 2008/2012 ミラーリング監視サーバー ロール
Microsoft SQL Server 2008/2012 データベース ミラーリング監視サーバー ロール。
SQL 2012 ミラーリング監視サーバー ロール - 依存関係 (ロールアップ) モニター
ミラーリング監視可用性のロールアップ
このモニターは、ミラーリング監視サーバー ロールのヘルスをミラーリング監視サーバーの役割にロールアップします (SQL 2008、SQL 2012)。
付録: Always On 管理パックの内容
SQL Server 2012 Always On 監視管理パックで検出されるオブジェクトの種類を、以降のセクションで説明します。
Always On シード
Always On シード - 検出
MSSQL 2012: Always On シード検出
この検出を使用する目的は、どのコンピューターで Always On を有効にするかを定義することです。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
可
秒単位による頻度
14400

	

	
	
	


Always On シード - ルール (アラート)
Always On 検出スクリプト失敗ルール
このルールはイベント ID 4101 を検出してアラートを作成します
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
可
[Priority]
アラートの優先度を定義します。
1
Severity
アラートの重要度を定義します。
2

	

	
	
	


可用性グループ
可用性グループ - 検出
MSSQL 2012: 汎用 Always On 検出
Always On オブジェクトの検出
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
間隔 (秒)
検出が実行されるポーリング間隔 (秒数)。
14400
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


可用性グループ - 依存関係 (ロールアップ) モニター
可用性レプリカ接続
可用性レプリカ接続
可用性グループ オンライン
可用性グループ オンライン
可用性グループ自動フェールオーバー
可用性グループ自動フェールオーバー
WSFC クラスター
WSFC クラスター状態モニター
可用性レプリカ ロール
可用性レプリカ ロール
同期レプリカ データ同期
同期レプリカ データ同期
可用性グループ拡張ヘルス状態
可用性グループ拡張ヘルス状態モニター
可用性レプリカ データ同期
可用性レプリカ データ同期
可用性グループ - コンソール タスク
SQL Server Management Studio
SQL Server Management Studio を開き、対象の可用性グループのプライマリ レプリカに接続します。
SQL Server PowerShell
SQLPS コンソールを開き、対象の可用性グループのプライマリ レプリカに接続します。
可用性グループ重大ポリシー
カスタム ユーザー ポリシーのうち、可用性グループをファセットとして持ち、エラー カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つもの。
可用性グループ重大ポリシー - 検出
MSSQL 2012: 汎用カスタム ユーザー ポリシー検出
Always On オブジェクトに対するカスタム ユーザー ポリシーの検出
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
いいえ
間隔 (秒)
検出が実行されるポーリング間隔 (秒数)。
14400
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


可用性グループ重大ポリシー - ユニット モニター
可用性グループ ヘルス ポリシー
"エラー" 重大状態を持つ 2 状態モニター。可用性グループをファセットとして持ち、定義済みのエラー カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つカスタム ユーザー ポリシーの状態を反映するために使用される。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
可
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
False
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


可用性グループのヘルス
可用性グループ ヘルス - ユニット モニター
可用性レプリカ接続モニター
可用性レプリカ接続
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
False
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


可用性レプリカ データ同期モニター
可用性レプリカ データ同期
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
False
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


同期レプリカ データ同期モニター
同期レプリカ データ同期
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
可
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
False
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


可用性グループ自動フェールオーバー モニター
可用性グループ自動フェールオーバー
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
False
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


可用性グループ オンライン モニター
可用性グループ オンライン
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
False
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


可用性レプリカ ロール モニター
可用性レプリカ ロール
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
False
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


WSFC クラスター モニター
WSFC クラスター モニター
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
可
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
False
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


可用性グループ ヘルス - 集計モニター
可用性グループ拡張ヘルス状態
可用性グループ拡張ヘルス全体状態モニター
可用性グループ ヘルス - 依存関係 (ロールアップ) モニター
可用性グループ警告ポリシー
可用性グループ ヘルス警告カスタム ユーザー ポリシー状態モニター
可用性グループ重大ポリシー
可用性グループ ヘルス重大カスタム ユーザー ポリシー状態モニター
可用性グループ警告ポリシー
カスタム ユーザー ポリシーのうち、可用性グループをファセットとして持ち、警告カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つもの。
可用性グループ警告ポリシー - ユニット モニター
可用性グループ ヘルス ポリシー
"警告" 重大状態を持つ 2 状態モニター。可用性グループをファセットとして持ち、定義済みの警告カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つカスタム ユーザー ポリシーの状態を反映するために使用される。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
False
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


可用性レプリカ
可用性レプリカ - ユニット モニター
可用性レプリカ接続
可用性レプリカ接続
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
可
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
False
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


可用性レプリカの参加状態
可用性レプリカの参加状態
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
False
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


可用性レプリカ データ同期
可用性レプリカ データ同期
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
可
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
False
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


可用性レプリカ ロール
可用性レプリカ ロール
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
False
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


可用性レプリカ - 集計モニター
可用性レプリカ拡張ヘルス状態
可用性レプリカ拡張ヘルス全体状態モニター
可用性レプリカ - 依存関係 (ロールアップ) モニター
可用性レプリカ警告ポリシー
可用性レプリカ警告カスタム ユーザー ポリシー状態モニター
可用性レプリカ重大ポリシー
可用性レプリカ重大カスタム ユーザー ポリシー状態モニター
可用性レプリカ - ルール (アラート)
MSSQL 2012: 可用性レプリカ ロール変更
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
可
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
はい
[Priority]
アラートの優先度を定義します。
1
Severity
アラートの重要度を定義します。
1

	

	
	
	


可用性レプリカ - ルール (非アラート)
フロー制御/秒
このレプリカに対して有効化されたフロー制御の 1 秒あたりの数
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
可
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
いいえ
頻度 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900

	

	
	
	


レプリカへの送信バイト数/秒
ネットワーク経由でこのレプリカに送信するためにキューに格納されるデータベース メッセージのバイト数。このバイト数には、可用性グループのすべてのデータベースに対するメッセージが含まれます。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
いいえ
頻度 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900

	

	
	
	


トランスポートへの送信バイト数/秒
レプリカにネットワーク経由で送信されるバイト数の合計
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
可
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
いいえ
頻度 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900

	

	
	
	


フロー制御時間
過去 1 秒間のうち、このレプリカに対してフロー制御が有効になっていた時間の長さ (ミリ秒)
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
いいえ
頻度 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900

	

	
	
	


レプリカからの受信/秒
このレプリカから受信したメッセージの数の可用性グループ合計
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
いいえ
頻度 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900

	

	
	
	


トランスポートへの送信/秒
ネットワークでこのレプリカに送信されるメッセージ数。この数には、このレプリカから送信されるすべてのメッセージ (コントロール メッセージを含む) が含まれます。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
いいえ
頻度 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900

	

	
	
	


レプリカへの送信/秒
このレプリカにネットワーク経由で送信するためにキューに格納されたメッセージの数
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
いいえ
頻度 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900

	

	
	
	


レプリカからの受信バイト/秒
ネットワーク経由でこのレプリカから受信されるバイト数の可用性グループ合計
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
いいえ
頻度 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900

	

	
	
	


再送信メッセージ/秒
レプリカに送信されたメッセージに対して受け取る受信確認の 1 秒あたりの数
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
いいえ
頻度 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900

	

	
	
	


可用性レプリカ - コンソール タスク
強制フェールオーバー
SQLPS コンソールを開き、対象の可用性レプリカにフェールオーバーします。このレプリカが可用性グループの新しいプライマリになります。このタスクでは、-AllowDataLoss パラメーターを使用します。
SQL Server PowerShell
SQLPS コンソールを開き、対象の可用性レプリカに接続します。
SQL Server Management Studio
SQL Server Management Studio を開き、対象の可用性レプリカに接続します。
手動フェールオーバー
SQLPS コンソールを開き、対象の可用性レプリカにフェールオーバーします。このレプリカが可用性グループの新しいプライマリになります。
可用性レプリカ重大ポリシー
カスタム ユーザー ポリシーのうち、可用性レプリカをファセットとして持ち、エラー カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つもの。
可用性レプリカ重大ポリシー - ユニット モニター
可用性レプリカ ヘルス ポリシー
"エラー" 重大状態を持つ 2 状態モニター。可用性レプリカをファセットとして持ち、定義済みのエラー カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つカスタム ユーザー ポリシーの状態を反映するために使用される。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
False
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


可用性レプリカ警告ポリシー
カスタム ユーザー ポリシーのうち、可用性レプリカをファセットとして持ち、警告カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つもの。
可用性レプリカ警告ポリシー - ユニット モニター
可用性レプリカ ヘルス ポリシー
"警告" 重大状態を持つ 2 状態モニター。可用性レプリカをファセットとして持ち、定義済みの警告カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つカスタム ユーザー ポリシーの状態を反映するために使用される。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
可
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
False
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


データベース重大ポリシー
カスタム ユーザー ポリシーのうち、データベースをファセットとして持ち、エラー カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つもの。
データベース重大ポリシー - ユニット モニター
データベース ヘルス ポリシー
"エラー" 重大状態を持つ 2 状態モニター。データベースをファセットとして持ち、定義済みのエラー カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つカスタム ユーザー ポリシーの状態を反映するために使用される。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
False
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


データベース レプリカ
これはデータベース レプリカの状態 SMO オブジェクトの表現です
データベース レプリカ - 検出
MSSQL 2012: データベース レプリカ Always On 検出
データベース レプリカ Always On オブジェクトの検出
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
可
間隔 (秒)
検出が実行されるポーリング間隔 (秒数)。
14400
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


データベース レプリカ - ユニット モニター
可用性データベースの中断状態
可用性データベースの中断状態
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
False
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


可用性データベース データ同期
可用性データベース データ同期
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
False
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


可用性データベースの参加状態
可用性データベースの参加状態
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
False
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


データベース レプリカ - 集計モニター
データベース レプリカ拡張ヘルス状態
データベース レプリカ拡張ヘルス全体状態モニター
データベース レプリカ - 依存関係 (ロールアップ) モニター
データベース レプリカ重大ポリシー
データベース レプリカ重大カスタム ユーザー ポリシー状態モニター
データベース レプリカ警告ポリシー
データベース レプリカ警告カスタム ユーザー ポリシー状態モニター
データベース レプリカ - ルール (アラート)
MSSQL 2012: データベース レプリカ ロール変更
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
はい
[Priority]
アラートの優先度を定義します。
1
Severity
アラートの重要度を定義します。
1

	

	
	
	


データベース レプリカ - ルール (非アラート)
Recovery Queue
まだ再実行されていないセカンダリ レプリカのログ ファイル内のログ レコードの量。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
いいえ
頻度 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900

	

	
	
	


Total Log requiring undo
元に戻す必要のあるログの合計 KB 数。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
いいえ
頻度 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900

	

	
	
	


Log Send Queue
このレプリカのログ送信キューのサイズ。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
いいえ
頻度 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900

	

	
	
	


Redo Bytes Remaining
元に戻すフェーズを完了するために再適用が必要なログのバイト数。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
いいえ
頻度 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900

	

	
	
	


Transaction Delay
トランザクションがセカンダリの受信確認を待った時間の全トランザクション合計。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
いいえ
頻度 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900

	

	
	
	


Redo blocked/sec
このデータベースがオンラインになった後で、このデータベースで REDO スレッドがブロックされた回数。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
可
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
いいえ
頻度 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900

	

	
	
	


取り消し対象ログ残り
取り消しが必要なログの量 (KB)。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
可
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
いいえ
頻度 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900

	

	
	
	


ミラー化書き込みトランザクション/秒
同期コミットを通して処理されたトランザクションの数。トランザクション遅延をミラー化トランザクションの数で割ると、トランザクションあたりの遅延が得られます。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
いいえ
頻度 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900

	

	
	
	


再適用バイト数/秒
セカンダリ上でログ レコードが再適用される速度。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
いいえ
頻度 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900

	

	
	
	


受信ログ バイト数/秒
このレプリカによって受信されたログのバイト数。これは、セカンダリでのみ有効です。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
いいえ
頻度 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900

	

	
	
	


受信ファイル バイト数/秒
このレプリカによって受信されたファイルストリームのバイト数。これは、セカンダリでのみ有効です。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
いいえ
頻度 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900

	

	
	
	


データベース レプリカ - コンソール タスク
データ移動の中断
SQLPS コンソールを開き、対象のデータベース レプリカのデータ移動を中断します
データ移動の再開
SQLPS コンソールを開き、対象のデータベース レプリカのデータ移動を再開します
SQL Server PowerShell
SQLPS コンソールを開き、対象のデータベース レプリカの可用性レプリカに接続します。
SQL Server Management Studio
SQL Server Management Studio を開き、対象のデータベース レプリカの可用性レプリカに接続します。
データベース レプリカ重大ポリシー
カスタム ユーザー ポリシーのうち、データベース レプリカ状態をファセットとして持ち、エラー カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つもの。
データベース レプリカ重大ポリシー - ユニット モニター
データベース レプリカ ヘルス ポリシー
"エラー" 重大状態を持つ 2 状態モニター。データベース レプリカ状態をファセットとして持ち、定義済みのエラー カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つカスタム ユーザー ポリシーの状態を反映するために使用される。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
はい
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
False
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


データベース レプリカ警告ポリシー
カスタム ユーザー ポリシーのうち、データベース レプリカ状態をファセットとして持ち、警告カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つもの。
データベース レプリカ警告ポリシー - ユニット モニター
データベース レプリカ ヘルス ポリシー
"警告" 重大状態を持つ 2 状態モニター。データベース レプリカ状態をファセットとして持ち、定義済みの警告カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つカスタム ユーザー ポリシーの状態を反映するために使用される。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
可
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
False
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


データベース警告ポリシー
カスタム ユーザー ポリシーのうち、データベースをファセットとして持ち、警告カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つもの。
データベース警告ポリシー - ユニット モニター
データベース ヘルス ポリシー
"警告" 重大状態を持つ 2 状態モニター。データベースをファセットとして持ち、定義済みの警告カテゴリの 1 つをポリシー カテゴリとして持つカスタム ユーザー ポリシーの状態を反映するために使用される。
	
	
	

	
	名前
説明
既定値
有効
ワークフローを有効または無効にします。
可
アラートの生成
ワークフローがアラートを生成するかどうかを定義します。
False
間隔 (秒)
ワークフローを実行する定期的な間隔 (秒)。
900
タイムアウト (秒)
ワークフローが終了して失敗とマークされるまでの、ワークフローの許容実行時間を指定します。
300

	

	
	
	


可用性グループのグループ
Microsoft SQL Server 2012 のすべての可用性グループを含むグループ
可用性グループのグループ - 検出
可用性グループへの追加
この検出ルールは、可用性グループにデータを追加します。
可用性グループ のグループ - 依存関係 (ロールアップ) モニター
可用性グループ セキュリティ ロールアップ
可用性グループ セキュリティ ロールアップ
可用性グループの可用性ロールアップ
可用性グループの可用性ロールアップ
可用性グループ構成ロールアップ
可用性グループ構成ロールアップ
可用性グループ ロールアップ
可用性グループ パフォーマンス ロールアップ
可用性レプリカのグループ
Microsoft SQL Server 2012 のすべての可用性レプリカを含むグループ
可用性レプリカのグループ - 検出
SQL 可用性レプリカ グループへの追加
この検出ルールは、可用性レプリカ グループにデータを追加します。
可用性レプリカのグループ - 依存関係 (ロールアップ) モニター
可用性レプリカの可用性ロールアップ
可用性レプリカの可用性ロールアップ
可用性レプリカ ロールアップ
可用性レプリカ パフォーマンス ロールアップ
可用性レプリカ セキュリティ ロールアップ
可用性レプリカ セキュリティ ロールアップ
可用性レプリカ構成ロールアップ
可用性レプリカ構成ロールアップ
データベース レプリカのグループ
Microsoft SQL Server 2012 のすべてのデータベース レプリカを含むグループ
データベース レプリカのグループ - 検出
SQL データベース レプリカ グループへの追加
この検出ルールは、データベース レプリカ グループにデータを追加します。
データベース レプリカのグループ - 依存関係 (ロールアップ) モニター
データベース レプリカ ロールアップ
データベース レプリカ パフォーマンス ロールアップ
データベース レプリカ構成ロールアップ
データベース レプリカ構成ロールアップ
データベース レプリカ セキュリティ ロールアップ
データベース レプリカ セキュリティ ロールアップ
データベース レプリカ可用性ロールアップ
データベース レプリカ可用性ロールアップ
付録: デッドロック イベント ログ ルール 
Microsoft SQL Server 2005
· Microsoft.SQLServer.2005.MSDTC_on_server__is_unavailable_1_5_Rule eventID: 8501
· Microsoft.SQLServer.2005.Could_not_create_a_statement_object_using_OLE_DB_provider_1_5_Rule eventID: 7305
· Microsoft.SQLServer.2005.Could_not_create_an_instance_of_OLE_DB_provider_1_5_Rule eventID: 7302
· Microsoft.SQLServer.2005.SQL_Server_Service_Broker_or_Database_Mirroring_Transport_stopped_5_Rule eventID: 9691
· Microsoft.SQLServer.2005.SQL_Server_SQL_Server_Service_Broker_attempted_to_use_an_unsupported_encryption_algorithm_5_Rule eventID: 28060
· Microsoft.SQLServer.2005.SQL_Server_Service_Broker_transmitter_shut_down_due_to_an_exception_or_a_lack_of_memory_5_Rule eventID: 28073
· Microsoft.SQLServer.2005.An_error_occurred_in_the_Service_Broker_manager_5_Rule eventID: 9645
· Microsoft.SQLServer.2005.The_Service_Broker_Database_Mirroring_Transport_could_not_listen_for_connections_due_to_an_error_5_Rule eventID: 9693
· Microsoft.SQLServer.2005.SQL_Server_Service_Broker_or_Database_Mirroring_is_running_in_FIPS_compliance_mode_5_Rule eventID: 28077
· Microsoft.SQLServer.2005.An_error_occurred_while_processing_SQL_Server_Service_Broker_mirroring_routes_5_Rule eventID: 9789
· Microsoft.SQLServer.2005.An_SQL_Server_Service_Broker_dialog_caught_an_error_5_Rule eventID: 9736
· Microsoft.SQLServer.2005.A_SQL_Server_Service_Broker_cryptographic_operation_failed_5_Rule eventID: 9641
· Microsoft.SQLServer.2005.Cannot_start_service_broker_activation_manager_5_Rule eventID: 9701
· Microsoft.SQLServer.2005.SQL_Server_Service_Broker_could_not_query_the_FIPS_compliance_mode_flag_from_the_registry_5_Rule eventID: 28076
· Microsoft.SQLServer.2005.Cannot_start_SQL_Server_Service_Broker_on_Database_5_Rule eventID: 9697
· Microsoft.SQLServer.2005.The_SQL_Server_Service_Broker_or_Database_Mirroring_transport_is_disabled_or_not_configured_5_Rule eventID: 9666
· Microsoft.SQLServer.2005.Cannot_start_service_broker_manager_5_Rule eventID: 9694
· Microsoft.SQLServer.2005.SQL_Server_Service_Broker_Manager_has_shutdown_5_Rule eventID: 9689
· Microsoft.SQLServer.2005.Service_Broker_was_not_able_to_allocate_memory_for_cryptographic_operations_5_Rule eventID: 9634
· Microsoft.SQLServer.2005.An_SNI_call_failed_during_a_Service_Broker_Database_Mirroring_transport_operation_1_5_Rule eventID: 8471
· Microsoft.SQLServer.2005.Cannot_start_service_broker_manager_due_to_operating_system_error_5_Rule eventID: 28002
· Microsoft.SQLServer.2005.A_SQL_Server_Service_Broker_procedure_output_results_5_Rule eventID: 9724
· Microsoft.SQLServer.2005.An_error_occurred_in_the_SQL_Server_Service_Broker_message_transmitter_5_Rule eventID: 28072
· Microsoft.SQLServer.2005.SQL_Server_Service_Broker_cannot_use_RC4_encryption_algorithm_when_running_in_FIPS_compliance_mode_5_Rule eventID: 28078
· Microsoft.SQLServer.2005.An_error_occurred_in_the_Service_Broker_queue_rollback_handler_5_Rule eventID: 8405
· Microsoft.SQLServer.2005.SQL_Server_cannot_start_the_Service_Broker_event_handler_5_Rule eventID: 9696
· Microsoft.SQLServer.2005.An_error_occurred_in_the_SQL_Server_Service_Broker_or_Database_Mirroring_transport_manager_5_Rule eventID: 9643
· Microsoft.SQLServer.2005.An_error_occurred_in_a_SQL_Server_Service_Broker_Database_Mirroring_transport_connection_endpoint_1_5_Rule eventID: 9642
· Microsoft.SQLServer.2005.The_Service_Broker_Database_Mirroring_transport_cannot_listen_on_port_because_it_is_in_use_5_Rule eventID: 9692
· Microsoft.SQLServer.2005.Cannot_start_service_broker_security_manager_5_Rule eventID: 9698
· Microsoft.SQLServer.2005.An_error_occurred_in_the_timer_event_cache_5_Rule eventID: 9646
· Microsoft.SQLServer.2005.SQL_Server_could_not_allocate_enough_memory_to_start_Service_Broker_task_manager_5_Rule eventID: 9695
· Microsoft.SQLServer.2005.SQL_Server_Service_Broker_or_Database_Mirror_cryptographic_call_failed_5_Rule eventID: 9650
· Microsoft.SQLServer.2005.An_error_occurred_in_the_SQL_Server_Service_Broker_message_dispatcher_5_Rule eventID: 9644
· Microsoft.SQLServer.2005.SQLServerAgent_could_not_be_started_1_5_Rule eventID: 103
· Microsoft.SQLServer.2005.Unable_to_re_open_the_local_eventlog_1_5_Rule eventID: 313
· Microsoft.SQLServer.2005.Alert_engine_stopped_due_to_unrecoverable_local_eventlog_errors_1_5_Rule eventID: 317
· Microsoft.SQLServer.2005.Step_of_a_job_caused_an_exception_in_the_subsystem_1_5_Rule eventID: 209
· Microsoft.SQLServer.2005.A_SQL_job_failed_to_complete_successfully_1_5_Rule eventID: 208
· Microsoft.SQLServer.2005.The_agent_is_suspect._No_response_within_last_minutes_1_5_Rule eventID: 20554
· Microsoft.SQLServer.2005.Job_step_cannot_be_run_because_the_subsystem_failed_to_load_1_5_Rule eventID: 212
· Microsoft.SQLServer.2005.Unable_to_connect_to_SQL_Server_1_5_Rule eventID: 207
· Microsoft.SQLServer.2005.The_configuration_file_could_not_be_loaded_5_Rule eventID: 21
· Microsoft.SQLServer.2005.RESTORE_could_not_start_database_1_5_Rule eventID: 3167
· Microsoft.SQLServer.2005.Unexpected_end_of_file_while_reading_beginning_of_backup_set_1_5_Rule eventID: 3208
· Microsoft.SQLServer.2005.Cannot_open_backup_device.__1_5_Rule eventID: 3201
· Microsoft.SQLServer.2005.Database_cannot_be_opened_due_to_inaccessible_files_or_insufficient_memory_or_disk_space._See_the_SQL_Server_errorlog_for_details_1_5_Rule eventID: 945
· Microsoft.SQLServer.2005.CREATE_DATABASE_failed._Could_not_allocate_enough_disk_space_for_a_new_database_on_the_named_disks_1_5_Rule eventID: 1803
· Microsoft.SQLServer.2005.Could_not_obtain_exclusive_lock_on_database_5_Rule eventID: 1807
· Microsoft.SQLServer.2005.Full_Text_Search___Search_on_full_text_catalog_failed_with_unknown_result_1_5_Rule eventID: 7607
· Microsoft.SQLServer.2005.Full_Text_Search___Full_Text_Search_is_not_enabled_for_the_current_database._Use_sp_fulltext_database_to_enable_Full_Text_Search_1_5_Rule eventID: 15601
· Microsoft.SQLServer.2005.Failed_to_finish_full_text_operation._The_filegroup_is_empty_read_only_or_not_online_5_Rule eventID: 9964
· Microsoft.SQLServer.2005.Full_Text_Search___An_unknown_full_text_failure_occurred_1_5_Rule eventID: 7608
· Microsoft.SQLServer.2005.Full_Text_Search___Full_text_catalog_lacks_sufficient_disk_space_to_complete_this_operation_1_5_Rule eventID: 7622
· Microsoft.SQLServer.2005.Full_Text_Search___Full_text_catalog_is_in_a_unusable_state._Drop_and_re_create_this_full_text_catalog_1_5_Rule eventID: 7624
· Microsoft.SQLServer.2005.A_default_full_text_catalog_does_not_exist_in_the_database_or_user_does_not_have_permission_to_perform_this_action_5_Rule eventID: 9967
· Microsoft.SQLServer.2005.Full_Text_Search___Could_not_find_full_text_index_for_database_1_5_Rule eventID: 7606
· Microsoft.SQLServer.2005.Transaction_was_deadlocked_on_resources_with_another_process_and_has_been_chosen_as_the_deadlock_victim._Rerun_the_transaction_1_5_Rule eventID: 1205
· Microsoft.SQLServer.2005.The_provider_reported_an_unexpected_catastrophic_failure_1_5_Rule eventID: 10001
· Microsoft.SQLServer.2005.The_query_processor_could_not_start_the_necessary_thread_resources_for_parallel_query_execution_1_5_Rule eventID: 8642
· Microsoft.SQLServer.2005.IS_Service_has_attempted_to_stop_a_running_package_5_Rule eventID: 336
· Microsoft.SQLServer.2005.IS_Service_failed_to_load_user_defined_Configuration_file_5_Rule eventID: 272
· Microsoft.SQLServer.2005.Internal_Query_Processor_Error__The_query_processor_ran_out_of_stack_space_during_query_optimization_1_5_Rule eventID: 8621
· Microsoft.SQLServer.2005.Internal_Query_Processor_Error__The_query_processor_could_not_obtain_access_to_a_required_interface_1_5_Rule eventID: 8601
· Microsoft.SQLServer.2005.Internal_Query_Processor_Error__The_query_processor_encountered_an_unexpected_error_during_execution_1_5_Rule eventID: 8630
· Microsoft.SQLServer.2005.Internal_Query_Processor_Error__The_query_processor_encountered_an_unexpected_error_during_the_processing_of_a_remote_query_phase_1_5_Rule eventID: 8680
· Microsoft.SQLServer.2005.The_query_has_been_canceled_because_the_estimated_cost_of_this_query_exceeds_the_configured_threshold._Contact_the_system_administrator_1_5_Rule eventID: 8649
· Microsoft.SQLServer.2005.Login_failed__Password_too_simple_5_Rule eventID: 18466
· Microsoft.SQLServer.2005.Login_failed__Password_too_short_5_Rule eventID: 18464
· Microsoft.SQLServer.2005.Login_failed__Error_during_validation_5_Rule eventID: 18468
· Microsoft.SQLServer.2005.Could_not_obtain_information_about_Windows_NT_group_user_1_5_Rule eventID: 15404
· Microsoft.SQLServer.2005.Cannot_open_user_default_database._Login_failed_1_5_Rule eventID: 4064
· Microsoft.SQLServer.2005.Login_failed__Password_fails_password_filter_DLL_requirements_5_Rule eventID: 18467
· Microsoft.SQLServer.2005.Cannot_determine_the_service_account_for_SQL_Server_instance_1_5_Rule eventID: 14353
· Microsoft.SQLServer.2005.Permission_denied_on_object_1_5_Rule eventID: 229
· Microsoft.SQLServer.2005.Login_failed__Password_cannot_be_used_at_this_time_5_Rule eventID: 18463
· Microsoft.SQLServer.2005.Login_failed__Password_too_long_5_Rule eventID: 18465
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__Page_allocated_to_object_was_not_seen.__Page_may_be_invalid_or_have_incorrect_object_ID_information_in_its_header_1_5_Rule eventID: 2533
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__B_tree_level_mismatch_page_does_not_match_level_from_parent__1_5_Rule eventID: 8931
· Microsoft.SQLServer.2005.CHECKTABLE_processing_of_object_encountered_page_twice._Possible_internal_error_or_allocation_fault_1_5_Rule eventID: 8973
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error___Unexpected_page_type__1_5_Rule eventID: 8938
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__Extra_or_invalid_key_1_5_Rule eventID: 8952
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__cross_object_chain_linkage_1_5_Rule eventID: 8930
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__Wrong_PageId_in_the_page_header_1_5_Rule eventID: 8909
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__page_is_out_of_the_range_of_this_database_1_5_Rule eventID: 8968
· Microsoft.SQLServer.2005.Conflict_table__does_not_exist_1_5_Rule eventID: 21286
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__Cross_object_linkage_1_5_Rule eventID: 8925
· Microsoft.SQLServer.2005.CHECKTABLE_terminated._A_failure_was_detected_while_collecting_facts._Possibly_tempdb_out_of_space_or_a_system_table_is_inconsistent._Check_previous_errors_1_5_Rule eventID: 8921
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__Column_is_not_a_valid_complex_column_1_5_Rule eventID: 8960
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__Page_is_missing_a_reference_from_previous_page._Possible_chain_linkage_problem_1_5_Rule eventID: 8978
· Microsoft.SQLServer.2005.The_Log_Reader_Agent_for_transactional_replication_encountered_an_invalid_log_sequence_number__LSN__when_reading_the_transaction_log_5_Rule eventID: 18762
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__Page_was_not_seen_in_the_scan_although_its_parent_and_previous_refer_to_it._Check_any_previous_errors_1_5_Rule eventID: 8976
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__Cross_object_linkage__Parent_page_in_object_next_refer_to_page_not_in_the_same_object_1_5_Rule eventID: 8926
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__B_tree_page_has_two_parent_nodes__1_5_Rule eventID: 8937
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__Slot_row_extends_into_free_space__1_5_Rule eventID: 8943
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__Object_index_page_Test_failed._Slot___Offset_is__invalid_1_5_Rule eventID: 8941
· Microsoft.SQLServer.2005.Could_not_find_filegroup_ID_in_sys.filegroups_for_database_5_Rule eventID: 8932
· Microsoft.SQLServer.2005.The_user_is_not_allowed_to_truncate_the_system_table_1_5_Rule eventID: 4709
· Microsoft.SQLServer.2005.Failed_to_drop_column__from_table__1_5_Rule eventID: 21284
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__Page_is_missing_references_from_parent__unknown__and_previous_nodes._Possible_bad_root_entry_in_sysindexes_1_5_Rule eventID: 8979
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__Page_in_its_header_is_allocated_by_another_object_1_5_Rule eventID: 2534
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__The_text_ntext_or_image_node_at_page__is_referenced_by_page_not_seen_in_the_scan_1_5_Rule eventID: 8965
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error___Test_failed._Slot_overlaps_with_the_prior_row_1_5_Rule eventID: 8942
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__IAM_page_is_linked_in_the_IAM_chain_for_object_1_5_Rule eventID: 8959
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__Extent_object_is_beyond_the_range_of_this_database_1_5_Rule eventID: 2579
· Microsoft.SQLServer.2005.Table___No_columns_without_statistics_found_1_5_Rule eventID: 15013
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__The_high_key_value_on_page_is_not_less_than_the_low_key_value_in_the_parent_slot_of_the_next_page_1_5_Rule eventID: 8934
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__Allocation_page_has_invalid__page_header_values.__1_5_Rule eventID: 8946
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__IAM_chain_linkage_error_1_5_Rule eventID: 8969
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error___The_next_pointer_of_refers_to_page._Neither_its_parent_were_encountered._Possible_bad_chain_linkage_1_5_Rule eventID: 8981
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__The_text_ntext_or_image_node_has_wrong_type_1_5_Rule eventID: 8963
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__The_text_ntext_or_image_node_at_page_is_not_referenced_1_5_Rule eventID: 8964
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error___Address_is_not_aligned_1_5_Rule eventID: 8940
· Microsoft.SQLServer.2005.One_or_more_indexes_are_damaged_and_must_be_repaired_or_dropped_1_5_Rule eventID: 8956
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__Cross_object_linkage._Page_PGID_next_is_not_in_the_same_index_1_5_Rule eventID: 8982
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__Parent_node_for_page_was_not_encountered_1_5_Rule eventID: 8977
· Microsoft.SQLServer.2005.Indexed_view_does_not_contain_all_rows_that_the_view_definition_produces.__Refer_to_Books_Online_for_more_information_on_this_error.__This_does_not_necessarily_represent_an_integrity_issue_with_th_5_Rule eventID: 8908
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__Table_missing_or_invalid_key_in_index_for_the_row__1_5_Rule eventID: 8951
· Microsoft.SQLServer.2005.Unique_table_computation_failed_1_5_Rule eventID: 16959
· Microsoft.SQLServer.2005.Table__Creating_statistics_for_the_following_columns_1_5_Rule eventID: 15018
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__B_tree_chain_linkage_mismatch.__1_5_Rule eventID: 8936
· Microsoft.SQLServer.2005.Failed_to_add_column__to_table__1_5_Rule eventID: 21285
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__Index_node_page_refers_to_child_page_and_previous_child_but_they_were_not_encountered_1_5_Rule eventID: 8980
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__The_low_key_value_on_page__is_not_the_key_value_in_the_parent_1_5_Rule eventID: 8933
· Microsoft.SQLServer.2005.Table_error__The_previous_link_on_page_does_not_match_the_previous_page_that_the_parent_slot_expects_for_this_page_1_5_Rule eventID: 8935
· Microsoft.SQLServer.2005.XML___XML_parsing_error_1_5_Rule eventID: 6603
· Microsoft.SQLServer.2005.XML___XML_document_could_not_be_created_because_server_memory_is_low._Use_sp_xml_removedocument_to_release_XML_documents_1_5_Rule eventID: 6624
· Microsoft.SQLServer.2005.XML___Size_of_data_chunk_requested_from_the_stream_exceeds_allowed_limit_5_Rule eventID: 6627
· Microsoft.SQLServer.2005.XML___Failed_to_load_Msxml2.dll_1_5_Rule eventID: 6610
· Microsoft.SQLServer.2005.XML___Failed_to_instantiate_class._Make_sure_Msxml2.dll_exists_in_the_SQL_Server_installation_1_5_Rule eventID: 6608
· Microsoft.SQLServer.2005.XML___FOR_XML_EXPLICIT_stack_overflow_occurred._Circular_parent_tag_relationships_are_not_allowed_1_5_Rule eventID: 6805
· Microsoft.SQLServer.2005.XML___XML_error_1_5_Rule eventID: 6600
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· Microsoft.SQLServer.2008.MSDTC_on_server__is_unavailable_1_5_Rule eventID: 8501
· Microsoft.SQLServer.2008.Could_not_create_a_statement_object_using_OLE_DB_provider_1_5_Rule eventID: 7305
· Microsoft.SQLServer.2008.Could_not_create_an_instance_of_OLE_DB_provider_1_5_Rule eventID: 7302
· Microsoft.SQLServer.2008.SQL_Server_Service_Broker_or_Database_Mirroring_Transport_stopped_5_Rule eventID: 9691
· Microsoft.SQLServer.2008.SQL_Server_SQL_Server_Service_Broker_attempted_to_use_an_unsupported_encryption_algorithm_5_Rule eventID: 28060
· Microsoft.SQLServer.2008.SQL_Server_Service_Broker_transmitter_shut_down_due_to_an_exception_or_a_lack_of_memory_5_Rule eventID: 28073
· Microsoft.SQLServer.2008.An_error_occurred_in_the_Service_Broker_manager_5_Rule eventID: 9645
· Microsoft.SQLServer.2008.The_Service_Broker_Database_Mirroring_Transport_could_not_listen_for_connections_due_to_an_error_5_Rule eventID: 9693
· Microsoft.SQLServer.2008.SQL_Server_Service_Broker_or_Database_Mirroring_is_running_in_FIPS_compliance_mode_5_Rule eventID: 28077
· Microsoft.SQLServer.2008.An_error_occurred_while_processing_SQL_Server_Service_Broker_mirroring_routes_5_Rule eventID: 9789
· Microsoft.SQLServer.2008.An_SQL_Server_Service_Broker_dialog_caught_an_error_5_Rule eventID: 9736
· Microsoft.SQLServer.2008.A_SQL_Server_Service_Broker_cryptographic_operation_failed_5_Rule eventID: 9641
· Microsoft.SQLServer.2008.Cannot_start_service_broker_activation_manager_5_Rule eventID: 9701
· Microsoft.SQLServer.2008.SQL_Server_Service_Broker_could_not_query_the_FIPS_compliance_mode_flag_from_the_registry_5_Rule eventID: 28076
· Microsoft.SQLServer.2008.Cannot_start_SQL_Server_Service_Broker_on_Database_5_Rule eventID: 9697
· Microsoft.SQLServer.2008.The_SQL_Server_Service_Broker_or_Database_Mirroring_transport_is_disabled_or_not_configured_5_Rule eventID: 9666
· Microsoft.SQLServer.2008.Cannot_start_service_broker_manager_5_Rule eventID: 9694
· Microsoft.SQLServer.2008.SQL_Server_Service_Broker_Manager_has_shutdown_5_Rule eventID: 9689
· Microsoft.SQLServer.2008.Service_Broker_was_not_able_to_allocate_memory_for_cryptographic_operations_5_Rule eventID: 9634
· Microsoft.SQLServer.2008.An_SNI_call_failed_during_a_Service_Broker_Database_Mirroring_transport_operation_1_5_Rule eventID: 8471
· Microsoft.SQLServer.2008.Cannot_start_service_broker_manager_due_to_operating_system_error_5_Rule eventID: 28002
· Microsoft.SQLServer.2008.A_SQL_Server_Service_Broker_procedure_output_results_5_Rule eventID: 9724
· Microsoft.SQLServer.2008.An_error_occurred_in_the_SQL_Server_Service_Broker_message_transmitter_5_Rule eventID: 28072
· Microsoft.SQLServer.2008.SQL_Server_Service_Broker_cannot_use_RC4_encryption_algorithm_when_running_in_FIPS_compliance_mode_5_Rule eventID: 28078
· Microsoft.SQLServer.2008.An_error_occurred_in_the_Service_Broker_queue_rollback_handler_5_Rule eventID: 8405
· Microsoft.SQLServer.2008.SQL_Server_cannot_start_the_Service_Broker_event_handler_5_Rule eventID: 9696
· Microsoft.SQLServer.2008.An_error_occurred_in_the_SQL_Server_Service_Broker_or_Database_Mirroring_transport_manager_5_Rule eventID: 9643
· Microsoft.SQLServer.2008.An_error_occurred_in_a_SQL_Server_Service_Broker_Database_Mirroring_transport_connection_endpoint_1_5_Rule eventID: 9642
· Microsoft.SQLServer.2008.The_Service_Broker_Database_Mirroring_transport_cannot_listen_on_port_because_it_is_in_use_5_Rule eventID: 9692
· Microsoft.SQLServer.2008.Cannot_start_service_broker_security_manager_5_Rule eventID: 9698
· Microsoft.SQLServer.2008.An_error_occurred_in_the_timer_event_cache_5_Rule eventID: 9646
· Microsoft.SQLServer.2008.SQL_Server_could_not_allocate_enough_memory_to_start_Service_Broker_task_manager_5_Rule eventID: 9695
· Microsoft.SQLServer.2008.SQL_Server_Service_Broker_or_Database_Mirror_cryptographic_call_failed_5_Rule eventID: 9650
· Microsoft.SQLServer.2008.An_error_occurred_in_the_SQL_Server_Service_Broker_message_dispatcher_5_Rule eventID: 9644
· Microsoft.SQLServer.2008.SQLServerAgent_could_not_be_started_1_5_Rule eventID: 103
· Microsoft.SQLServer.2008.Unable_to_re_open_the_local_eventlog_1_5_Rule eventID: 313
· Microsoft.SQLServer.2008.Alert_engine_stopped_due_to_unrecoverable_local_eventlog_errors_1_5_Rule eventID: 317
· Microsoft.SQLServer.2008.Step_of_a_job_caused_an_exception_in_the_subsystem_1_5_Rule eventID: 209
· Microsoft.SQLServer.2008.A_SQL_job_failed_to_complete_successfully_1_5_Rule eventID: 208
· Microsoft.SQLServer.2008.The_agent_is_suspect._No_response_within_last_minutes_1_5_Rule eventID: 20554
· Microsoft.SQLServer.2008.Job_step_cannot_be_run_because_the_subsystem_failed_to_load_1_5_Rule eventID: 212
· Microsoft.SQLServer.2008.Unable_to_connect_to_SQL_Server_1_5_Rule eventID: 207
· Microsoft.SQLServer.2008.The_configuration_file_could_not_be_loaded_5_Rule eventID: 21
· Microsoft.SQLServer.2008.RESTORE_could_not_start_database_1_5_Rule eventID: 3167
· Microsoft.SQLServer.2008.Unexpected_end_of_file_while_reading_beginning_of_backup_set_1_5_Rule eventID: 3208
· Microsoft.SQLServer.2008.Cannot_open_backup_device.__1_5_Rule eventID: 3201
· Microsoft.SQLServer.2008.Database_cannot_be_opened_due_to_inaccessible_files_or_insufficient_memory_or_disk_space._See_the_SQL_Server_errorlog_for_details_1_5_Rule eventID: 945
· Microsoft.SQLServer.2008.CREATE_DATABASE_failed._Could_not_allocate_enough_disk_space_for_a_new_database_on_the_named_disks_1_5_Rule eventID: 1803
· Microsoft.SQLServer.2008.Could_not_obtain_exclusive_lock_on_database_5_Rule eventID: 1807
· Microsoft.SQLServer.2008.Full_Text_Search___Search_on_full_text_catalog_failed_with_unknown_result_1_5_Rule eventID: 7607
· Microsoft.SQLServer.2008.Full_Text_Search___Full_Text_Search_is_not_enabled_for_the_current_database._Use_sp_fulltext_database_to_enable_Full_Text_Search_1_5_Rule eventID: 15601
· Microsoft.SQLServer.2008.Failed_to_finish_full_text_operation._The_filegroup_is_empty_read_only_or_not_online_5_Rule eventID: 9964
· Microsoft.SQLServer.2008.Full_Text_Search___An_unknown_full_text_failure_occurred_1_5_Rule eventID: 7608
· Microsoft.SQLServer.2008.Full_Text_Search___Full_text_catalog_lacks_sufficient_disk_space_to_complete_this_operation_1_5_Rule eventID: 7622
· Microsoft.SQLServer.2008.Full_Text_Search___Full_text_catalog_is_in_a_unusable_state._Drop_and_re_create_this_full_text_catalog_1_5_Rule eventID: 7624
· Microsoft.SQLServer.2008.A_default_full_text_catalog_does_not_exist_in_the_database_or_user_does_not_have_permission_to_perform_this_action_5_Rule eventID: 9967
· Microsoft.SQLServer.2008.Full_Text_Search___Could_not_find_full_text_index_for_database_1_5_Rule eventID: 7606
· Microsoft.SQLServer.2008.Transaction_was_deadlocked_on_resources_with_another_process_and_has_been_chosen_as_the_deadlock_victim._Rerun_the_transaction_1_5_Rule eventID: 1205
· Microsoft.SQLServer.2008.The_provider_reported_an_unexpected_catastrophic_failure_1_5_Rule eventID: 10001
· Microsoft.SQLServer.2008.The_query_processor_could_not_start_the_necessary_thread_resources_for_parallel_query_execution_1_5_Rule eventID: 8642
· Microsoft.SQLServer.2008.IS_Service_has_attempted_to_stop_a_running_package_5_Rule eventID: 336
· Microsoft.SQLServer.2008.IS_Service_failed_to_load_user_defined_Configuration_file_5_Rule eventID: 272
· Microsoft.SQLServer.2008.Internal_Query_Processor_Error__The_query_processor_ran_out_of_stack_space_during_query_optimization_1_5_Rule eventID: 8621
· Microsoft.SQLServer.2008.Internal_Query_Processor_Error__The_query_processor_could_not_obtain_access_to_a_required_interface_1_5_Rule eventID: 8601
· Microsoft.SQLServer.2008.Internal_Query_Processor_Error__The_query_processor_encountered_an_unexpected_error_during_execution_1_5_Rule eventID: 8630
· Microsoft.SQLServer.2008.Internal_Query_Processor_Error__The_query_processor_encountered_an_unexpected_error_during_the_processing_of_a_remote_query_phase_1_5_Rule eventID: 8680
· Microsoft.SQLServer.2008.The_query_has_been_canceled_because_the_estimated_cost_of_this_query_exceeds_the_configured_threshold._Contact_the_system_administrator_1_5_Rule eventID: 8649
· Microsoft.SQLServer.2008.Login_failed__Password_too_simple_5_Rule eventID: 18466
· Microsoft.SQLServer.2008.Login_failed__Password_too_short_5_Rule eventID: 18464
· Microsoft.SQLServer.2008.Login_failed__Error_during_validation_5_Rule eventID: 18468
· Microsoft.SQLServer.2008.Could_not_obtain_information_about_Windows_NT_group_user_1_5_Rule eventID: 15404
· Microsoft.SQLServer.2008.Cannot_open_user_default_database._Login_failed_1_5_Rule eventID: 4064
· Microsoft.SQLServer.2008.Login_failed__Password_fails_password_filter_DLL_requirements_5_Rule eventID: 18467
· Microsoft.SQLServer.2008.Cannot_determine_the_service_account_for_SQL_Server_instance_1_5_Rule eventID: 14353
· Microsoft.SQLServer.2008.Permission_denied_on_object_1_5_Rule eventID: 229
· Microsoft.SQLServer.2008.Login_failed__Password_cannot_be_used_at_this_time_5_Rule eventID: 18463
· Microsoft.SQLServer.2008.Login_failed__Password_too_long_5_Rule eventID: 18465
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__Page_allocated_to_object_was_not_seen.__Page_may_be_invalid_or_have_incorrect_object_ID_information_in_its_header_1_5_Rule eventID: 2533
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__B_tree_level_mismatch_page_does_not_match_level_from_parent__1_5_Rule eventID: 8931
· Microsoft.SQLServer.2008.CHECKTABLE_processing_of_object_encountered_page_twice._Possible_internal_error_or_allocation_fault_1_5_Rule eventID: 8973
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error___Unexpected_page_type__1_5_Rule eventID: 8938
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__Extra_or_invalid_key_1_5_Rule eventID: 8952
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__cross_object_chain_linkage_1_5_Rule eventID: 8930
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__Wrong_PageId_in_the_page_header_1_5_Rule eventID: 8909
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__page_is_out_of_the_range_of_this_database_1_5_Rule eventID: 8968
· Microsoft.SQLServer.2008.Conflict_table__does_not_exist_1_5_Rule eventID: 21286
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__Cross_object_linkage_1_5_Rule eventID: 8925
· Microsoft.SQLServer.2008.CHECKTABLE_terminated._A_failure_was_detected_while_collecting_facts._Possibly_tempdb_out_of_space_or_a_system_table_is_inconsistent._Check_previous_errors_1_5_Rule eventID: 8921
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__Column_is_not_a_valid_complex_column_1_5_Rule eventID: 8960
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__Page_is_missing_a_reference_from_previous_page._Possible_chain_linkage_problem_1_5_Rule eventID: 8978
· Microsoft.SQLServer.2008.The_Log_Reader_Agent_for_transactional_replication_encountered_an_invalid_log_sequence_number__LSN__when_reading_the_transaction_log_5_Rule eventID: 18762
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__Page_was_not_seen_in_the_scan_although_its_parent_and_previous_refer_to_it._Check_any_previous_errors_1_5_Rule eventID: 8976
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__Cross_object_linkage__Parent_page_in_object_next_refer_to_page_not_in_the_same_object_1_5_Rule eventID: 8926
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__B_tree_page_has_two_parent_nodes__1_5_Rule eventID: 8937
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__Slot_row_extends_into_free_space__1_5_Rule eventID: 8943
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__Object_index_page_Test_failed._Slot___Offset_is__invalid_1_5_Rule eventID: 8941
· Microsoft.SQLServer.2008.Could_not_find_filegroup_ID_in_sys.filegroups_for_database_5_Rule eventID: 8932
· Microsoft.SQLServer.2008.The_user_is_not_allowed_to_truncate_the_system_table_1_5_Rule eventID: 4709
· Microsoft.SQLServer.2008.Failed_to_drop_column__from_table__1_5_Rule eventID: 21284
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__Page_is_missing_references_from_parent__unknown__and_previous_nodes._Possible_bad_root_entry_in_sysindexes_1_5_Rule eventID: 8979
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__Page_in_its_header_is_allocated_by_another_object_1_5_Rule eventID: 2534
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__The_text_ntext_or_image_node_at_page__is_referenced_by_page_not_seen_in_the_scan_1_5_Rule eventID: 8965
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error___Test_failed._Slot_overlaps_with_the_prior_row_1_5_Rule eventID: 8942
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__IAM_page_is_linked_in_the_IAM_chain_for_object_1_5_Rule eventID: 8959
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__Extent_object_is_beyond_the_range_of_this_database_1_5_Rule eventID: 2579
· Microsoft.SQLServer.2008.Table___No_columns_without_statistics_found_1_5_Rule eventID: 15013
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__The_high_key_value_on_page_is_not_less_than_the_low_key_value_in_the_parent_slot_of_the_next_page_1_5_Rule eventID: 8934
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__Allocation_page_has_invalid__page_header_values.__1_5_Rule eventID: 8946
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__IAM_chain_linkage_error_1_5_Rule eventID: 8969
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error___The_next_pointer_of_refers_to_page._Neither_its_parent_were_encountered._Possible_bad_chain_linkage_1_5_Rule eventID: 8981
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__The_text_ntext_or_image_node_has_wrong_type_1_5_Rule eventID: 8963
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__The_text_ntext_or_image_node_at_page_is_not_referenced_1_5_Rule eventID: 8964
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error___Address_is_not_aligned_1_5_Rule eventID: 8940
· Microsoft.SQLServer.2008.One_or_more_indexes_are_damaged_and_must_be_repaired_or_dropped_1_5_Rule eventID: 8956
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__Cross_object_linkage._Page_PGID_next_is_not_in_the_same_index_1_5_Rule eventID: 8982
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__Parent_node_for_page_was_not_encountered_1_5_Rule eventID: 8977
· Microsoft.SQLServer.2008.Indexed_view_does_not_contain_all_rows_that_the_view_definition_produces.__Refer_to_Books_Online_for_more_information_on_this_error.__This_does_not_necessarily_represent_an_integrity_issue_with_th_5_Rule eventID: 8908
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__Table_missing_or_invalid_key_in_index_for_the_row__1_5_Rule eventID: 8951
· Microsoft.SQLServer.2008.Unique_table_computation_failed_1_5_Rule eventID: 16959
· Microsoft.SQLServer.2008.Table__Creating_statistics_for_the_following_columns_1_5_Rule eventID: 15018
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__B_tree_chain_linkage_mismatch.__1_5_Rule eventID: 8936
· Microsoft.SQLServer.2008.Failed_to_add_column__to_table__1_5_Rule eventID: 21285
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__Index_node_page_refers_to_child_page_and_previous_child_but_they_were_not_encountered_1_5_Rule eventID: 8980
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__The_low_key_value_on_page__is_not_the_key_value_in_the_parent_1_5_Rule eventID: 8933
· Microsoft.SQLServer.2008.Table_error__The_previous_link_on_page_does_not_match_the_previous_page_that_the_parent_slot_expects_for_this_page_1_5_Rule eventID: 8935
· Microsoft.SQLServer.2008.XML___XML_parsing_error_1_5_Rule eventID: 6603
· Microsoft.SQLServer.2008.XML___XML_document_could_not_be_created_because_server_memory_is_low._Use_sp_xml_removedocument_to_release_XML_documents_1_5_Rule eventID: 6624
· Microsoft.SQLServer.2008.XML___Size_of_data_chunk_requested_from_the_stream_exceeds_allowed_limit_5_Rule eventID: 6627
· Microsoft.SQLServer.2008.XML___Failed_to_load_Msxml2.dll_1_5_Rule eventID: 6610
· Microsoft.SQLServer.2008.XML___Failed_to_instantiate_class._Make_sure_Msxml2.dll_exists_in_the_SQL_Server_installation_1_5_Rule eventID: 6608
· Microsoft.SQLServer.2008.XML___FOR_XML_EXPLICIT_stack_overflow_occurred._Circular_parent_tag_relationships_are_not_allowed_1_5_Rule eventID: 6805
· Microsoft.SQLServer.2008.XML___XML_error_1_5_Rule eventID: 6600
· Microsoft.SQLServer.2008.Script_Failed_Database_Login eventID: 4001
· Microsoft.SQLServer.2008.ReplicationAgentFailureRule eventID: 20536
· Microsoft.SQLServer.2008.FailedToCreateSubdirectoryUnderReplicationWorkingDirectoryRule eventID: 21330
· Microsoft.SQLServer.2008.ArticleUpdateSuccessfulRule eventID: 14025
· Microsoft.SQLServer.2008.BeginLSNSpecifiedForReplicationLogscanInvalidRule eventID: 18765
· Microsoft.SQLServer.2008.CouldNotCleanUpDistributionHistoryTablesRule eventID: 20553
· Microsoft.SQLServer.2008.LoginAccountIsNotInThePublicationAccessListRule eventID: 21049
· Microsoft.SQLServer.2008.ReplicationAgentSuccessRule eventID: 20540
· Microsoft.SQLServer.2008.AnotherLogReaderIsReplicatingDatabaseRule eventID: 18752
· Microsoft.SQLServer.2008.CouldNotAllocateMemoryForReplicationRule eventID: 18755
· Microsoft.SQLServer.2008.SchemaReplicationFailedRule eventID: 21198
· Microsoft.SQLServer.2008.SystemTablesForMergeReplicationCouldNotBeDroppedSuccessfullyRule eventID: 20007
· Microsoft.SQLServer.2008.ErrorOccurredWhileWaitingOnArticleCacheAccessEventRule eventID: 18776
· Microsoft.SQLServer.2008.InitialSnapshotForPublicationIsNotYetAvailableRule eventID: 21075
· Microsoft.SQLServer.2008.SpecifiedLSNForRepldoneLogscanOccursBeforeTheCurrentStartOfReplicationInTheLogRule eventID: 18768
· Microsoft.SQLServer.2008.CouldNotGetReplicationInformationForTableRule eventID: 18756
· Microsoft.SQLServer.2008.SubscriptionStatusCouldNotBeChangedRule eventID: 14070
· Microsoft.SQLServer.2008.LogReaderAgentEncounteredUnexpectedLogRecordOfTypeWhileProcessingDMLOperationRule eventID: 18775
· Microsoft.SQLServer.2008.ArticleCouldNotBeAddedToPublicationRule eventID: 20009
· Microsoft.SQLServer.2008.CouldNotRemovePublicationFromADRule eventID: 21369
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· Microsoft.SQLServer.2012.MSDTC_on_server__is_unavailable_1_5_Rule eventID: 8501
· Microsoft.SQLServer.2012.Could_not_create_a_statement_object_using_OLE_DB_provider_1_5_Rule eventID: 7305
· Microsoft.SQLServer.2012.Could_not_create_an_instance_of_OLE_DB_provider_1_5_Rule eventID: 7302
· Microsoft.SQLServer.2012.SQL_Server_Service_Broker_or_Database_Mirroring_Transport_stopped_5_Rule eventID: 9691
· Microsoft.SQLServer.2012.SQL_Server_SQL_Server_Service_Broker_attempted_to_use_an_unsupported_encryption_algorithm_5_Rule eventID: 28060
· Microsoft.SQLServer.2012.SQL_Server_Service_Broker_transmitter_shut_down_due_to_an_exception_or_a_lack_of_memory_5_Rule eventID: 28073
· Microsoft.SQLServer.2012.An_error_occurred_in_the_Service_Broker_manager_5_Rule eventID: 9645
· Microsoft.SQLServer.2012.The_Service_Broker_Database_Mirroring_Transport_could_not_listen_for_connections_due_to_an_error_5_Rule eventID: 9693
· Microsoft.SQLServer.2012.SQL_Server_Service_Broker_or_Database_Mirroring_is_running_in_FIPS_compliance_mode_5_Rule eventID: 28077
· Microsoft.SQLServer.2012.An_error_occurred_while_processing_SQL_Server_Service_Broker_mirroring_routes_5_Rule eventID: 9789
· Microsoft.SQLServer.2012.An_SQL_Server_Service_Broker_dialog_caught_an_error_5_Rule eventID: 9736
· Microsoft.SQLServer.2012.A_SQL_Server_Service_Broker_cryptographic_operation_failed_5_Rule eventID: 9641
· Microsoft.SQLServer.2012.Cannot_start_service_broker_activation_manager_5_Rule eventID: 9701
· Microsoft.SQLServer.2012.SQL_Server_Service_Broker_could_not_query_the_FIPS_compliance_mode_flag_from_the_registry_5_Rule eventID: 28076
· Microsoft.SQLServer.2012.Cannot_start_SQL_Server_Service_Broker_on_Database_5_Rule eventID: 9697
· Microsoft.SQLServer.2012.The_SQL_Server_Service_Broker_or_Database_Mirroring_transport_is_disabled_or_not_configured_5_Rule eventID: 9666
· Microsoft.SQLServer.2012.Cannot_start_service_broker_manager_5_Rule eventID: 9694
· Microsoft.SQLServer.2012.SQL_Server_Service_Broker_Manager_has_shutdown_5_Rule eventID: 9689
· Microsoft.SQLServer.2012.Service_Broker_was_not_able_to_allocate_memory_for_cryptographic_operations_5_Rule eventID: 9634
· Microsoft.SQLServer.2012.An_SNI_call_failed_during_a_Service_Broker_Database_Mirroring_transport_operation_1_5_Rule eventID: 8471
· Microsoft.SQLServer.2012.Cannot_start_service_broker_manager_due_to_operating_system_error_5_Rule eventID: 28002
· Microsoft.SQLServer.2012.A_SQL_Server_Service_Broker_procedure_output_results_5_Rule eventID: 9724
· Microsoft.SQLServer.2012.An_error_occurred_in_the_SQL_Server_Service_Broker_message_transmitter_5_Rule eventID: 28072
· Microsoft.SQLServer.2012.SQL_Server_Service_Broker_cannot_use_RC4_encryption_algorithm_when_running_in_FIPS_compliance_mode_5_Rule eventID: 28078
· Microsoft.SQLServer.2012.An_error_occurred_in_the_Service_Broker_queue_rollback_handler_5_Rule eventID: 8405
· Microsoft.SQLServer.2012.SQL_Server_cannot_start_the_Service_Broker_event_handler_5_Rule eventID: 9696
· Microsoft.SQLServer.2012.An_error_occurred_in_the_SQL_Server_Service_Broker_or_Database_Mirroring_transport_manager_5_Rule eventID: 9643
· Microsoft.SQLServer.2012.An_error_occurred_in_a_SQL_Server_Service_Broker_Database_Mirroring_transport_connection_endpoint_1_5_Rule eventID: 9642
· Microsoft.SQLServer.2012.The_Service_Broker_Database_Mirroring_transport_cannot_listen_on_port_because_it_is_in_use_5_Rule eventID: 9692
· Microsoft.SQLServer.2012.Cannot_start_service_broker_security_manager_5_Rule eventID: 9698
· Microsoft.SQLServer.2012.An_error_occurred_in_the_timer_event_cache_5_Rule eventID: 9646
· Microsoft.SQLServer.2012.SQL_Server_could_not_allocate_enough_memory_to_start_Service_Broker_task_manager_5_Rule eventID: 9695
· Microsoft.SQLServer.2012.SQL_Server_Service_Broker_or_Database_Mirror_cryptographic_call_failed_5_Rule eventID: 9650
· Microsoft.SQLServer.2012.An_error_occurred_in_the_SQL_Server_Service_Broker_message_dispatcher_5_Rule eventID: 9644
· Microsoft.SQLServer.2012.SQLServerAgent_could_not_be_started_1_5_Rule eventID: 103
· Microsoft.SQLServer.2012.Unable_to_re_open_the_local_eventlog_1_5_Rule eventID: 313
· Microsoft.SQLServer.2012.Alert_engine_stopped_due_to_unrecoverable_local_eventlog_errors_1_5_Rule eventID: 317
· Microsoft.SQLServer.2012.Step_of_a_job_caused_an_exception_in_the_subsystem_1_5_Rule eventID: 209
· Microsoft.SQLServer.2012.A_SQL_job_failed_to_complete_successfully_1_5_Rule eventID: 208
· Microsoft.SQLServer.2012.The_agent_is_suspect._No_response_within_last_minutes_1_5_Rule eventID: 20554
· Microsoft.SQLServer.2012.Job_step_cannot_be_run_because_the_subsystem_failed_to_load_1_5_Rule eventID: 212
· Microsoft.SQLServer.2012.Unable_to_connect_to_SQL_Server_1_5_Rule eventID: 207
· Microsoft.SQLServer.2012.The_configuration_file_could_not_be_loaded_5_Rule eventID: 21
· Microsoft.SQLServer.2012.RESTORE_could_not_start_database_1_5_Rule eventID: 3167
· Microsoft.SQLServer.2012.Unexpected_end_of_file_while_reading_beginning_of_backup_set_1_5_Rule eventID: 3208
· Microsoft.SQLServer.2012.Cannot_open_backup_device.__1_5_Rule eventID: 3201
· Microsoft.SQLServer.2012.Database_cannot_be_opened_due_to_inaccessible_files_or_insufficient_memory_or_disk_space._See_the_SQL_Server_errorlog_for_details_1_5_Rule eventID: 945
· Microsoft.SQLServer.2012.CREATE_DATABASE_failed._Could_not_allocate_enough_disk_space_for_a_new_database_on_the_named_disks_1_5_Rule eventID: 1803
· Microsoft.SQLServer.2012.Could_not_obtain_exclusive_lock_on_database_5_Rule eventID: 1807
· Microsoft.SQLServer.2012.Full_Text_Search___Search_on_full_text_catalog_failed_with_unknown_result_1_5_Rule eventID: 7607
· Microsoft.SQLServer.2012.Full_Text_Search___Full_Text_Search_is_not_enabled_for_the_current_database._Use_sp_fulltext_database_to_enable_Full_Text_Search_1_5_Rule eventID: 15601
· Microsoft.SQLServer.2012.Failed_to_finish_full_text_operation._The_filegroup_is_empty_read_only_or_not_online_5_Rule eventID: 9964
· Microsoft.SQLServer.2012.Full_Text_Search___An_unknown_full_text_failure_occurred_1_5_Rule eventID: 7608
· Microsoft.SQLServer.2012.Full_Text_Search___Full_text_catalog_lacks_sufficient_disk_space_to_complete_this_operation_1_5_Rule eventID: 7622
· Microsoft.SQLServer.2012.Full_Text_Search___Full_text_catalog_is_in_a_unusable_state._Drop_and_re_create_this_full_text_catalog_1_5_Rule eventID: 7624
· Microsoft.SQLServer.2012.A_default_full_text_catalog_does_not_exist_in_the_database_or_user_does_not_have_permission_to_perform_this_action_5_Rule eventID: 9967
· Microsoft.SQLServer.2012.Full_Text_Search___Could_not_find_full_text_index_for_database_1_5_Rule eventID: 7606
· Microsoft.SQLServer.2012.Transaction_was_deadlocked_on_resources_with_another_process_and_has_been_chosen_as_the_deadlock_victim._Rerun_the_transaction_1_5_Rule eventID: 1205
· Microsoft.SQLServer.2012.The_provider_reported_an_unexpected_catastrophic_failure_1_5_Rule eventID: 10001
· Microsoft.SQLServer.2012.The_query_processor_could_not_start_the_necessary_thread_resources_for_parallel_query_execution_1_5_Rule eventID: 8642
· Microsoft.SQLServer.2012.IS_Service_has_attempted_to_stop_a_running_package_5_Rule eventID: 336
· Microsoft.SQLServer.2012.IS_Service_failed_to_load_user_defined_Configuration_file_5_Rule eventID: 272
· Microsoft.SQLServer.2012.Internal_Query_Processor_Error__The_query_processor_ran_out_of_stack_space_during_query_optimization_1_5_Rule eventID: 8621
· Microsoft.SQLServer.2012.Internal_Query_Processor_Error__The_query_processor_could_not_obtain_access_to_a_required_interface_1_5_Rule eventID: 8601
· Microsoft.SQLServer.2012.Internal_Query_Processor_Error__The_query_processor_encountered_an_unexpected_error_during_execution_1_5_Rule eventID: 8630
· Microsoft.SQLServer.2012.Internal_Query_Processor_Error__The_query_processor_encountered_an_unexpected_error_during_the_processing_of_a_remote_query_phase_1_5_Rule eventID: 8680
· Microsoft.SQLServer.2012.The_query_has_been_canceled_because_the_estimated_cost_of_this_query_exceeds_the_configured_threshold._Contact_the_system_administrator_1_5_Rule eventID: 8649
· Microsoft.SQLServer.2012.Login_failed__Password_too_simple_5_Rule eventID: 18466
· Microsoft.SQLServer.2012.Login_failed__Password_too_short_5_Rule eventID: 18464
· Microsoft.SQLServer.2012.Login_failed__Error_during_validation_5_Rule eventID: 18468
· Microsoft.SQLServer.2012.Could_not_obtain_information_about_Windows_NT_group_user_1_5_Rule eventID: 15404
· Microsoft.SQLServer.2012.Cannot_open_user_default_database._Login_failed_1_5_Rule eventID: 4064
· Microsoft.SQLServer.2012.Login_failed__Password_fails_password_filter_DLL_requirements_5_Rule eventID: 18467
· Microsoft.SQLServer.2012.Cannot_determine_the_service_account_for_SQL_Server_instance_1_5_Rule eventID: 14353
· Microsoft.SQLServer.2012.Permission_denied_on_object_1_5_Rule eventID: 229
· Microsoft.SQLServer.2012.Login_failed__Password_cannot_be_used_at_this_time_5_Rule eventID: 18463
· Microsoft.SQLServer.2012.Login_failed__Password_too_long_5_Rule eventID: 18465
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__Page_allocated_to_object_was_not_seen.__Page_may_be_invalid_or_have_incorrect_object_ID_information_in_its_header_1_5_Rule eventID: 2533
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__B_tree_level_mismatch_page_does_not_match_level_from_parent__1_5_Rule eventID: 8931
· Microsoft.SQLServer.2012.CHECKTABLE_processing_of_object_encountered_page_twice._Possible_internal_error_or_allocation_fault_1_5_Rule eventID: 8973
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error___Unexpected_page_type__1_5_Rule eventID: 8938
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__Extra_or_invalid_key_1_5_Rule eventID: 8952
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__cross_object_chain_linkage_1_5_Rule eventID: 8930
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__Wrong_PageId_in_the_page_header_1_5_Rule eventID: 8909
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__page_is_out_of_the_range_of_this_database_1_5_Rule eventID: 8968
· Microsoft.SQLServer.2012.Conflict_table__does_not_exist_1_5_Rule eventID: 21286
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__Cross_object_linkage_1_5_Rule eventID: 8925
· Microsoft.SQLServer.2012.CHECKTABLE_terminated._A_failure_was_detected_while_collecting_facts._Possibly_tempdb_out_of_space_or_a_system_table_is_inconsistent._Check_previous_errors_1_5_Rule eventID: 8921
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__Column_is_not_a_valid_complex_column_1_5_Rule eventID: 8960
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__Page_is_missing_a_reference_from_previous_page._Possible_chain_linkage_problem_1_5_Rule eventID: 8978
· Microsoft.SQLServer.2012.The_Log_Reader_Agent_for_transactional_replication_encountered_an_invalid_log_sequence_number__LSN__when_reading_the_transaction_log_5_Rule eventID: 18762
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__Page_was_not_seen_in_the_scan_although_its_parent_and_previous_refer_to_it._Check_any_previous_errors_1_5_Rule eventID: 8976
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__Cross_object_linkage__Parent_page_in_object_next_refer_to_page_not_in_the_same_object_1_5_Rule eventID: 8926
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__B_tree_page_has_two_parent_nodes__1_5_Rule eventID: 8937
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__Slot_row_extends_into_free_space__1_5_Rule eventID: 8943
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__Object_index_page_Test_failed._Slot___Offset_is__invalid_1_5_Rule eventID: 8941
· Microsoft.SQLServer.2012.Could_not_find_filegroup_ID_in_sys.filegroups_for_database_5_Rule eventID: 8932
· Microsoft.SQLServer.2012.The_user_is_not_allowed_to_truncate_the_system_table_1_5_Rule eventID: 4709
· Microsoft.SQLServer.2012.Failed_to_drop_column__from_table__1_5_Rule eventID: 21284
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__Page_is_missing_references_from_parent__unknown__and_previous_nodes._Possible_bad_root_entry_in_sysindexes_1_5_Rule eventID: 8979
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__Page_in_its_header_is_allocated_by_another_object_1_5_Rule eventID: 2534
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__The_text_ntext_or_image_node_at_page__is_referenced_by_page_not_seen_in_the_scan_1_5_Rule eventID: 8965
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error___Test_failed._Slot_overlaps_with_the_prior_row_1_5_Rule eventID: 8942
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__IAM_page_is_linked_in_the_IAM_chain_for_object_1_5_Rule eventID: 8959
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__Extent_object_is_beyond_the_range_of_this_database_1_5_Rule eventID: 2579
· Microsoft.SQLServer.2012.Table___No_columns_without_statistics_found_1_5_Rule eventID: 15013
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__The_high_key_value_on_page_is_not_less_than_the_low_key_value_in_the_parent_slot_of_the_next_page_1_5_Rule eventID: 8934
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__Allocation_page_has_invalid__page_header_values.__1_5_Rule eventID: 8946
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__IAM_chain_linkage_error_1_5_Rule eventID: 8969
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error___The_next_pointer_of_refers_to_page._Neither_its_parent_were_encountered._Possible_bad_chain_linkage_1_5_Rule eventID: 8981
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__The_text_ntext_or_image_node_has_wrong_type_1_5_Rule eventID: 8963
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__The_text_ntext_or_image_node_at_page_is_not_referenced_1_5_Rule eventID: 8964
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error___Address_is_not_aligned_1_5_Rule eventID: 8940
· Microsoft.SQLServer.2012.One_or_more_indexes_are_damaged_and_must_be_repaired_or_dropped_1_5_Rule eventID: 8956
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__Cross_object_linkage._Page_PGID_next_is_not_in_the_same_index_1_5_Rule eventID: 8982
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__Parent_node_for_page_was_not_encountered_1_5_Rule eventID: 8977
· Microsoft.SQLServer.2012.Indexed_view_does_not_contain_all_rows_that_the_view_definition_produces.__Refer_to_Books_Online_for_more_information_on_this_error.__This_does_not_necessarily_represent_an_integrity_issue_with_th_5_Rule eventID: 8908
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__Table_missing_or_invalid_key_in_index_for_the_row__1_5_Rule eventID: 8951
· Microsoft.SQLServer.2012.Unique_table_computation_failed_1_5_Rule eventID: 16959
· Microsoft.SQLServer.2012.Table__Creating_statistics_for_the_following_columns_1_5_Rule eventID: 15018
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__B_tree_chain_linkage_mismatch.__1_5_Rule eventID: 8936
· Microsoft.SQLServer.2012.Failed_to_add_column__to_table__1_5_Rule eventID: 21285
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__Index_node_page_refers_to_child_page_and_previous_child_but_they_were_not_encountered_1_5_Rule eventID: 8980
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__The_low_key_value_on_page__is_not_the_key_value_in_the_parent_1_5_Rule eventID: 8933
· Microsoft.SQLServer.2012.Table_error__The_previous_link_on_page_does_not_match_the_previous_page_that_the_parent_slot_expects_for_this_page_1_5_Rule eventID: 8935
· Microsoft.SQLServer.2012.XML___XML_parsing_error_1_5_Rule eventID: 6603
· Microsoft.SQLServer.2012.XML___XML_document_could_not_be_created_because_server_memory_is_low._Use_sp_xml_removedocument_to_release_XML_documents_1_5_Rule eventID: 6624
· Microsoft.SQLServer.2012.XML___Size_of_data_chunk_requested_from_the_stream_exceeds_allowed_limit_5_Rule eventID: 6627
· Microsoft.SQLServer.2012.XML___Failed_to_load_Msxml2.dll_1_5_Rule eventID: 6610
· Microsoft.SQLServer.2012.XML___Failed_to_instantiate_class._Make_sure_Msxml2.dll_exists_in_the_SQL_Server_installation_1_5_Rule eventID: 6608
· Microsoft.SQLServer.2012.XML___FOR_XML_EXPLICIT_stack_overflow_occurred._Circular_parent_tag_relationships_are_not_allowed_1_5_Rule eventID: 6805
· Microsoft.SQLServer.2012.XML___XML_error_1_5_Rule eventID: 6600
· Microsoft.SQLServer.2012.Script_Failed_Database_Login eventID: 4001[image: image48.png]
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